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は  し  んヾ  き

ここ数年、いわゆる「低成長時代 」を反映 して、埋蔵文化財をめぐる環境にも、

大きな変化が生 じつつある。埋蔵文化財の保存および調査が期間、経費等に大きな

制約を受けつつあるのもその下つではあるが、開発行為に伴う発掘調査は減少する

どころか、ますます増大 しているのが現状である。

このような中で、阪急電鉄株式会社が野洲町久野部において、計画策定された分

譲住宅造成地内に所在する久野部遺跡について、二次にわたる調査が同社の好意に

より実施され、ここにその成果が公刊のはこびに到 ったことは大変よろこばしいこ

とと言える。本書が埋蔵文化財さらには、文化財に対する一般の理解を深めるため

に大いに活用されることを願 うとともに、本書作成に努力 くださった関係者各位に

改めてお礼を申し述べたい。

日召不日52寄42月

滋賀県教育委員会

文化財保護課長

θア井

守

がA//



例 口

1 本書は、野洲町久野部字七ノ坪に所在する阪急電鉄株式会社分譲住宅計画地の

埋蔵文化財包蔵地 についての発掘調査報告書である。

2 本調査は、阪急電鉄株式会社の依頼にもとづき、滋賀県教育委員会、野洲町教

育委員会が、財団法人滋賀県文化財保護協会の協力を得て実施した。

3 現地調査および報告書の作成には、滋賀県教育委員会事務局文化部文化財保護

課技師大橋信弥が担当し指導 した。

4 調査・整理には、別所健二・谷口徹・西島陽子・ 山崎優子・ 入江正則の諸氏の

全面的な協力を得たはか、木村良太・ 赤井優・石橋平・吉田芳行・ 中西和多隆・

水野敏昭・尾谷孝・三宅治・美濃部力 。大崎義彦 。井入勉・谷口考司・ 山本芳正

。国松千夏 。大橋美和子 。中村明 。福井昭彦・寺田忠良・河村文章・ 出湯栄治の

諸君が参加 し、遺物写真には、寿福滋氏を煩 した。記 して謝意を表 したい。

5 本書の執筆は、大橋・ 別所 。谷国が分担 してあたり、それぞれ文末に記 した。

なお、現地調査にあたっては、野洲町教育委員会社会教育課主事古川与志継氏、

阪急電鉄株式会社土地経営部管原正義氏に協力を得た。記して謝意を表 したぃ。
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1ま じ にめ

本報告書は、昭和 52年 2月 21日 ～昭和 52年 5月 21日 の 3ケ 月を要 して実施 した、滋賀県野

洲町久野部遺跡七ノ坪地区の発掘調査の記録をおさめたものである。この地は、かねてより周知

の遺跡、久野部遺跡、富波遺跡の隣接地として注意されたところであったが、昭和51年春この地

を取得、分譲宅地造成を計画された。阪急電鉄株式会社より試掘調査の依頼があり、同年 4月 ～

5月 滋賀県教育委員会によって第一次調査が実施された。その結果、対象地の数ケ所において、

遺構、遺物の存在が明らかとなり、詳細な調査が必要となったため、滋賀県教育委員会によって

第二次調査を実施することになったのである。

本遺跡は、野洲川扇状地端の微高地に立地 し、海抜90メ ー トル前後のコンタ上に点在する遺跡

群のほば中心部に位置 し、北に弥生～鎌倉期の集落跡・墓地跡からなる五之里遺跡が、北東に古

墳～鎌倉期の集落跡である富波遺跡が、南に古墳後期～平安期の集落跡、和田遺跡、野洲郡街推

定地が所在している。本遺跡については、さきに円光寺前の数ケ所、十ケ坪地点などの調査がなさ

れ、弥生時代後期から平安時代に到る掘立柱建物、土拡、弁戸、溝などが発見されており、今回

の調査によって、その実態が、より明らかになったと考える。
(注 1)

(大橋信弥 )

注

(1)兼康保明ほか r久野部遺跡発掘調査報告書一野洲郡野洲町久野部字十ケ坪所在―』

(野洲町教育委員会 。1977)
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第 1図  遺跡位置図



調 査 の 経 過

当地区の発掘調査は、 1977年 2月 21日 より開始 し、同年 5月 21日 までの約 3ケ 月を要 した。当

初、南方のA区 より調査を開始 し、ついで北西の B区 、北東の C区 へ と進んでい った。

A区 は、幅10mの 南北に長い トレンチを設定 し、一つ置きにユンボで耕土と床上を掘削の後、

調査を行 った。各 トレンチの名称は、東から西へ Alト レンチに始 まって順次 A9ト レンチにま

で至る。遺構が露見する筒所では、それに従 って随時拡張 区を設定 し、全容が明 らかとなるよう

努めた。なお、さらに下層か ら遺構の検出される H」能性 もあるため、断面観察及び排水等を兼ね

て壁沿いに常時試掘溝を設けたが、人為性の考慮 される層は確認できなか った。

B区 は、当 初 幅 5mの 南北に長い トレンチを A区同様 一つ置きに設けて調査を開始 したが、

ほば全体に遺構の散在することが知 られたため、結 局 、比 較 的平 面的 な発掘を行 うことになっ

た。従 って、 トレンチの名称は、 Blと B2に一括 した。ただA区 と異なり、遺構の切 り込み面

に至るまでには時間を要 した。最初に耕土と床上を掘削 し、遺構の存否を確認 しながら、ついで

Ⅲ層を掘削 して Ⅳ層が露見す るに至 った。 しか し、 Ⅳ層の上部は酸化マンガンの斑文集積が著 し

く、 また色調が遺構の覆土と極めて類似 しているため、遺構の検出が困難であ り、やむな くⅣ層

の上部 も掘削 して遺構を確認 した。 SD8、 SD9の 両溝は、それでもなお不明解 であったため、

壁面の試掘溝に加えて、溝に直交する試掘 トレンチを 3ケ所に入れて、よ うや くプ ランを明 らか

にすることができた。

C区 は、幅 5mの 、南北に長い トレンチと東西に長い トレンチを、総計 9ケ 所に設定 した。設

定す るにあた っては、断面観察が有効におこなえるよう C2、 C6、 C9の 各 トレンチを一直

線上 に見置 したが、その ことにより微高地か ら旧沼沢地に至る層位 の複雑な変化が明瞭 に把握 で

きた。 C7ト レンチにおいては、 S D10の 開□部が露見 し、豊富な遺物が検出されたので、拡張

を行 った。その他、坪界の確認のため、 C4ト レンチを北西に延長 し、又、 C9ト レンチの北西

には、新たな トレンチを 2箇所に設けた。

なお、 B区東半及びC区北半は、 比高を減 じて旧沼沢地が広がるため、ポ ンプの常設、排水溜

りの設置など、水との闘いが最 も主要な作業上の課題であ った。       (谷 口 徹 )

-2-
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調 査 の 結 果

当調査地区は、鈴鹿山地の御在所山にその源を発す る野洲川の右岸 にあって、野洲川が形成 し

た比較的平坦な扇状地上に位置 している。 しか し、北東は しだいに比高 を減 じて旧沼沢地が広が

るため、自然の層位 も一様 ではない。従 って、 ここではA区 とB・ C区 に便宜上分けて、基本的

な層位を概括す ることに したい。

A区では、耕土 (暗黒灰色粘質土層 。I層 )と 、その床土 (黄 灰色粘質土層・ Ⅱ層)の 直下に、

黄褐色粘土層 (Ⅷ層 )が広がり、各遺構は、すべてこの地山を切 り込んで構築 されている。黄褐

色粘土層 には、黄橙色で輪廓不鮮明な太 い管状の合水酸化鉄沈殿物が顕者にみ られ、下部ではグ

ライ化 した青灰色部 と酸化した褐色部 とがモザイク状 に混 り合 ってお り、酸化と還元が反覆す る

地点であることを示 している。

深 く切 り込まれた SD2で は、 この黄褐色粘土層の下に、停滞水による還元状態のため鉄化合

物が還元された結果生 じた青灰色のグライ砂層 と、さ らにその下に径 1～ 10cmの 円礫を主体 とす

る暗茶灰色砂礫沖積層が広がるのを確認 した。近在のボー リング調査の結果 によれば、こうし
鮭 1)

た砂礫層に、青灰色を基調とす る粘土層や砂層が層状に介入 しながら、標高 90m前後で新期砂礫

洪積層に至るよ うである。

B区 東半およびC区北半に端を発 してその北東には、床土直下に旧沼沢地が広が っている。厳

密には、 B区遺構全図 (第 8図 )、 C区遺構全図 (P L53)に 破線で補いなが ら示 したよ うに比

較的複雑なプ ランを呈 しており、 C IXで は南西へ舌状に広がる筒所がみ うけ られた。 この沼沢地

の堆積層は、基本的に黒灰色 (上肘 。V脳 )、 青黒灰色 (中 屑・ Ⅵ IFFl)、 黒灰褐色 (下層 。Ⅶ層 )

の各泥炭層よりなる。 いづれも地下水位が高 いため還元状態を呈 し、構造も未発達である。沼沢

地の下層は、一部に凹部がみ られ、当初 自然のゆるやかな流路が存在 したと考え られる。 C7ト

レンチで検 出 され た 7C初 頭の遺物を主体 とする溝 (S D10)開 □部の最上層の上が、 この沼

沢地の下脳土へと所位的に変化することから、沼沢地に泥炭 上の堆積が開始 されたのも おそ らく

7C初頭前後 とみてよいであろ う。この沼沢地の下には、泥炭や思泥を含まない無機質の青灰色

強 グライ粘土脳 (Ⅸ 層)が厚 く堆積 している。

B・ C区とも旧沼沢地の縁部直上には、黒灰褐色粘質土脳 (Ⅳ 脳 )、 灰褐色粘質土層 (Ⅲ 層 )

が堆積 し、両肘とも沼沢地の存在 しない地域 にまで及んでいる。いづれ も、沼沢地の縁部あるい

はその周辺の地所の低い一帯を整地 した いわゆる格地層である I」 能性 が高い。 この人為的な層

を形成するまでに至るには、相当の土木量を思定 しなければな らないだ ろう。黒灰褐色粘質土層

の場合には、 B区 の各遺構がこの層の上部ない し中部か ら切 り込 まれており、 この層の整地化作

業がこれ らの遺構を構築 した12C前 半頃ない しはそれ以前に行われていたことを物語 ってい る。

以上の整地膊の うち、黒灰褐色粘質土脳には酸化マンガンの斑文が、灰褐色粘質土層には酸化

Ⅲ

位層

-7-



鉄の斑文が それぞれ顕着に認められている。このようなマンガン・鉄両斑文の分化 。発達 1ま 、

現耕上が、潅漑水利用の水稲農耕イこ起因する.水 田土壊化作用の、かなり長期にわたった結果であ

ると考えられ、開田年次の比較的古い水田であることを示 している。

囚に、床土直下に灰褐色粘質上を保つ水田は、量も生産性|の 高い水由であるといわれ、かって

沼沢地にすぎなかったこの地も、少くともB・ C区近在にみる限りにおいては、幾度かにわたる      `
人為的な塞地の結果、現在では良日に生まれ変わっていると理解されよう。

と                              (谷 口 徹)      で

(1)香とこE業株式会社「梶田共同住宅新築工事に伴う地質調査報告書」(1976)

日本国有鉄道東海道新幹線支社「東海道新幹線地質図」 (大 F/1保篠所管内 1967)

<参考文献>
1. 松井 建 日湘山県津島遺跡における弥生時代の潅漑水利用水田の存在について」(『 考古学研究』

64)

2 八賀 普「古代における水田開発」(『 日本史研究 』 9C)
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構遺

(1)A区遺構各説

A区やや西方よりに、 SDl～ SD7の 各溝の検出をみた。その 内、比較的遺存状況の良好

であったSDl～ SD4は 、 1部蛇行するなどの偏差もみられるが、大局的には、いづれも流路

を南西か ら北東に保ち、現存する野洲郡条里制地割とも方向を異にする点で共通している。これら各

溝の稟側には、径 21■30師の黒褐色を基調とするピツトの点在が訳められるが、掘立柱建物として明

瞭にそのプランを確認でき得たのは、A7ト レンチのSBlの 1棟に限られた。その他、数ケ所

で不定形の落ち込みが検出された (破線で明示)が、人為性を考慮 し難 く、自然の所産である可

能性が強い。

以上、概括 したA区内各種遺構は、出土遺物や切り合い関係が示す様に、時期差を保っており、

本来ならば地山の掘り込み面を層位的に異にするものも存在 したであろう。しかし、現況では、

いづれの遺構もその上面を水田耕作によって削平されており、各時期の遺構が同一面で検出され

た。

(a)掘立柱建物

SBl

梁行 1間 (約 2.6m)

のそれが、はなはだし

く長い点が注目される。

方位は東西よりやや北

にずれている。柱穴は

径20cm前後。深さは、

最も深いもので35 cIIlを

計る。こうしたプラン

を持つ掘立柱建物は、

弥生時代以降、幾つか

の検出例が存在 し、倉

庫としての機能用途が

考えられている。本例

もそうした機能用途を

考えたいが、比較的良

好な出土をみた山木遺

跡の柱穴が深さ■O cm

を計ることを考えれば、

○
　
ノ
〃
〃
排
ナ
　
Ｏ

、桁行 2間 (約 3m)の 掘立柱建物である。桁行の 1間に比 して、梁行

M

一 H90.80M

第 6図 A7ト レンチSBユ
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仮に、地山上面の削平を考慮に入れても浅 く、果た し

てわずか 6本の柱で、重量に富む上屋を支えきれたか

どうか留意 され る。

各柱穴か らは遺物の出上をみなか ったが、建物の東

側で、径50× 40cm、 深 さ約50cmの 楕 円形土拡が露見 し、

拡 内か ら古墳時代中期頃と思 しき土師器甕の回頸部 1

5           10Cm

昨 T―

第 7図 土疲内土器実測図

点 (第 7図)が検出された。この上拡の覆上が黒褐色粘質上であり、それが各柱穴の覆土と上質

・土色の両面において同じであることから、一応、この掘立柱建物も古墳時代中期頃の所産であろ

:猿張唇
g身

三≧F「をi脅 :看審再二を象含吾

部遺跡十ケ坪地
経と1守

らも、同様の掘立柱建物が

ζのそれとほとんど同じであり、又、覆土も極め

て似ている。十ケ坪地区は、今回の調査地区とわずか国鉄の線路を隔てた至近距離にあり、おそ

らく同期の遺構と考えるのが穏当であろう。ただ、十ケ坪地区の報告では、弥生時代後期として

の位置付けがなされており、時期決定資料に乏しい当区の場合、古墳時代中期という断定を避け

て今後に待ちたい。

(b)溝

SDl

SDlは、次に述べるSD2内を南東から北西へ、やや蛇行気味に流れる溝である。幅約 1,8

m、 深さ約 04mを計り、椀状を呈する。覆土は④～⑦層に細分されるが、大きくは、粘質土層

(①・⑤層)と 砂質土層 (⑥・⑦層)に分けることが可能であり、砂質土層内に遺物の出上が目

立った。この溝は 7C後 半頃の所産と理解 されるが、 時代 を 決しうる遺物 に乏 しい。た

だ、西方へ行くに従い地山の削平が著しく、A7Sト レンチ以西では粘質土層が姿を消している。

なお、A7Sト レンチでは、このSDlの上に①層の単純層からなる溜りが存在したが、遺物の

出上に恵まれず、その時期は定かでない。

SD2

SD2は 、南東から北西へ、ほぼ直線的な流路を保つ溝である。通常、幅約 3,Om、 深さ約

1.Omを計る椀状を呈 し、床土直下の黄褐色粘土層 (Ⅷ層)か ら切り込まれ、青灰色グライ砂層

を経て暗茶灰色砂礫沖積層にその底部を置く。覆土は、基本的に③～○の 8層 に細分されるが、

②・○両層からは遺物の検出が無く、又⑫層は、必ずしも普遍的に存在する層ではない。以上を

考慮すれば、厚く堆積 し比較的安定した上層 (①層)、 砂層と粘土層が薄く数条にわたって互層

をなす中層 (③～①層)、 やや腐植を帯びた粘土層と、地山の流入により生じた砂礫層からなる

下層 (⑫・○層)の 3層 に大別される。

これらの層中より検出された遺物から、この溝は弥生時代後期中葉の経めて短期間に埋没して

しまったことが理解される。ただ、わずかの落ち込みとして、その形骸は後にまで留めることに

なったようだ。先にSDlが SD2内をやや蛇行気味に流れると記したが、おそらくそうした落ち

込みを利用して、新たにSDlがその上から掘り込まれたと考えるのが妥当であろう。

与菊
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なお、A5ト レンチ近在では、左肩部に幅約 lm、 深さ約 02mの浅い小溝ないしは溜りが平

行 して走っており、②層が堆積 している。下層の堆積が終了した時点で、何等かの用途をもって

新たに掘開されたのであろう。又、A7Sト レンチには、sD2埋 没の後、同じく左肩部を一部

で切り込んで②、③両層からなる溝様のわずかの落ち込みが存在 したが、遺物に恵まれず、その

時期を決するまでには至らなかった。

SD3

SD3は 、 SD2の 西側を同 じく南東か ら北西へ流れ る溝である。通常、幅約 2.5m、 深 さ約

05mを 計 り、やや扁平なU字状を呈 している。A5Sト レンチでは一部で SD2と 接 してお り、

A8ト レンチの南端近 くでは小 さな氾濫帯の様 に不整形な広がりをみせ、 SDl、 SD2の 一部

を切 り込んでいる。

覆土は、厳密には 5層か らな り、① o② o①の各砂質土層の下に、礫層 (④層)と 砂層 (⑤層)

が堆積 している。礫層は、酸化鉄が礫層の間隙を埋める様に沈着 し、遺物の検 出が最 も多い層で

あ った。これ らの遺物の検討か ら、 SD3が 埋没 したのは 7C初頭を中心 とす る 60中頃か ら 8

C末 の間に位置づけることができる。

SD4

SD4は 、 SD2の 東側をやや蛇行 しながら、南東か ら北西へ流れる加状の溝である。最 も遺

存状況の良好であったA7Sト レンチでは、幅約 08m、 深 さ約 03mで 、小規模なが ら最 も明

確なプランを保 っていた。A7Sト レンチの西端では、 SD2を 一 部 切 り込 んでお り、 東方で

は急に流路を南に変えて宅地下に埋没 し、A5ト レンチでは既にその姿を確認できなか った。

覆土は、粘質土層と砂層が数次にわたって互層をな し、細分すれば 7層が確認可能である。遺

物の検 出は少ないが弥生時代中期後半頃の遺物が出上 している。

SD5、 SD6、 SD7

いずれの満 も灰褐色粘質土層の単純層か らなる浅いものであり、その流路は、これまでと同 じ

く南東か ら北西に保 っている。ただ当初か らは比較的浅い溝であったと考え られ、現況では、わ

ずかに深か った箇所のみ残存 しているに過 ぎない。これまでの各濤は人為的な掘 り込みの結果で

あると思われ るが、 この 3溝に関 しては疑間の点 も多い。ただ、その流路がいづれ もこれまで同

様の方位を保 っていることか ら、人為的な掘 り込みである可能性を残 しておきたい。なお、 これ

らの溝の埋没時期に関 しては、遺物に乏 しく不明である。

(A区小括〉

A区で概括 した各薦が、わずかの偏差を伴 い なが らも、 お しなべて南東か ら北西への流路を

保 っている点は十分注 目す るに価 しよう。こうした各溝が居住域 との関連で掘開されたものであ

るとすれば、北東に広がる旧沼沢地に対す る南西、つまり現在の久野部集落の近在 に、各期の遺

構が重層化 して眠 っているとみることができるであろう。

(2)B区 遺 構 各 説

一 H―



B区では、条里制地割に規制 さ

れた sD8、 sD9の 両溝が、流

路を南西か ら北東に保 っている。

この東側では遺構の検 出はなか っ

たが、対す る西側には、両溝に平

行 してBlト レンチで SB2を 確

認 した。その他 Blト レンチでは、

若千の柱穴(土拡、及少卜溝の存在が

知 られた力＼ B2ト レンチに至 って

それ らはおびただ しいものがあっ

た。B区で検出 したこれ らの遺構

は、遺構内出上の黒色土器及び土

師器等の検討か ら、一部に切 り合

い関係をなす ものも存在す るが、

概ね12C前半頃のものと解 される。

各遺構は、先にいわゆる整地層と

判断 した黒灰褐色粘質土層 (Ⅳ 層 )

の上部か ら掘 り込んでいるものが

大勢を占めたと考え られ るが、 こ

の上部には酸化マ ンガ ンの斑文集

積が著 しく、又、色調が遺構の覆

土と極めて類似 してお り、遺構の

検 出が困難であった。結果的に、

上部をある程度掘削 して遺構を確

認す ることになったが、整地層 と

して一括 した多量の上器の中には、

本来遺構内の上器であった可能性

もある。ただ、各遺構内か ら出土

した土器と整地層か らのそれとの

間に、現状では時期差を認め難い。

なお、整地層上部において、特に

上器片の散布が著 しか った箇所は、

図中に破線で明示 した (P L52)

が、上部を掘削 した段階でその下

か ら浅い小溝が露見 した。おそ ら

く、小溝が用を足 さな くなった段

ＳＢ２中山山‐・。古申中″　Φ

一
‥
。ヮ

一
　

ｏ
　
ω

判
ｅ『ｎＦ絆＝瑚押

第 8図  B区遺構全図
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階に土器の集積が行繊化

て、土器溜りの様相を呈

していたと考えられる。

(a)掘立柱建物

SB2

第 7～第 9の 各柱穴

が明瞭でないが、梁行

2間 (約 4.5m)、 桁

行 3間 (約 6.8m)の

掘立柱建物である。柱

間は梁行 2.25m、 桁行

2.30mの ほぼ等間隔を

なし、総柱の倉庫であ

る可能性が高い。方位

はN-33°一Dであり、

野洲郡条里制地割にみ

る方位に完全に一致 し、

その規制の下で構築さ

れた建物であることを

物語っている。

柱穴内はいづれも暗

黒灰褐色粘上で覆われ、

第 6柱穴内には柱根が

第 9図  Blト レンチ 整地層 (Ⅳ 層)内土器出土状況

遺存し、柱根の下方に納孔を穿って、それに根絡みと考えられる別木をはめ込んでいた (第 H図 )

柱の沈下及び横ずれを防ぐ目的を持つものであろう。その他、第 3と 第12柱穴内では、柱の沈下

を防ぐ礎板が、又、第 1柱穴の底部近くからは、ほぼ完形に近い土師器坑が検出された。

(b)溝

SD8、 SD9

SD8、 SD9はいずれもSB 2と 同じく条里制地割に規制される形で掘削された溝である。

流路を南西から北東に保ち、SD8は浅い皿状を、又SD9は椀状をなす。両溝内の遺物から時

期差を求めるのは困難であるが、断面観察の結果、SD8が SD9を切り込んで、新たに構築さ

れたものであることが確認された。

SD8は①～①の 4層 により、SD9は⑤～⑦の 3層によって埋没している。SD3は上層が

軟性に富む粘土層 (①層)よ りなり、下層は 3層からなる砂層 (②・③・④層)が堆積している。

③層の黄褐色砂層は酸化鉄の沈着が著しく、遺物が比較的豊富に出土した層であり、土器片以外
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第 10図  Blト レンチSB2

第 11図  SB2第 6柱穴内出上の柱根及び根絡み

にも数ケ所で自然木や骨片の

出土をみた。SD9は 、比較

的砂質に富む粘質土層 (⑤層)

やや腐植質の粘土層 (③層)

及び砂層 (⑦層)か らなり、

粘土層が最も厚 く安定 してい

る。

両溝が掘り込まれた段階に

は、すでにある程度の整地化

が試みられているとはいえ、

ほば両溝を境としてその東側

には、 かっマξ十日沼1尺地が広んゞ

っていたのが知られた。わず

か10crll前 後の整地化作業によって、沼沢地およびそれがもたらす湿気をくい止めることは困難で

あろう。SD8・ SD9が 2度にわたって掘り込まれたその背景には、こうした沼沢地から西側

に広がる居住域を隔離 し保護する意図が存在 したに相異ない。

両溝が埋没した段階、つまり12C前半以降再度整地化作業が行われたらしく、灰褐色粘質土

-14-



層 (Ⅲ 層)の堆積が確認されるが、両溝を境とする各層位の落差は依然として解消されるに至ら

ず、現在では、 SD8、 SD9の 両溝上に、その流路に沿ったやや規模の大きい畦が構築されて

いる。

その他、数条の小溝が確認されるが、黒灰褐色粘質上の単純層か らなるものが多く、おそら

く排水 。排湿の機能を果たす為に掘開されたものであろう。Blト レンチでは、既述の様に、そ

うした溝が用を足さなくなった段階で土器片の廃棄に利用されたらしく、おびただ しい量の上器

片が集積 していた。

(c)土 拡

Blト レンテ北半からB2ト レンチにかけて多数の土拡が検出された。平 面小判形を呈 し比

較的深いもの、不定形な広がりを保ち浅いものなど、形態上種々の偏差を伴っているが、いわゆ

る土砿墓の可能性を持つものは存在 しない。覆土は、通常 2～ 4層 が確認され、いづれも粘質土

層からなる。上部には黒灰褐色の粘質土層 (①層)が堆積 し、この層から哉も多量の遺物を出土

する。下部には、やや黒色の強い暗黒灰色を基調とする粘質土層 (②層)や、灰褐色粘質土層

(③層)が堆積するが、時として酸化鉄が若干沈着する黄褐色粘質土層 (④層)の堆積をみる。

いづれの土砿も、その占める位置からすれば屋外土転の範疇に属し、おそらく貯蔵ないし廃棄

物処理の用途に供 されたと考え られる。

(B区小括〉

B区 の場合、遺構構築時の12C前半には、

既にある程度の整地化 (Ⅳ 層)が試み られて

いるとはいえ、 SD8。 sD9を 境 としてそ

の 東 恨11こ は 沼沢地が広がっていた為、遺構

の存在は皆無である。従 って、東に対す る西

側、つまり五之里や富波の集落にむか って遺

構の広がりが想定 されよ う。この五之里や富

波近在は、かって富波庄の庄域であったとい

われ 、当区も又、その可能性が高い。検出され

た倉庫址や上拡を始め、多量の遺物も又、この富

波庄との関連の下で考察を加える必要があろう。

まず、文献か ら富波庄 に関す る記載を拾 っ

てみると、弘長 2年 (1262)頃、鎌倉左衛円

次郎が富波荘に数代にわたって城居 し、子孫

が繁昌 したという。次いで室町却!に は石 山寺

寺領であり、荘園内には室町幕府の御料所が

存在 したともい う。ただ、残念なことに、今

第 12図
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第 13図  Blト レンチ整地層 (Ⅳ 層)

内宋銭出土状況 回検出された各遺構構築時の12C前半にまでさかのばりう

る記載は認め られない。

荘園は、 もともと律令体制の一人原則であった公地制が、

主に公民や奴婢の逃亡によって打ち破 られ る過程で生 まれ

てきたものである。その後、荘園は、社会の発展の過程で

様 々の矛盾をかかえ込み、時に荘園を維持す る歴史的主体

を変える等の改良を重ねなが ら、継起的に発展 してきた。

中世村落が形成 され るようになると、それに対応 して、耕

地を始め集落や山野河海を有機的に統一 し、農民を領域的

に支配する荘園が現われ るようになる。いわゆる荘園待1的領域支尾が成立 して くる訳であるが、

その出現は1l C中 葉であり、 12Cに は広範な展開をとげたと考え られている。この荘園制的領域

文虻の体系において、在地領主制が 荘園領主つまり都 市貴族 と農民 との間に介在す る重要な要

として位恒付け られるようになる。在地領主は、平安時代の農村内部で階層分化の中か ら生まれ

て農村内部に生活基盤を持 ちながら、将来的には荘官として組織 されることにより、荘園支配の

尖兵 として農民 と対立す る存在 とな ったものである。彼 ら在地領主は、豊富な資材 と労働力を駆

使して大規模な開発を敢行 しゃその大経営 、大土地所有は、周辺の農民に重大な影響を及ぼし農民は自

立性を失 って彼 らの家父長的保護下に入 ってゆくことになる。今次の調査で確認 した整地層は、

こうした存地領主が家父長的傘下にある農民を使役した表徴であるとは考えられないだろうか。又、その

率地用上に構築 された倉庫址は、大経営の所産を収納する建物の一部ではなかったろうか。調査区から宋

銭や輸入陶能器が併出するありさまは、少くともこの地が通有の農民のものではありえないことを示 してい

よう。角猷に記載された鎌倉佐工門次郎もこうした歴史的性格をたずさえた在地領主ではなかったか。

ただ、仮に彼が存地領主であると想定 した場合、彼が富波庄 に婚

'き

したのは、数代の間という限定

された期間でしかない。つまり彼 ら在地領主の大経営、大土地所有 も、それを保障すべき政治的、

社会的諸条件の継わない段階では、意外に不安定な位置にあったと言わねばな らない。当時、在

地釘ti間 にめまぐるしい勢力交替、弱肉強食が存在 したことが数多 くの文献か ら知 られる。従 っ

て、彼 らは村淋の限界を超えて、有力な都市貴族及び寺社 (荘 園領主)と 結び付 き、所領の寄進

を敢行 し、 臼らは荘官とな って所領支配の安定を図 った。富波庄が室町期に石山寺寺領 となるの

は、こうした歴史的背景が存在 したのではないかと思われ る。

(3)C区遺構各説

C区は、当調査地区の中で最も広大な面積を有するが、C区北半はしだいに比高を減 じて旧沼

沢地が広がる為、遺構としては、不甥確な落ち込みとわずかのピットを除 けば 、 唯一その沼沢

地へ流入するS D 10に 限 られた。ただ、S D 10の遺物は豊富で、須恵器、土師器を始め、木製

品、植物種子 、毘虫遺体とパラエティーに富んでいた。

その他、当区では条里制地害」としての坪界が良好に遺存 していたので、一部切断「して断面観察
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を行った。

(a)溝

S D 10

S D10は 、当初西か ら凍へ流れ るが、

旧沼尺地へ流れ込むあた りで、孤を描い

て流路を東か ら北へ変える。幅約 17m

深 さ約 05mを 計 り、やや北に片寄 った

浅い椀状をなす。整地層 と推定 され る灰

褐色粘質土層 (Ⅲ 層)直下の黄褐色粘土

層 (Ⅷ層)か ら切 り込まれて、青灰色強

グライ粘土層中にその底部を置 く。覆土

は①～④の 4層 に細分され、①層は黒褐

色粘質土層、次いで灰黒色のわずかな粘

土層 (②層)を経て、厚 く堆積 した黒灰

褐色粘土層 (③層)に 至る。この①層中

に最も遺物が多く、開□部では腐植化を

強めて旧沼沢地下層土へと、漸位的に変化

していく層でもある。①層は、地山の青

灰色強グライ粘土層が①層と混入 した結

果生 じた層である。

S D 10は 旧沼沢地に流れ込んで、 lm

余りまでは人為的な掘開の痕跡が認めら

れるが、それより北では開口して、沼沢

地に流路を委ねている。この S D10開 口

部上層 (①層)は 、先の黒灰褐色粘上層

が腐植を帯びて厚く堆積 し、土恭片以外

に昆虫類の外骨格遺体が多数検出された。
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この層は沼沢地

の中心部へ向か

うにつれて、 し

だいに腐植化を

弱めると同時に、

沼沢地下層 (Ⅶ

層)へ と漸位的

に変化 してい くO

中層 (②～④層)

は、砂層と腐植

粘土層が薄く数

次にわたって堆

積を重ねている。

この砂層内から、

おびただしい量にの Iま る土器、木製品、及びモモを始めとする植物の種子が出上 した。おそらく

水と共に流下 し、流れの失われるこの地で埋没したのであろう。③層は、径 1～ 10 cmの 礫層であ

る。破線で示 した様に、開口部の最も南恨1に 集中的に堆積 していた。 S D10が流れを強めた時期

に、一気にこの地に流れついたのであろうか。

以上概括 した様に、 S D10及 びその開口部からはおびただしい量にのばる土器片が出上し、そ

れ らの検討を通 じて、この溝が 70初頭を中心に、 60中 葉から80末の間に埋没したことが知

られた。なお、 S D10開 口部から更に北方でも、新たに合計 5条の小溝を確認した。おそらく、

沼沢地縁辺には、他にもこうした自然のゆるやかな流路が数多く存在 していると考えられる。

(b)条里制遺構 (坪界 )

O区北西をN-34° ―]で走る 8ノ 坪と 14ノ 坪の坪界は、遺存状態が良好である鵜、C4ト レ

ンチを北西に延長して断面観察を行った (第 16図 )。 その結果、当初、黄褐色粘土層 (Ⅷ層)

からなる地山をわずかに掘り込んだだけの、幅約 3m深 さ04m前後の浅い溝が走っていたと推

定される。その後、③、③、⑦、①、①の各層が順次堆積してその溝は埋まり、新たに東の 8ノ

坪恨1に は①、②、③、④層を、又西の14ノ 坪側には①、①層を盛ることによって、溝をはさんで

両側を畦とする現況が出来あがったのであろう。幅は 46m前後を計る。この坪界に限らず、当

調査地区では、この様な溝をはさんで両側を畦とする坪界が幾つか現存 している (第 2図 )。 坪

界の普遍的な姿とみてよいであろう。なお①層内からは若千の上器小片が出土し注目さオRた が、

残念ながら時期を決 しうるまでには至らなかった。

その他、 B区 に近く、現在坪界の存在 しない 7ノ 坪と13ノ 坪の坪界推定地にも、 トレンチを合

計 2ケ 所に入れた。結局、坪界 らしき地割の痕跡は確認できなかった。おそらく、沼沢地を避け

て、この地には坪界が設定されなかったものと考えられる。調査をするまでには至らなかったが、

H94.70⊥

H94.70二

2M

①暗黒灰色粘質上層  ⑥青灰褐色粘上層

②黄褐色砂質土層   ⑦暗黒色砂層
①淡黒灰色粘上質土層 ①黒灰色粘土層
④淡褐色粘質土層   ①黒灰色砂層
①黒褐色粘質土層

第 16図  C4ト レンチ坪界断面図
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そのことは、おそ らく沼沢地の広がる南東の 1ノ 坪 と 7ノ 坪の坪界においても、又同様であった

と思われる。

(C区小括〉

C区中央で沼沢地に開口す る S D10が、 C区の西方、更にはA区で、 どのような流路を保つか

は問題である。調査時か らそのことには留意 したが、結局、確認できなか った。C4区 か ら、そ

のまま直線的な流路を保つのであれば、必然的にC3区で露見す るはずであるが、検出されなか

った。ただ、断面観察の結果、わずかに沼沢地がこの地にまで浅 く舌状に張 り出しているのを確

認 したにとどまった。A区で検 出 した SD3は 同時期の溝であるが、その流路及び覆土等か らみ

て、両者の関係は肯定 し難い。又、 C3ト レンチにまで及ばない短距離間を流れる溝であるとす

れば、流下 したおびただ しい遺物の説明がつかない。やや常例を逸脱 した考えになるが、 C3ト

レンチとC4ト レンチの間で、再び流路を西北に変えて久野部の集落の方に向か っているのであ

ろうか。

野洲郡粂里については、文献上 、御上神社所蔵長亭元年文書、泉涌寺所蔵永和 2年文書に一部

記載 されているにとどまり、その全容は定かではない。ただ、条に関 しては中主町に五条・六条

の地名を遺存 し、里 |こ 関 しても野洲町に五 ノ里、守山市に十二里の地名が残存 している。こうし

た地名に加えて現存す る地割などか ら、野洲郡条里地割が、条については北方の蒲生の郡界を基

点 とし、 6町を もって南西に漸次条界を設けて南方の栗太郡 との郡界に至るまでに17条を計 る。

その方位を N-34° 一Bに 保つ。 里については東方の成橋山東端及び菩提寺山西端を基点 とし、

同 じく6町をもって北西に漸次里界を設けて湖岸近 くに至るまでに14里を計 る。

このように、条里制呼称は 1郡を単位として極めて整然としているが、「 1郡 1条里Jが一律

に施工開拓 されたという訳ではない。呼称 に関 しては確かに大化以後 におこって一律の名称 が与

え られたのであろうが、 1町方格の地割開拓は、古 くは大化前代か ら策 の地横を軸に開始 され、

大化以後 も随時開拓の食指を拡大 していったものと考え られ る。

さて、今回調査 した地区は、呼称 としては、近江国野洲郡10条 4里の中に位置付 け られる。更

にその内部は、 6町四方を縦横に 6等分 して36区 画に和Ⅵ分 される。この 1町 角が坪である。この

数え方には、千鳥式と平行式があ り、千鳥式が多いようであるが、近江の場合は平行式が用い ら

れている。野洲郡 も例外ではな く、従 って、当地では更に厳密に示せば、近江国野洲郡10条 4里

の 1ノ 坪、 2ノ 坪、 3ノ 坪、 7ノ 坪、 8ノ 坪、 9ノ 坪、 13ノ 坪 と、14ノ 坪、 15ノ 坪の各 々の一

部とい うことになる。七 ノ坪 という呼称は、現在まで遺存 している。断面観察を行 った 8ノ 坪 と

14ノ 坪の坪界は、当初、浅い溝が存在 したにすぎないが、現況では溝をはさんで両倒を畦 とし、

幅は 46m前 後を計 った。現況に関 しては、他にも同様の坪界が存在す るところか ら、坪界の普

遍的な姿とみることができよう。断面観察を行 った坪界の一方の畦の盛土内か ら若千の上器片が

出上 し、地割開拓の年代が解 HJlさ れ るものと注 目したが、時期を決 しうるまでには至 らなかった。

なお、沼沢地に規制 されて 7ノ 坪 と13ノ 坪の坪界は存在せず、おそ らく地理的に似かよ っている

1ノ 坪 と 7ノ 坪の坪界 も存在 しないであろう。又、 2ノ 坪 と 3ノ 坪の坪界及び 8ノ 坪 と 9ノ 坪の

坪界は、いづれ も小 さな畦畔と化 し、既述の様な明瞭な坪界を残 していない。
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更に、 1坪は10等分 されて 1枚の田となるが、 この等分方法にも半折形と長地形の 2者がある。

当地区の場合、 こうした地害1は 既に削平 されて しまっているのか、断面で確認することができず、

現在の畦畔か ら復元す るしかない。 8ノ 坪の場合、若千不完全ではあるが、東西に10等分 した痕

跡が認め られ、その他の坪内でも旧態依然 とした坪内ではその分割の痕跡が著 しい。断定をする

までには至 らないが、長地形を採用 していたのではないかと推定 される。

(谷 口徹 )

注

(1)兼康保明ほか F久野部追跡発掘調査報告書一野洲郡野洲町久野部字十ケ坪所在―』

∞ 洲町教育委員会  1977)

<参考文献>

1.平井聖「床の構造よりみた古代の住居」 (『 日本古代文化の探究―「家」一J1975)

2.古川与志継「富波遺跡について」 (『滋賀県文化財調査年報』昭和四十八年度 1973)

3.入間田宣夫「平安時代の村落と民衆の運動」 (『岩波講座日本歴史』4 1976)

4 服部昌之「草津市とその周辺の条里」 (『草津市吉田の条里景観遺存地区の歴史地理学的調査報告』

1974)

5,水野工好ほか  『野洲郡野洲町富波条里制遺構調査概要』(1966)

6.落合重信『条里制』 (1967)

7.渡辺久雄『条里制の研究』(1968)
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3 出 土 遺 物

(1)上 器

(a)A区 出土土器

A区 で は 、 いずれ も北流す るSDl～ SD4及 びこれ らの溝状遺構の東側の上漿等か ら弥生

土器、 須恵器、 土師器、 陶器が出上 している。個 々の上器の説明は後掲の観察表にゆずるとし

て、ここでは、数量的に恵 まれた SD2の 弥生 土 器の概 要 とSD3の 須恵器について若千記 してお

くことにす る。

〔弥生土器〕

SD2か ら出上 した弥 生 土瀑 は甕、壷、高杯、器台、鉢、甑等の器種より構成 されるが各器

種とも形態な らびに手法上よりさらに細分できた。

甕 A(□ 1～ D5)

頸部か ら「 く」字状に外反 した口縁部の上端を屈曲させて上方へ直立させるか、内彎 または内

彎気味に立上が らせ るタイプで、大阪府 南部の各遺跡か ら出土する受□状□縁の甕 と酷似す るも

のである。 これもまた細部の特徴によって I～ Ⅳに分類 されるが、次に記す甕 Bに 比べれば、全

体的に□縁部に丸味があり、日縁部を飾 らないのが特色である。なお、 この簑 Aは SD2の 中膚

・ 下層 よりは出土 したが、上層 よりは出土例を見なか った。

甕 B(E6～ E20、 E97)

甕 Aに近似 した受 □状□縁の ものであるが、頸部が逆「 コ」状を呈す もので、□縁端部はやや

外へ肥厚 し、上端は平坦 もしくは内傾する面を形成する。□縁立上が り部には一‐様に櫛状 E具 に

よる刺突列点文を施 し、装飾する。このタイプもさらに回縁部の形態で I～ Ⅳの 4類に細分され

る。すなわち、国縁部が直立する I類 (E6～ E12)、 口縁部上端 に段を持つ I類 (E13～ E14)、

□縁部立上 がりがやや外向 し、端部がわずかに外方へ突き出るⅢ類 (E15～ E17)、 国縁端部に

内傾する面を形成するⅣ類 (E18～ E20)が 存する。これ らの中で I類 のみは SD2の 各層より

出上を見たが、他の類 はいずれも出土層が限定 された。

甕 c(E21～ E24、 E98)

頸部か ら外上方へ外反する□縁部が単純な形態を呈すものであるが、頸部の屈詢の丸味があ っ

て鈍い I類 、頸部 の屈曲が「 く」字状を呈 し鈍い I類 、□端部をつまみあげるⅢ類まである。

以上の甕の底部と考え られ るものが E25～ E31の 底部破片で、平底の I類 とやや上げ底の Ⅱ類

の三 分される。

長頸壷 (D32～ E4)

長頸壷 も細部の形態及び手法上の特徴 により、 こまか くは 4類に類別 されるが、近似する I、

Ⅱ類を同一のものと見れば 3類 に分類できよう。 この うち数量的に もっとも多いのは 1、 Ⅱ類を

あわせた 7個体である。この二類の特徴は形態上か ら言えば、□縁部 と体部の比が 1:3近 く、

圧倒的に胴部の占める割合が大きいと思われることと、国頸部がずんB同 の筒状を呈 し、頸部が引
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締 らないことである。手法上の特徴は器体内外面 にハケロ仕上げを多用することである。

これに対 して、細頸の漏斗状 に開 く皿類 (E40、 E41)と 頸部より外上方へ直線的に開 く口縁

部の Ⅳ類 (E42～ E44)は いずれ もナデて仕上 げるため、ハケロ等の調整痕をあまりとどめてい

ない。 この二類は下脳か らのみ少量出上 した。

以上の長頸壷の他に広□壷及び小型壺等が上層よ り出上 している。これ らの壷の底部と考え ら

れるものには、 1類～ Ⅳ類 までに分類 され るが、この うち I類 (E49～ E54)のみは底部の高 さ

が始ど見 られな く、す ぐ休部に連続するもので、他の底部のように下方へ突出 しない。つ くりも

シャープでな く全体 に鈍 く、粗雑なものである。 この I類は下層出上に限 られた。

高杯 二 (E70～ E73)

浅いⅡl状 の杯部の中位で屈折 して、口縁部が外上方に立上がるタイプである。 A類は中層、下

lrl出 土に岐られ、上 llirlょ りは出上 しなかった。

高杯 Ⅱ (E74～ E76)

細部は異なるものの、いずれ も椀状の深い杯部を呈す ものである。特 にE76は受部を有する点、

特異であり類似に乏 しい。別類 として分離できる「U能性 があ る。工類の高杯は上 、中層か らの出

上であ り、1没下脳では認め られなか った。なお、これ ら高杯の脚部 も次に 4類 に分類されるが、

二・ 工類が居:倒 的に多数を占める。Ⅲ類は畿内 Ⅳ様式の高杯脚部に類似 し、 もっとも古相を呈す

る。Ⅳ類の糸H身 で中実の形態 は逆にもっとも新 しい様相を示す。

鉢 I(E93、 E94)

比較的深い体部を持つもので、口縁部は外上方へ屈曲する。外部が浅 く、口縁部が大 きく開 く

に六万寺式までは下らない。

鉢 Ⅱ (E104)

やや内彎気味に外上方へ伸 びる直口縁を持つタイプであり、器畦 は全体に薄 く、つ くりも粗雑

である。

有孔鉾 I(E95、 E105)

底部中央 に 11]孔 を穿つものである。

有孔鉾 H(E96)

rヽ底の底部に多数の小円子しを穿 ったものである。

〔須恵器〕

SD3よ り出 にした須恵器には杯蓋 、杯身、壷 等の器種に及ぶが、 ここでは形態的に寿異の見

られる杯蓋 と杯身に限 ってお、れておきたい。

杯蓋 A(C151～ C155)

天 炸HSに ッマ ミを持たないタイプであるが、天 片部が崩f平 で体部との区別 も意識 された、全体

に シャープで比較的□径の大きいものか ら、天丼部をは じめ全体に丸味があ って鈍いつ くりの、

小型の ものまである。陶邑 占窯址群のT K10か らT K 209ま でのものに比定 されるもので 6世紀

中葉 から 7世紀 前半までの実年代を当てることができよ う。
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杯蓋 C(C156)

天丼部に扁 平なツマ ミを付けるもので、天丼部も扁平で口縁部は低 く外方へのびる。端部欠損

で明確でないが、M T21に相当するもので 7世紀末～ 8世紀前半のものと思われる。

杯身 A(C158)

やや深 目の体部に内傾する立上 りが付 くタイプである。受部はほぼ水平であり、底部は平坦 で

ある。 T K10形式に相当するもので、 6世紀中葉の実年代が得 られる。

杯身 B(C159)´

体部か ら□縁部へ外上方へ開 く、立上 りのないタイプである。底部はやや丸味を持つものの、

ほぼ平坦である。M T21形式に相当 し、 7世紀末～ 8世紀前半の実年代が考 え られる。

杯身 C(C160)

底部外縁に退化 した高台が貼付された杯身である。底部 と体部の境界は明確な稜線で示 される。

陶邑TK7に 相当 し、長岡京 S D51に も類 品 が存 す る。実年代として 8世紀後 半、なかんづ く

未葉頃と考え られる。

(別 所建二 )

(b)B区 出土 土器

出土 土器 の 概 要

B区出土遺物は、 弥 生 土器や、 古墳時代の須恵器が若千含まれるものの、大部分を占めるの

は、古代末から中世にかけての 日常雑器セ ッ トである土師器・ 黒色土器の婉・ 皿・ 鍋・ 羽金など

であ り、若子の施釉陶器・ 輸入陶磁が伴 う。 しか しなが ら、畿内で一般的な瓦器は一片 も発見さ

れなかった。 (注 1)

さきに指摘 されているように、 B区 出土遺物は、掘 立柱建物・ 土拡・ 溝などに伴 うものと、包

合層 出上のものに二分 され るが、包合層出土 としたものも、大部分が上器溜 り状遺構より検 出さ

れたもので、ほとんど形式差は認め られず、一括遺物 と してとらえ うると考え られる。

〔弥 生 土 器 〕 少量の出上が知 られるが、図示できた ものは、包合脳出上の垂底部 1点のみ

である。後期のものであろう。 Att S D 2出 土例などと関係す るものか。

〔須恵器 〕 占墳時代の須恵恭は、包合層および、 SB2ピ ッ ト堀 り方埋め上より、杯身破片

が 2点出上 している。陶色の型式でT K10、 T K 43に 類似品が認め ら
戦&杉 )れ

も流入品とみな

される。

〔土師器 〕 各遺構 より、坑・ lm・ 脚付皿・鉢・ 蝸・ 羽金などが出上している。蝸・ 羽釜は少
(注 3)

豊で、大部分を占めるのは、塊 とⅢとである。婉は、形態 よりA～ Dの 4種 に分けうるが、ほかに

小坑が若千伴 う。いづれも、米lf上 紐巻 き上げ、貼 り付け高台の手づ くね品で、ほとんどが、 回径

145～ 15cm、 器高 52～ 5 5cmの 同一規格である。内mi上 部で横方向 。中位で斜方向 (部 分的に

格子状 )、 底部は縦方向に、外 hiは 斜方向にヘラ ミガキを施 している。ただ、 A・ Bタ イプとC

・ Dタ イプでは、形態・ 成形手法 (ヘ ラミガキの粗密 )に 右千の井があり、時期〕ガiを /1kす |」 能性

もあるが、脳位的に両者を区別することはできない。用途 としては、出土量より、食器と して頻
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繁に使用されたと思われ る。皿には、若干大型品もあるが、小皿が多 く、器形により、A～ Eの 5

種に分類 され る。いづれ も、粘土板成形による手づ くね品で、一部 ナデ調整す るもの もあり、口

径 8～■cmが 多い。若干器形 により、時期差があるよ うであるが、層位的には確認できなか った。

なお、ススの付着 はな く、食器類 と考え られる。脚付皿は、 ごく少量で、脚の形態よりA・ Bの

2種 に区分 されるが、 成 形 手 法等ほぼ同 じである。脚は貼 り付 けで、ナデにより調整される。

供献用に使用 された ものであろう。鉢 は、 SD8よ り浅鉢様のものが 1点 出上 しているだけで、

出土量は少な く、供献用かと思われる。蝸の出土も少な く、詳細は明 らかではないが、いわゆる

三足鍋のカナエも出上 している。 □縁の形態 より、一応 2種 に分類 される。粘土紐 つみ上げ品で、

外面に ススが付着 し羽釜 とともに煮沸用に供されたものであろう。羽釜は、回縁部が、内傾す る

ものと、直立す るものの 2種がみ られ、つばは、短かいものが多い。外面に指押えがの こり、内

面は、ハケ調整 される。外面にススが付着 しており、煮沸用に用 られたものである。 出土量は少

ないが、消耗が激 しか ったのであろう。

〔黒色土器 〕 器種 としては、土師器 とほぼ同 じで、碗・ 皿・ 羽釜などがみえるが、婉が大部分

を占める。形態・ 成形 手 法 とも土師器と全 く同 じである。婉は、□縁の形態か ら土師器と同 じ

くA～ Dの 4種に分類 される。内外面のヘラミガキが明確なものと、そうでないものがあるが、

A・ Bに 前者が、 C・ Dに後者 が多いのも土師器の場合 と同 じである。これ らは、いわゆる内黒

土イ#で、内面 と外面の回縁付近 にのみ、炭素が吸着 される。内外面黒色の ものも若干あるが、そ

のすべてが、小坑であるのは注 目されてよい。皿の場合 も、 ごく小量で、決定的なことは言えぬ

が、内外面黒色が一般 的である。器形 としてもバ ラエティに富む土師器に比べ、単一で小ない点

も注意される。羽金は、黒色土器 というより瓦質であって、出土量は少ない。形態 。成形手法等、

土R市 器とほぼ同 じである。

〔須恵器 〕 若干歴史時代の須恵器が出上 しているが、いづれも典型的なものとい うより、中

世陶器に近い ものである。器形 には、婉・鉢・壷などがあるが、ほとんどが糸切底である。東海

系のものか。

〔施釉陶器 〕 緑 釉・ 灰釉の出上が、少量ではあるが知 られる。器形は、婉・皿でいづれも小

破片である。緑釉 は、黄緑色を呈 し、軟質なもので、灰釉 も瀬戸系 と考えられるもので典型的なも

の とは言えない。
感 4)

〔輸 入陶器 〕 明確 な ものは、 1点 のみであ るが、小破片 は若千 認め られる。 しか し、生産地

の判明す るものはない。或 は竜泉窯の ものか。

〔中世陶器 〕 信楽焼 と思われ る鉢 が耕土中よ り若千 出上 している。黄赤褐色 で、長石 を多 く

合み硬質 なものである。

〔土錘 〕 包含層 よ り 1点 出土 している。棒状で上師質 の ものであ る。
(注 5)

土器の年代観

B区 出上遺物は、上述 したよ うに、喚型的な古代末か ら中世にかけての 日常雑器セ ッ トを示す

ものと言えるが、この時期の遺跡、遺物の調査 は、近年に到 って こそ著 しく増えているが、従来
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においては、般もお くれた分野であり、遺物の年代観にも問題が多い。ここでは、 出土例が最 も

多い土師器婉・ 黒色土器婉について若子の検討を加えたい。

さきに述べた通 り、 B区 出上の上師器坑および黒色土器坑は、形態・成形手法 とも、ほぼ同一

で、炭素を吸着 するか しないかのみが唯―の違い となっている。この うち、黒色土器坑 について

は 、これまで県内においても、若千の出土例はあるが、 この種の上師器坑 については、管見に上

ったものはない。 したが って、 このことは本遺跡の遺物の性格を考える上で、注視すべき点であ

るが、それは後述するとして、 ここでは黒色土器婉 についてまず検討 しよ う。

本遺跡 出上の黒色土器坑 は、上に述べたとお り、一部を除き大部分が、いわゆる内黒土器で、

田中琢氏の黒色土器A類で
負鍵る)こ

ろが、本遺跡出上の黒色土器婉は、いわゆる畿内に一般的

な黒色土器 とは、形態・ 成形手法 において、やや異なる性格を有するものであって、その年代観

については、若千問題の残るところなのである。

吉代末か ら中世にかけての、畿内における土器生産について、まとまった考察を加え られた田

中琢氏は、奈良末か ら平安時代にかけての土師器生産に、器形の減少・ 成形手法の簡略化等、大

量生産の傾向が顕著であることを指摘 し、その中で「土師器の表面 とくに内面をヘ ラで、ていね

いにみがきあげ、炭素を吸着 させて漆黒色 とした」黒色土器が生み出されたこと、それが 8C中

頃より漸増 し、 9C～ 10Cの 最盛期 には、土師器 3に 対 し 2の 割合で出土す ること (黒色土器A

類)、 10C末頃、新 しい構築的な窯の出現 とともに、内外面黒色を呈す るいぶ し焼 された黒色土

器が成立 し (黒色土器 B類 )、 つづいてその系譜を引き、 より高温度で焼成され、硬質灰白色の

胎上をもつ瓦器が生み出されたとされた。
(注 7)

この外、瓦器については、稲垣晋也氏や白石太一郎氏によって、最近では橋本久和氏により分

布、年代観 の検討 がなされ、それなりに中世史研究に一定の役割を果 しつつある。ところが、黒
(注 8)

色土器については、平城宮跡の資料によって、 9C前後 までの年代観が明 らかにされているが、
(注 9)

9C以降の ものについては、白石氏が、瓦器の成立と関連 させて、若干の検討を加え られている

の
負涯:0す

づ`れも断片的なものであり、今一つ判然 としないのである。そこで、ここでは、 白石

編年 と、最近における平安京の調査成果を参照 して、本遺跡の出土品の位置づけを試みたいと考

え る。白石氏は、畿内の黒色土器について、 8C後 半とされる平城宮跡 S K 219か ら1l C中 葉 と

される法隆寺東室出土例までの 6形式 を設定 し、そのあとに瓦器の成立を想定 された。 この うち、

S K 219に つづき、10C後半とされる仁明陵北地点の出土例との間を うずめるものと して、各 々、

9C前半と後半にその下限が求められる平城宮跡 SD650AoSD650Bttt甚
11;OC代

とされる

平安京跡内裏内郭廻廊跡出土例が
負鍵ュ2'lC前

半 とされ る法隆寺東室出土例に並行ない し後出す

るものとしては、■ C末 に下限の定点がおかれ る平安京藤原国明邸 SE-8出
★鰹浩F―

の瓦器

婉を伴出する、京都市六角堂遺跡溝 1出 上の ものが上げ ら
戦農:4)

以上によって、畿内における黒色土器婉の変遷 について、若千の補足を加えたが、 ここで注意

されるのは、畿内において もいわゆる黒色土器 A類が、■ C末にまで存続 していること、 したが

って、黒色土器 B類や、瓦器の成立以降にも、 A類の生産が、依然 として存続 していた とい う点

である。 これは、瓦器の成立について、新たな問題 を提起するとと
長怪L″

江における古代末～
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中世の 日常雑器生産 について、一つの示唆を与えると考えるが、その点は後述するとして、本遺

跡出土例は、これ らの どの位置に置 くことができるであろうか。本遺跡の黒色土器塊 には、上述

の通 りA～ Dの形態分類がなされているが、この うち A・ Bが イプとC・ Dタ イプは、形態・ 成

形手法 において若千異な り、一応 2種 に大別 され る。 A・ Bタ イプは、大部分のものが、口径

150～ 15 6cm、 器高 53～ 5 6cnを はか り、深い坑形を呈 している。これに対 し、 C・ Dタ イプ

は、同 じく□径 152～ 16 1cm、 器高 40～ 5 0cmを はかり、浅い坑形 と言えよう。前者 について

は、内面底部に丁寧なヘラミガキを施 し、器壁にも上位に横方向、中位に斜方向 (一 部斜格子状 )

のヘ ラミガキ、外面上部にも横方向のヘラミガキが認め られ る。 これに対 し、後者は、土器表面

の剣落が激 しいこともあるが、内外面のヘラ ミガキにかなり簡略化の傾向が うかがえ、特に外面

のそれについては、 ほとんど省略 しているものが多い。これ らの点から、まず A・ Bタ イプに関

しては、一応、六角堂遺跡 出土例 に、並行ない し後出す るものではないかと考える。すなわち、

六角堂出土例は、口径 15 0cm、 器高 5 1cmを はかり、内外面に丁寧なヘラミガキをたす ものであ

って、形態・成形手法 に多 くの一致をみ るのである。六角堂出土例は、先述のとお り、■世紀末

葉に年代の一点が押え られる藤原園明邸出土例と同種の瓦器坑を伴出 してお り、おおよそ12C前半

と い う年代観 を 当て る ことがで き る。なお本遺跡では、内外面黒色の小坑・小皿が、若干伴

出 しており、時期決定に手がかりを与えて くれる。すなわち、小娩については、稲垣氏 によって、

法隆寺束室において黒色 上器坑に小婉が伴 うこと、それが瓦器に受け継がれていることが指摘 さ

れ、高槻 市内の INL器 編年試案を検討された橋本氏によ って、その第 1段階 (1l C後 半～12C)に 、
(1と 16)

小坑・小 Hlの 伴 うことが指摘 されているので
負違

。 したがつてヽ この点も本遺跡の A・ Bタ イプ
ニ17)

をおおよそ12C前半 とする_ヒ の想定を裏付けると考える。

一方、 C・ Dに ついては、形態 。手法の面か らみるな らA・ Bに 後出することは明 らかである。

しか し一般的に、畿内の黒色 土器は、HCご ろを境 として消滅 し、瓦器 に転換するとされており、

その編年的位置に問題が残 る。この点については、本遺跡に隣接する富波遺跡の一括遺物につい

て若十の考察がある。それ によれば、同遺跡 出上の黒色土器は、畿内に一般 的な黒色土器と形態
(イと18)

・ 成形手法の企 く異なる粗製品であって、どちらかと言えば、畿内に一般的な瓦器に共通性があ

ると指摘 し、これを白石太一郎氏の瓦器の編年に当てはめ、共伴する土師器皿・土釜 。輸入陶磁

などの年代細を考察 し、ほぼ12C末 ～13C初 の所産 とされたのである。後述するように、私は、

この種の黒色 上器が、畿内に一般的なもの と、全 く別種 とは考えないが、その結論 とされるとこ

ろに興 i論 はない。

常〕t,色跡 出 li例 は、本道跡υ)も のと同様に、いわゆる内サ黒土器で、内面はナデの後、ヘ ラ状工

具による暗文が加えられており、□径 14 8cm、 器高 4 8cm、 器高指数31前後の ものが多いとされ、

本遺跡 のC・ Dタ イプときわめて類似 した形態をとるθ)で ある。ただ、本遺跡出土例 には、粗い

なが ら内外血iに ヘラ ミガキを施す ものもあ り、若千先行する |」能性 がある。

以上のよ うに、本遺跡出上例については、 A・ Bタ イプが、12C前 半に、 C・ Dタ イプが、 12

C中 葉～12C末 に、その相対的な年代をお くことができると思 うのであるが、次に、この点を、

伴出遺物 より若千検討 してみたい。
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まず、出土量の多い土師器であ

るが、 この うち婉については、黒

色土器婉 と形態・ 成形手法が全 く

同 じであるから、省略するとして

小皿 。脚付皿・ 蝸・ 羽釜が問題と

なる。小皿 については、平安時代

前半に奥型的なものはな く、平安

後期に一般 的な ものと言える。蝸

・ 羽釜 について も、藤原国明邸 S

E-8堀 り方 出土品に類例が求め

られる。
(注 19)

須恵器については、 出土量も少

な く明確 なものはないが、東海産

のもの らしく、平安中期以降のも

の と思われる。施釉陶器 と しては、

瀬戸系 と思われる灰釉 と東侮産と

考え られる緑釉の破片が若千出土

している。 しか し、その数は、極

めて少な く、消滅期のものである

ことが予想 され る。一般に緑釉は、

12C頃 に消滅す るとされており、
(注 20)

ほぼ、上述の年代 と一致すると思

われ る。富波遺跡では、緑釉の出

土はな く、逆に瀬戸系の天 目茶坑

などが伴出 しており、かかる想定

を助け るであろう。そ して、本遺

跡で、輸入陶滋の明確 なものが、

極めて少ないことも本遺跡の年代

を考え る上で、注意すべき点を考

える。そこで最後 に近江における

黒色土器の系譜を考えるため、近

江出上の黒色土器について、若干

の検討を加えておきたい。

近江において、奈良時代に遡 る

と思われるものとしては、現在 の

ところ明確 なものはな く、大部分

2

|.草津市岡田追分遺跡
2.守山市服部遺跡 D区

溝 3上層

く

更
垂 璽 冨

茅

710 3.
4.

5。

7

新旭町堀川遺跡
新旭町堀川遺跡
6.守山市服部遺跡

D区溝 I上層
8.野洲町久野部遺

跡七ノ坪地区
湖北町今西遺跡
野洲町久野部遺跡七
ノ坪地区

野洲町富波遺跡
草津市志那中遺跡

雅¬~下,~‐埠~_____上ユ_____ユ ,CM

近江出土の黒色土器塊
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が 9C以降のものである。車津市岡田追分遺跡か らは、 9C前半 とされる平安京藤原国明邸 SE

-7Aの 一括 遺物 中のもの と類似す る断面三角形 の簡単な高 台がつ く広日浅坑が出上 してお り、

器種 としては、坑 のほか甕が若千み とめ ら
戦鍵勇 

れ に並行ない しつづ くのが、守山市服部遺跡
!)

D区溝 3」目出上のもので内外面に横方向のていねいなヘラミガキを施 した浅い坑で、無高台のものと

断面三角形 の簡単な高 台のつ くものがあ る。 ここでも、甕 。皿などが
些皇ヴ2)C段

階の ものにつ

いては、良好 な資料はないが、新旭町堀川遺跡 出土例が、この時期のものと考え られる。すなわ

ち、同遺跡各地 医より上述の服部遺跡例 に類似する断面三角形の簡単な高台を付けた浅坑や、 10

C後半とされる平安京仁明陵北方遺跡出土例 に類似 した安定 した高 台をもつ浅坑、1l C中葉 とい

われ る大和法隆寺東室 出土例 に、若千先行すると思われる深坑の 3種がみとめ られるので
負鍵,3)

これに続 くものとして服部遺跡 D区溝 1上層およびD区 土拡 3の 出土品があげ られる。すなわち、

内外面にていねいなヘラミガキ (□縁部で横方向、体部で斜方向、底部で縦方向)を施 した深婉

で、 □径 15 2cn前後、器高 56～ 5 8cmを はかる内外面黒色処理を したもの、ほぼ同型、同手法

で内面のみ黒色処理を したものなどで、■ C中葉 とされる法隆寺東室 出土例 に、並行ない し、若

千後 出するもの と考え られる。そ してかかる年代観は、伴出遺物か らも一応裏付け られるようで

ある。
(注24)

服部遺跡例につづ くものとしては、上に検討を加えた本遺跡 A・ Bタ イプを、上げ うるが、こ

れとほぼ同時期 と考え られるのは、湖北町今西遺跡 出土例で、□径 15.O cm、 器高 5.5 clllと 形態的

に も一致 し、成形手法 ともほぼ同一である。そ して、これにつづ くのが、本遺跡 C・ Dタ イプと
(注 25)

考え られ、内外のヘラミガキが簡略化され、器高が著 しく減 じ、浅婉 と言えるもので、12C後 半

に比定 されよ う。

C、 Dタ イプの次に、上述 した よ うに富波遺跡例が くると思われ るが、富波遺跡例に近いもの

としては、秦荘町上蚊野 4号墳 出上の ものがあ り、径 15 0cm、 器高 4,9 cmを はん
ittε6帝

して｀ こ

れ らにさらに後出するもの としては、守山市金ケ森遺跡出土?も のが指摘 されて
表隆】7)こ

の種の

遺物が、近江においては、依然 として、生産 されていた ことが知 られるのである。

以上、不十分なが ら、簡単に近江における黒色土器の変遷をみてきた。これによって、近江に
(注28)

おいては 、畿 内に一般的な瓦器生産は行われなか ったが、それにかわ るものとして、黒色土器の

生産が、平安前期以来、鎌倉末に到 るまで存続 していたことが明 らかにな ったと言 える。 したが

って、上に述べたよ うに鎌倉以降 と考え られ る近江出上の黒色土器についても、奈良平安期のも

のと全 く別系統のものではな く、瓦器が、黒色土器の発展的形態であると同様に、それ以前の黒

色土器の系譜に合めて考えることがで きると思われ る。その意味で、本遺跡例や服部遺跡例は、

両者の間隙を うめるものと して、貴重な資料を提供するものと言えよ う。そ して、本遺跡におい

て、黒色土器 とい う点か らみれば、末製品とも言える土師器が、多数出土 していることは、今後

他遺跡例 との検討 も必要 であるが、近江における黒色土器生産のあり方を考える上で注 目される

であ ろう。
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注

(1)近江においては、廷暦寺西塔跡、瀬田国分寺跡、水口町波涛平古墳からの出上が知 られ、最近で

は、守山市服部遺跡、今津町中ノ坊遺跡からの出上が知 られるのみで、出土量 もきわめて少ない。

(な お後述)

12)田 辺昭三『 陶邑古窯跡群 正』 (平安学園考古クラブ、研究論集、第10号、 1966)

俗)以下の器形分類・成形手法の記述 は、平安京調査会『 平安京跡発掘調査報告書―左京四条一坊 ―』

(1976)の用法に従った。

14)楢崎影一『 三彩・緑釉 。灰釉 』 (『 陶磁大系 』5、  1975)

幅)こ の種の遺物は、本遺跡に隣接する富波遺跡の数次 にわたる調査でかなりの出上が知 られる。

俗)田 中琢「古代中世における手工業の発達 (窯 業)一畿内一」 (『 日本の考古学 』Ⅵ、 1959)

V)注俗)に同じ

18)稲垣晋也「法隆寺出上の瓦器娩―瓦器婉編年試論一」 (『 大和文化研究 』6-4、 1961)、 同

「瓦器婉の成立と展開一奈良時代黒色土器工人から室町時代火鉢座への系譜刊 (『 日本歴史考古学

論叢 』 2、 1968)、 白石太一郎「いわゆる瓦器に関する二、三の問題」 (『 古代学研究 』54、 1969)

同「瓦器生産に関する二、三の覚え書」 (『 古代文化 』 1975、 1)、 森田勉「九州地方の瓦器婉に

ついて」 (『 考古学雑誌 』59-2、  1973)、 橋本久和「中世 日常雑器類の分析 ―高槻市における編

年試案―」 (『 大阪文化誌 』7、 1977)

19)奈良国立文化財研究所『 平城宮発掘調査報告』工、Ⅳ (1962・ 1972)

10 白石太一郎「いわゆる瓦器に関する二、三の問題」 (前掲)

仕J 奈良国立文化財研究所『 平城宮発掘調査報告』Ⅵ、 C970

は2 甲元真之・伊藤玄三「平安宮内裏内郭廻廊跡第二次調査」 (『 平安博物館研究紀要 』第 6輯、1976)

10 平安京調査会『 平安京跡発掘調査報告書 』 (前掲)

QO 古代学協会『 平安京六角堂の発掘調査 』 (『 平安京跡研究調査報告 』第 2輯、 1977)

住0 瓦器の成立については、HC前半に遡るとされている。 (白 石太一郎 、橋本久和、前掲論文)

10 稲垣晋也「法隆寺出上の瓦器娩」 (前掲)

tη 橋本久和「中世 日常雑器類の分析」 (前掲)

10 丸山竜平・山口辰―「富波遺跡調査報告」 (『 滋賀県文化財調査年報 』昭和四十八年度 滋賀県教

育委員会、 1975)

10 平安京調査会『 平安京跡発掘調査報告書 』 (前 掲)

卿 楢崎影一、前掲書

1211 大橋信弥・ 山口利彦・ 岸本岳文「岡田追分遺跡調査報告」 (『 滋賀県文化財調査年報』、昭和五十

年度、滋賀県教育委員会、 1977)

1221 山崎秀二「黒色上器」 (『 波登里 』 4、 服部遺跡調査団、 1975)

1231 滋賀県教育委員会『 堀川遺跡発掘調査報告書 』 (『 滋賀県文化財調査報告書 』第 5冊、 1974)

90 注1201に同じ

951 中谷雅治ほか『 湖北町今西遺跡発掘調査報告書 』 (湖 北町教育委員会、 1974)

醐 近藤滋 。松沢修「上蚊野古墳群調査報告」 (『 ほ場整備関連遺跡発掘調査報告書 』V一 工、滋賀

県教育委員会、 1977)

側 注10参照

981 近江における黒色土器の出土例と しては、以上ふれたほかに、早 くは石部町六反田古墳 。廷暦寺
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大講堂出土例が報告されているが、詳細は明らかでなく、さきに調査された守山市吉身北遺跡・野

洲町五之里追跡、江部遺跡・富波遺跡 (第 2次 )。 上屋南遺跡・ 多賀町水沼荘追跡 。草津市志那中

遺跡 。大津 市近江国衛跡などからも出土が知 られる。このうち、実見 した江部・富波二次は、富波

遺跡 出土例に並行するものと考えられ、志那中例 は、それに若干後出し、金ケ森例に先行するもの

である。

(c)C区 出土 土 器

調査区のほぼ中央 にあたる当区か らは、久野部遺跡北東部に大 き く広がる沼沢地及 びこれに流

入する S D10の 開 口部 よ り弥 生土 器、須恵器、土師器、黒色土器、陶器等が出上 したが、その

大半を占めるのが須恵器である。 したがって、 ここにはこの須恵器の概要を記す るとともに、共

伴 した上師瀑についても要説 してお くことにする。

なお、当区出土土器の詳細 については別表を参照 されたいが、沼沢地出土 と した土器のほとん

どが上記 S D10か ら流出したものと考え られることを付記 しておきたい。

〔須恵器〕

C区 出上 の須恵 器 には杯蓋・杯身・鉢 。高 杯・ 壷・長頸壷 。提瓶等多種を数 えるが、実年代

において も相当な長期間にわたるもので、 6世紀 中葉か ら8世紀末 まで継続する遺物である。

杯蓋 A(c801～ 807・ C901～ 007)

天丼部にッマ ミを持たないものを一括 したが、細部の相異か らなおも 4類に分類 される。

C801・ C901～ C902は 天丼部か ら体部へは概 して丸 く、両者の境界は明瞭でないものの、

日縁端部に内傾する面が残ってい る。なお口径は 13 cm～ 14 cm余 りで 比較的大 きい。陶邑古窯址群

の T K10～ T K43に 比定 されるもので、 6世紀中葉か ら後半にかけての実年代が得 られ る。

C802～ C803・ C806はやや小型化し、□縁端部は面を持たない。 T K 209に 相 当するもの

で前記の類に継続するもの と考え られ る。 6世紀末か ら7世紀初頭の ものである。

C804～ C805。 C903～ C905は 口径 10cm前後の小型品であるが、天丼部はその割合には高

く、余 り扁平な感 じを受けない。 □縁部を外下方へ流す ものの他に、下方へ短か く下ろす特色を

そなえるものがあ る。難波宮杯 Cの セッ トになる杯蓋であり、 T K 217に 比定 される。 7世紀中

葉の ものであ る。

C807・ C9C16～ C907は天丼部の高いもので、口縁部は明らかに折まげて下方へおろす。わずかに美

園遺跡で似寄 ったもの が見 られるものの、類品に乏 しく時期については不明確である。 T K 209

以降、蓋内面にかえりを持つ T K 217ま での間の一形式 と思われるが、いずれに しても型式学的

に断絶が見 られ、今一つ未知の要素が多い。一応 7世紀前半 と しておこう。

杯蓋 B(c808・ C908)

口端 部近 くの内面にかえりを持つ蓋である。 このかえりは口端 より下方へ突出する。一方天丼

部は体部との境界が不明瞭で丸味を持つ、恐 らく頂訂
`に

乳首形の ツマ ミをつけた ものであろう。

T K 217に 比定 されるが、同型式でも党較的」|い 段階θジものであろう。実年代に して 7世紀 中案
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の碩の ものである。

杯蓋 c(C800～ C815)

□縁端部の返 りが消失、端部を下方へおろすのみの もので、 さらに 2類 に分類 される'、 なおツ

マ ミはいずれも付けない。

C809～ C8Hは 扁平な鉢部から外下方へ低 く流れる口縁端部 を下方へ摘み出すか、わずかに

折曲げたものである。陶邑M T21に 近似する。美園遺跡の C― Ⅱ型 と同タイプと思われる。 7世

紀末～ 8世紀前葉の実年代が考え られる。

C812～ C815は いずれ も天丼部が高 く、丸味を帯 びる。外下方へ下 りる国縁端部は一旦屈曲

させた上に再び下方へつまみだす特異 なものである。県下で も湖西の美園遺跡・姻川遺跡等で類

品が見 られる。一応 8世紀前半 とする。

杯身 A(C816～ c829。 c900～ C916)

全体的に丸味のある休底部 と口縁部に内傾す る立上が りを有す杯身である。さらに細部におけ

る相違 によって、 5類 に分類す ることができる。

C816・ C909は 口径が13～ 14cmと まだ 叱較的大きく、休部も深い。 口縁部立上がりは内傾す

るものの、後述の タイプに比して長 く、高い。陶邑 T K10に 相応する 7世紀中葉のものである。

C820～ C823・ C910～ C911は 口径 は13cmを 計 るものがあるぐらいで、まだ比較的大 きい

が、体底部が浅 く扁平 になる。 また底部がやや尖 り気味 と推定 され るものが在 る。口縁部立上が

りは短か く、内傾するが、端部ではほば垂直に立つ。陶邑T K 2091こ 相当 し、難波宮 I層 より出

上 した杯 Aと 同タイプである。実年代に して 6世紀末～ 7世紀初頭にかけてのもの と考え られる。

C817～ C819・ C912～ C914は 口径 10 cm前 後と小形化 したもので、全体に胎土・ 焼成が不

良で、軟質である。□縁部立上がりは大き く内傾 し、低いが、受部よりはまだ上位 までのびる。

横山編年の桃谷期及び難波宮杯 Bに相当するもの と思われ、 7世紀前半中葉の頃のものであ る。

C824～ C8271ま さらに小形化 して□径 10Cmに 達するものはない。□縁部立上がりは強 く内傾

し低 く、受部の高 さとほとんど同 じである。横山編年 の桃谷期に比定 され、難波宮 Ⅱ、 Ⅲ層を代

表する杯 Cと 同タイプである。 7世紀中葉の実年代が得 られる。

C828～ C829・ C915～ C916イよやはり回径 10Cm以 下の小型品で、 □縁部立上がりは低 く短

かいもので、強 く内傾する。底部は全体的に平坦 で、中には底部中央が窪むものがある。受部 も

退化 し、消滅するものがある。前タイプか ら継続、余 り時期的には大 きな開きがな く7世紀中葉

直後の時期が考え られる。

杯身 B(c830～ C831。 C917～ C918)

平底の底部か ら体部・ □縁部が外上方へ伸びるもので、□縁部の立上が りは消滅 している。

これもまた 3類 に細分 される。

C917～ C918は ほぼ安定 した平底か らやや内彎気味に立上がる体部を有する。日縁部は端部

を外上方へ摘むのかわずかにタト反する。□径は12cm以 上を計 り、 少し大形化する。陶邑M T21か MT

21直 後のものと考えられ、藤原宮 ibに 相当する。 7世紀後半のわけても後半中葉頃 と言えよ う。

C830は やや丸味のある底部か ら外上方へ こころもち外反気味に立上がる体・ 口縁部を持つタ
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イプである。陶邑TK7に 相応するものが存す る。 8世紀後葉に実年代を得 られる。

C831は完全な平底で、体部との境 界 も鋭 い屈 曲 で明 瞭である。体部はやや内彎気味ではあ

るが外上方へほぼ直線的に立上がる、やや深 目の ものである。奈良時代末期か ら平安時代初期の

ものと考えられるが、長岡京造営時にかかわる S D 6301出 上の杯身に近似 してお り、 8世紀終末

頃の実年代が得 られる。

この他、須恵器には高杯・ 壷・ 長頸壷・鉢 。提瓶・甕等が出上 してお り、すべて既述 した蓋杯

の存続期間、つまり 6世紀 中葉か ら8世紀末までの長期の間の遺物 と考え られ る。

ただ高杯について見 るな らば、 3類 に更に細分され る。

高杯 A(C834・ c922・ c923)

外上方へ立上がる杯部の回縁・ 体部・ 底部を凹線で区分するもので、脚部は長脚 と思われ、透

しを入れた痕跡が杯底部に見える。

陶邑 T K10な い しはその直後の ものに比定 され、 6世紀中葉～後葉 に位置づけ られるであろう。

高杯 B(c924)

やや内彎気味に外上方へ立上がる杯部には、凹線や櫛描文様等は見 られず、脚部は低 く、透 し

も穿たない。

高杯 c(C926)

□径17cmを こえる浅い盤に、外下方へ開 く脚部をつけた特異な ものである。

上記の高杯 B、 Cは いずれも高杯 Aよ りは新 しい要素を備えてお り、陶邑古窯 JIL群 の Ⅲ期以降

の ものと判断 しうるであろ う。

(上師器〕

C区 より出上 した土師器には杯・高杯 "霊・甕・坑 。把手等が存するが、 ここでは形態的に相

達のある杯についてのみ記す ことに してお く。

杯 A(H844・ H939～ H941)

安定 した平 lBな 底部か ら外上方へ立上がる体部を持ち、□縁部は端部を内側へ巻 きこんだ様態

を呈すものである。器体外面への調整は統一を欠 く。

杯 B(H845)

安定 した平底の底部か ら上方へ内彎 しつつ立上がる杯。□縁端部は丸 くお さめる。

杯 c(H846～ H848・ H942)

扁平ではあるが、やや丸味のある底部か ら内彎 しつつ上方へ立上がるもので、坑 と呼ぶのが適

切か。中に器体外面の体・底部にヘラ削 りを加えるものがある。

以上の杯はややバ ラツキがあ って、不明瞭な点も存するが、ほぼ奈良後期～平安時代前期まで

の大枠に入 るものと考えられ る。 したがって、他の器種についても、一部古い様相や新 しいタイ

プを持 っているものがあるが、大半は杯各類同様、奈良後期か ら平安時代前 期までの遺物と見て

よいだろう。

(別 所健二 )

―-32-



<参考文献>
ユ田辺昭三『 陶邑古窯址群 I』 (平安学園考古学 クラブ 1972)

2横山浩―「手工業生産の発展」 (『 世界考古学大系 』3 1959)

3「平城京左京一条三坊の調査」 (『 平城宮発掘調査報告Ⅵ』奈良国立文化財研究所 1974)

4中尾芳治「難波宮造営の遺跡調査報告」 (『 難波宮址の研究 』研究予察報告第 5第二部 1969)

5平良泰久「長岡京跡昭和50年度発掘調査概要」 (『 埋蔵文化財発掘調査概報』京都府教育委員会

1976)

6徳丸始朗・百瀬正恒・高橋美久二「長岡京左京三条二坊第 2次発掘調査概要」 (『 埋蔵文化財発掘
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(2)木製品

C7ト レンチで検出された S D10開 口部からは、須恵器、土師器に伴 って多量の木製品が検出

された。土器の検討から、これら木製品も7C初頭を主然とする、 6C中葉から8C末の所産 と

解される。当時、いづれの木製品も、物質的イデオロギー的に優れて意義ある生産用具であった

ことに変りはないが、用途の明らかとなった木製品について、細か く分類をこころみると、ほぼ

次のようになろう。

1.食料生産用具

農耕具  柄 (P W44、 P W45)、 田下駄 (P W57～ P W 59)

狩猟具  丸木弓 (P W48～ P W51)

2.日 用具 (最 も原始的な性的分業の結果、主として女性があつかうことになったと思し

き木製生産用具)

容 器  蓋 (P W24、 P W25)、 曲物底 (P W26～ P W31)、 曲物 (P W32)

盤 (P W34)、 枡状品 (P W35)、 片回付浅鉢 (P W36)、 浅鉢

(P W37)

機織具  機織具 (P W46、 P W47)

その他  整形板 (P W22)、 柄 (P W41～ P W43)

3.土木建築用具

木端 (P W23)、 丸木杭 (P W52～ P W56)、 建築資材 (P W69～ P

W77)

4.イ デオロギ ー的生産用具

斎串 (P W17～ P W21)

以上に分類 した個 々の木製品の観察 は、観察表に委譲 して、 ここでは比較的まとまった形で出

上 した斎串 と田下駄 について考察を加えてお くことに したい。

斎串

斎串は、「小塔姿 」あるいは「削 り掛け」とも呼ばれ、細長い薄板の両端 を削 って尖 らせた串

状の木製品である。県下では、本例以外に、湖西線関係遺
匙 〒ず

C後半の開析谷か ら合計22点出
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土 したのを始め、服部遺跡で 5C末ない し6C初頭 と考え られ る第17号方形周溝状遺構か ら数点、

又、赤野井遺跡で古墳時代の溝か ら 1点それぞれ検出されたのが知 られる。

この斎串も、その大小や長短 あるいは両側辺 に加え られた切 り掛けの部位や数の差か ら数種類

に細分することが 可能 なようだが、本例の場合、いづれも上端を欠損 しており全容は定かでない。

ただ、下端は、剣先状 に尖 るもの と、先端 へ新た に切 り落 しを加えて尖 らないものの微妙な非が

確認され る。なお、現状では、両側辺に切 り欠きや切 り掛 けの痕跡を認めることはで きなか った。

湖西線関係遺跡の場合には、端部が本例 にも存在 した ごと く剣先状に尖るタイプ、端部が父」先状

で側辺 に切 り掛けを入れるタイプ、端部を斜めに切 り落 とすタイプ、端部を斜めに切 り落 して側

辺に切 り掛けを入れ るがイプの 4類が確認されている。服部遺跡 と赤野井遺跡の斎串については

現在未整理の段階にあり不明である。こうした斎串にみる形態上の偏井が、時代の流れがもた ら

す変化であ るのかどうか、仮 りにそ うであるとすればどのような変遷をた どり、又おのおのの形

態 にどのような歴史的意味があるのか、興味深い ものがあり、今後の類例の増加が望 まれる。

さて、 こうした斎串がどのような遺構か ら検出されたのかは斎串の性格を考える上でも重要な

ことであろう。黒崎直氏の研究 によれば、溝や井戸か ら検出される場合が多 く、水 との関連が特
(注 2)

に注 目されてい る。その ことは、県下の出土例をみてもうなずけよう。 こうしたことか ら「神助

によ って満冽 な水を得るため、斎串を地に刺 し立てて浄域を設定 して神を請き降 した」とする用

例が考え られるが、一方では、他域で用いられて溝や井戸に流入することも十分あ り得る。その

場合には、他域での新たな用例が考え られなければな らない。服部遺跡の第17号方形周溝状遺構

か ら検出 された斎串の場合には、近在か ら周知の共鳴箱を持つ 4弦琴が出土するなど、葬送にと

もなう祭ネしとの関連が濃厚である。つまり、斎串は、水に限 らずさまざまの祭礼の場 において、

浄域設定 にあた り多用 されたのではないかと考え られ る。湖西線関係遺跡 における 22点 にのぼ

る斎串の出土例が、そのことを物語 ってい るのではないだろうか。

日下駄

水稲農耕において も、 当初は裸足での労働が支配的であったと考え られる。だが、労働上 さま

ざまの困難に直面する中で、人々はその用途に応 じて創意工夫をこらし農耕用はきものを考案 し

てきた。 ここでは、必要にせま られて作 り出されてきた、こうした農耕用はきものを総称 して田

下駄 と考えたいが、その形態は千非万別の観がある。ただ、種 々の微差を排除 して機能用途に注

目しなが ら大別すれば、概ね次の 3類が浮かびあが って くる。

1 下駄型田下駄

これまで通常
｀
田下駄、と称 されてきたものであ り、現在の下駄に比べて縦・ 横 とも 1ま わ

り大きい長方形の 1枚板を使用 している。時に 2枚熊を保つものもあるが、普通は足への同定

を意図 した前緒孔 1、 横緒孔 2を 穿 つのみであ る。この田下駄は大形であるため、 4隅 を足が

当 らないように削 り落 したり、桟を板目に直角に打 って補強するなどの工夫が こらされている。

今回の調査で出上 した P W 57が この例である。

主 と して、深田の稲刈 りに用い られる他に、屋根材にする管・芦・ 改などを川原で刈る場合

にも使用 され る。
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2 枠型・ 輪標型 田下駄 (大足)

北方狩猟民が雪中歩行に使用 した輪標か らの転用で、通常
｀
大足 とゝ言われるものである。板 目に

にそって比較的細長い 1枚板に、前緒孔 1、 横緒孔 2を穿 ち、前後両端近 くに V字形の快 りか

小孔を穿 って、篠竹や ソダなどによる枠を取 りつけるのが特徴である。 P W58が、その典型で、

裏面 3ケ 所で確認 される棒状圧痕か ら推察 して、楕 円形の枠を両端に配 し、さらに板 目に直交

する棒を中央 に渡 して補強 していたと思われる。枠には取り縄をつけて歩行を補助したであろう。

主 として施肥踏み (田を耕やす際 に、稲藁や山の青車等を入れて腐 らせ、土塊 とともに踏

み込む)や代踏みに供されたであろ う。

3 板型田下駄 (ナ ンバ )

所 によっては、ナンバ と称 されているもので、横に長い長方形の一枚板に 4孔を穿 ち、板 目

に直角方向に足を置いてサ ンダルの様に履 く。通常、前幅に対 し後幅を狭 くして歩行の便宣を

計 っている。 しば しば表面に泥上を避 けるため逆梯形の枠や台を作 りつけたり、裏面 4ケ所に

突起を設けて田面か らの離れを良 くしている。前者の類例が県下鴨田遺跡にある。又、最近森

浜遺跡か ら出土 したこの種の田下駄には、大足同様の枝を曲げた枠が遺存 していた。

主として深田の稲刈 りに供されるが、それ以外にも代踏みや施肥踏みに使用 される。

P W59は 、民俗例でイがゲ タあるいはイネカ リゲ タと称される小形の日下駄で、稲刈 り以外

に、踏鋤 として、あるいは又畑地で利用されるようである。 3類中下駄型田下駄の範疇に属す

るとみてよいであろ う。

なお、以上の 田下駄がいづれも入手 し易 く、加工 し易 く、かつ軽いスギ材か ら作 られている

ことには注 目してお く必要があろう。                   (谷 口 徹 )

注

(1)田辺昭三「湖西線関係遺跡調査報告書」(滋賀県教育委員会 1970

(2)黒崎直「斎串考」 (『 古代研究』10 1976。 )

<参考文献 >
1 潮田鉄雄『はきもの』 (1973)

(3)そ の他の遺物

以上に紹介した土器・木製品の他に出土した遺物を以下に簡単に記す。

土ξttE(H797・ H855)

C ttS D10と B区整地層内か らそれぞれ 1点づつ出上を見た。 S D10出 上のH855は径 10×

1 2cm、 長さ 5 2cn、 B区 出上 の H797は 径 3.2 cm、 長 さ 5 4cm でともにほぼずん胴の円筒形

の形態を呈す。ともに縦軸に平行に径 2.O cm程 の穿孔が貫かれている。

鳩笛 (1307)

高 さ 2 9cm。 長さ 6 9cmを計 る土製の もので、胴部に羽毛 も印刻されている。尾部か ら胴上部

へ空気孔が穿たれ る。胎土・焼成とも良好で淡褐色を呈す。 Alト レンチ耕土層より出上 した。
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砥石 (S950)

18cm× H.4cmの矩形 の砂岩の表裏及び両側面すべてを使用、表裏両面は中央部が使用 される頻

度が少なか ったのか、やや高 くなっているが、両側面は平坦な面になっている。 C区沼沢地出土。

古銭 (Nl～ N5)

B区 及び C区より出上、すべて宋銭である。

銭 名 王 朝 名 鋳 造 年代 出土 地 、層

Nl 成 平 元宝 北 宋 真 宗 998-1003 B区 整 地  層

N2 祥 符元宝 北 宋 大 中 1008～1016 B区 整  地  層

N3 元 豊 通宝 北 宋 神 宗 1078～ 1085 C区 青灰色粘土層

N4 不 明 B区 整 地 層

N5 不 明 B区 整 地  層

自然遺物
古銭一覧表

C区沼沢地中より自然遺物と して各種種子及び昆虫遺体が採集 された。 とく

のが桃核である。この他種子には瓜科に属するものや種類不明の ものがある。

虫であろうと思われる。

に多量に出上 した

昆虫遺体はこがね

(別所健二 )

とこりわおⅣ

l SD2出 上 の弥生土器 について

(1)は じめに

先にその概要を紹介 した A tt SD 2内 出上の上器群は、結論的に述べるな らば、弥生時代後

期前半か ら中葉 までの時期に相当するものである。 ところで、弥生時代後期の上器については、

この原始社会か ら古代社会への過渡的な時代を研究す る うえ で 、 もっとも基本的な資料として

一すなわちこの過渡期の時代区分に、あるいはこの時代の社会の具体的な変貌及び地域社会相互

間の交渉の具体的状況を物語 るものとして一、近年たいへん活発に検討が加え られているもので

ある。と くに、弥生時代後期か ら古墳時代にかけての政治的社会的変革の表舞台であ った畿内に

あ っては、後期弥生上器および古式上師器の研究が現在に至るまで、一貫 として重要視 されてき

たのは言 うまでもない。

さて、まずは小林行雄
蚤r研

究に始まり、坪井清足
デ

田中
種T分

の研究を経て、近年の都出比
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呂志氏・丸山竜平氏の研究 におよぶ 、この時代の一連の土器研究が蓄積 したその内容の精度 と視
(注 4)    (注 5)

点の広 さは、他地域のこの時代の上器編年のいずれよ りも、一等抜出ていると言 っても過言では

ないであろう。 しか し、これ ら畿内 V様式の弥生土器編年 に関する詳細な研究史的整理 について

は、最近 、兼康保明氏 が適確 に行われているのでこれに譲 ることとして、ここでは集約的に触れ
(注 6)

ておこう。

要するに畿内 V様式でもっとも古相を呈 し、弥生時代後期前半に位置づけ られ るのが、小林氏

の提唱された西 ノ辻遺跡の I地点式であ る。この I地点式は Ⅳ様式的要素を留め、数量的にも資
(注 7)

料 と して十分にたえるもので、その編年的位置は確定的であるとされてきた。 ただ同遺跡で、 よ

り後出的とされて細分 された E地点式と D地点式 については資料的に不十分であるとの指摘がな
(注 8)

され、その資料的補填が検討 された。 しか し、その後 も良好な資料 に恵 まれず、結局のところ都
(注 9)

出氏によって、 この二様式については、 I式より新 しい様相を もつものとして一括 されたに留 ま

り、その資料的補模は果 されずに終 った。ただ し都出氏は、 これ ら西 ノ辻遺跡の三形式に後出す
(注 10)

る V様式後半の上器資料を提出されるとともに、庄内式上器を畿内Ⅵ様式 と してとらえなおされ

ることによって、弥生式上器か ら土師器へのより詳細な移行過程を明 らかにされたのであった。

そ して最近あいついで、丸山竜平氏は中河 内および近江南部の新資料によって、畿内と琴騰嵩
)

辺地域の後期弥生土器か ら土師器への新 しい編年案を発表 された。特に氏の論稿は土器形式論 と
(注 12)

も呼ぶべき従来の上器編年を脱 して、土器形態 と器種構成の変遷の基盤にはあ くまでも社会構造

の変動が存在 し、土器の変様はこの現実の人間社会の変革が表出されたものであ るとい う視点に

立論 されたもので、今後の上器編年の方向を示唆するものであ った。ともあれ丸山編年は、これ

まで資料的に不足のあ った畿内 V様式中葉 に比定 される土器を補填 し、後期弥生上期か ら、土師

器 に至る詳細な編年を試みたものであ った。

畿 内における弥生後期の上器編年の大要は上記の ごとき ものであ ったが、 これに比べて、近江

の後期弥生土器の編年研究は皆無 と言 ってよいものであ った。ただわずかに、湖北地方で、 東海

地方の影響の大きい古式上師器を合む土器群 について編年案が提出された ことがあ った。しか し、
(注 13)

その後湖北地方においては、布留式併行期の上器変遷の層位的検証が日中勝弘氏によって行われ
(注 14)

たのを別 にすれば、当該土器の編年は検討されなかった。

一方、湖南地方においては、後期弥生土器の出土例が散発的であ って、今一つこの地域におけ

る土器の全般的な傾向 とその特色が不Hll瞭であ ったため、 トータルな編年への試行はなされなか

った。ところが、近年湖南地方における調査例が増えるとともに、後期弥生土器およびこれに直

続する古式上師器の出上が豊富とな り、ようや く弥生時代後期か ら古墳時代初頭の土器実態が明

らかにな ってきた。そ して、この状況をふ まえて公表 されたのが,先に紹介 した丸山編年であり、

今一つが兼康保明氏が久野部遺跡十ケ坪地区の調査報告で提出されたものである。   (注
15)

(注 16)

2)SD2出 土弥生土器の検討

さて、上述の両氏の編年案は研究の進んだ畿内の資料との比較検討の上に提示されたものであ

るとともに、近江における本格的な弥生後期の上器編年作業の開始を示す、注目すべき成果であ
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り、同時にいずれの編年案にも久野部遺跡の上器資料が組込 まれている点などを考慮 して (丸 山

編年 には七ノ坪地区略報資料、兼康編年には久野部遺跡十 ケ坪地区出土資料)、  まず この二 つ

の編年案の整理確認か ら、柔壇跡 出土の弥生土器の検討を開始することに したい。

は じめに丸山編年についてであるが、氏の編年 は既に述べたように、単に土器の形式的な変遷

のみに終始するのではな く、壷形土器の消長が弥生時代 と古墳時代の時代的画期を象徴するもの

であ るとい う、どち らかと言えば土器の器種構成 の交替 に主眼を置いたものである。 この編年に

よれば、久野部遺跡七 ノ坪地区出上の弥生土器は以下の ごとき相対的位置が与 られるのであ る。

すなわち、連形土器に長頸竜が まだ出現せず、受口状 口縁の甕形土器 a頬 と b類が併存 し、杯部

が鉢状で口縁 上端部が水平な面を成す、 □端部を下方 に拡張する高杯が確認される弥生時代中期

末の段階の大津市堅田春 日山遺跡
軒

鎚 琴高隆遺跡よ り久野部遺跡は後出的な もの と考 え られてい
ヒ19)

る。 と同時に久野部遺跡は、畿内 V様式に盛行する典型的な長頸壷が消滅 し、受 □状 □縁甕形土

器 b類の盛行期であ り、杯部が浅い皿状 を呈す中実の脚部の高杯 が出現する後期終末の大津市 山

上町部屋ケ谷遺
控禿Pは

先行する段階の もの と考えられている。つまり、弥生中期末と後期終末

の 2度 の倭 lkl大 乱の緊張 した状勢下に出現 した、ニケ所の高地性集落の時代にはさまれた時代が

久野部遠跡の相対的な位置なのであり、そ してそれを丸山氏は、「長頸この時代」 と換言 されて

お られ るので
負 &Bl)

つ ぎに兼康編年であるが、氏の編年は野洲町内の隣接する三遺跡についてのみの比較検討であ

り、 さらに畿内的色彩の強い土器群 と東海地方の影響が濃い土器群 との比較 という点か らして、

やや 資料 的 に不足 の感 じをぬ ぐうことができない。だがともか く、氏の編年 案では、久野部遺

跡 出土土器は以下に列挙す る特徴によって古富波山遺跡、高木遺跡のいずれよりも先行する段階
(注 22)  (注 23)

の もの と考え られている。① 長頸垂が認められない。② □縁立上がり部に刺突列点文のない S字

状 口縁甕形 土器が存する。③杯部が深 くて底面が水 平、脚部が内彎すると言 った欠 山式に顕者な

タイプの葛杯を共伴する。そ して氏は、この久野部遺跡の段階を、畿内とりわけ中河内の資料 と
(注24)     _

の綿密な比較検討か ら、後期中葉の上対
丼渥 ぇ抒

場 川遺跡 と併行する時期であるとされたのである。
(注 26)

以 _ヒのように、両氏の編年によれば久野部遺跡出上の弥生土器は、後期前半ない し中葉頃のも

のと把沸 できる。 ところが、丸山編年については編年表のみで詳 しい説明はない し、兼康編年 に

ついても七 ノ坪資料が使用 されていないので、ここであ らためて久野部遺跡七 ノ坪地区出上の弥

生土器の位置とその特徴を p低めてお くことにしたい 。

まず甕形 上器の中でも点数に恵まれた受□状□縁甕形土器について見てみると、この形態の上

器については大きく 2類 に分類 された。 この うち甕 Aと して一括 されたものは、河内系受□状 □

縁甕 とも呼ぶべきもので、頸部が「く」字状を呈 し、□縁部立上が りが丸味のある甘いものを典

型と し、その立上がり部に丁寧な横ナデ調整以外の何等の装飾 も施さないのを特徴とする。 この

種の甕は河内を中心に分布 しているもの と思われ、同 じ受 □状口縁甕でも近江 を中心に分布する

甕 Bと はまた別の系譜に属するものとも考えられる。 この点で安満遺跡報告
屏弄

□状□縁甕を近

江系 として一括 して 、私見 と異 な る解釈を提出されているが、この両者の系譜的な関係等につ

いては今後の資料の増大 と研究の進展を待つことに したい。
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もう一つの受口状□縁を呈す甕形土器である甕 Bは 、近江か ら淀川水系沿いに広 く畿内各地に

伝播 した事が、最近の各地における調査によって判明 してきたのである。 ところで、 これ まで こ

の種の甕 については、弥生後期以降伊勢湾地方を中心に分布を見る S字状 □縁甕形土悉が、近江
(注 28)

地方 に伝播 し、普及、派生 したものと、大方 において理解されてきた。 しか し最近あいついで、

これを受□状 口縁甕 として、 S字状 口縁甕 とは区別せねばな らないことが提唱されだ した。 しか

も加えるに、丸山論文
亮芥

満
鼈 烏Ⅲ

うに、む しろこの受□状口縁甕 こそが、 S字状□縁甕の祖

形であり、その誕生に影響を与えた土器そのものであるという見解が公表 されている。ただ し、

いた って装飾的なこの甕 Bに対 して、先にも記 したように、河内地方を中心に分布する非装飾的

な甕 Aが存することを考慮 して、今は ここに甕 Bと して一括 したものを、近江系受口状 回縁甕 と

呼称す るものである。

つぎに単純口縁の甕 Cに ついてであるが、 この種に属する甕は出土点数が少な く、資料的に不

十分である。形態的には肩部の張出 しがやや強 く、体部上位に最大径 を持つ ものと考え られ、肩

部の張 りがな く□径が胴部径 と等 しい無花果形のより古相を呈すものや、球形の胴部をもつ形式

的に新 しい様相を帯びる甕 も認め られなか った。また、内面箆削 り手法 とい ったよ うな、土師器

の製作技法 と
)て

顕著な調整痕を留めたものも存在 しなか った。

壷形土器について見 ると、丸山氏が弥生時代の終焉 と古墳時代の開始の画期的現象 と提唱され

る、稲柳貯蔵用の広 □壷の極少化、消滅化が進んでお り、 この点で弥生土器としての性格に欠け
(注 32)

る。 しか しその反面、畿内 V様式の代表的な土器である長頸壷が盛行 している点か らすれば、ま

ぎれもなく久野部遺跡七 ノ坪 出上の上器は「長頸壷の時
袋と紀″

産に係わるもので、明 らかに弥

生土器的要素を濃厚に持つのである。また、本遺跡出上の長頸壷は 1～ Ⅳの 4類 に細分され、

その形態的変遷 も考え られるが、 この点 については後に層位的な関係を踏 まえて、詳 しく眺めて

見る。なお、かつてパ レススタイルと呼ばれた、下ぶ くれの器体 に櫛状 工具で波状文、横線文、

羽状文、重孤文等を描 く、伊勢湾地域弥生後期の装飾的な壷や欠山式に顕著な瓢形の長頸壷等
猛)

影響を受けたものは出上を見なかった。

このような伊勢湾的色彩の希薄さは、以下 の器形か らも伺うことのできるものである。例えば、

高杯は杯部の中位 で屈曲 して□縁端部へ外反する I類 と椀状の杯部を有する■類が見 られるが、

大型で杯部が深 くて水平な底部を特徴とする欠山式の
民曇儲丹

られなか った。 このタイプの高杯

が出現するのは、野洲を中心とする湖南地域では富波遺跡
亮,岡理 薪;こ

見 られるよ うに、今少

し時期的に下が るのではないだろうか。

このような高杯に見 られる傾向は鉢形土器 にも確認できる。本遺跡の鉢形土器には大き く□縁

部が屈曲する I類 と屈曲 しない直口縁の工類 に類別できるが、いずれも畿内各地で見 られ るもの

である。ところが、浅い体部に「く」字状に外反する口縁部または受□状口縁をつけた、伊勢湾

地域の浅鉢形土器にその系譜を求め ら
敬&鉛影

土器は皆無であった。 この種の鉢形上器は、同 じ

近江にあっても、湖北地方において鴨田遺
段苺桶

よって確認され るごとく、弥生後期の早い時期
9)

に伝播 しているのに対 して、湖南地方では服部遺跡 SD― Eの一括品中に見 られ るご
上&二 0分

野

部遺跡よりは今少 し新 しい弥生最終末か ら庄内式併行期に至 らないと出現 しないよ うである。さ
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て以上に述べたのが久野部遺跡七 ノ坪地区出上の弥生土器の全容 とその特色であるが、 SD2

出土土器は幸にも比較的良好な状態で、層位的に採集 しえたと言えよ う。そこでここに畿内 V様

式併行期の久野部遺跡七 ノ坪地区出土土器群の層位的細分を試み、近江における弥生時代後期の

上器編年作業の参考に供 したい。

(3)SD2出 土 土 器 の層位 的細分

第 18図 は SD2出 土土器の層位を明 らかにしたものである。 これによれば、 まず上層出上に限

られるものは甕 B― Ⅳ・高杯脚部一Ⅳ・鉢 Ⅱ 。有孔鉢 Iの 4器種である。 この うち甕 B― Ⅳと高

杯脚部―Ⅳは形式学的にも畿内 V様式およびそれに併行する時期のより新 しい段階の もの と認め

られ るであろう。なぜ ならば甕 B― Ⅳは口縁端部が内傾 するものであるが、この端部の成形法は

形式的には、上端部が フラットな面を呈す甕 B― Iか ら端部を4aTく 僅かに摘出 し気味に横ナデす

るため、端部がやや外反気味の形態を呈す る甕 B― Iへ、そ して口縁端部の内面に段を成形する

甕 B― Ⅲへ と変化する最後の段階の形態 に位置するもので
負盈盈1'た

高杯脚部 ―Ⅳは支柱部の内

面になん らの加工も加えず、中実のままで仕上げるという技法の簡略化の段階のもの と思われる

のである。事実、この手 の脚部は河 内地方 においては、馬場川遺跡以降の段階にその出土が限 ら

れてし
ia二 2デ

らに上層では長頸壷は I類 の 2点 が 見 られ る が、 これは中下層の 10点 に比べて

著 しく少なく、長頸壷の消滅への途上を暗示するものである。このような点か ら、 SD2上 層よ

り出上 した一括遺物は、畿内 V様式の新 しい段階に併行す る時期の所産 によるものと考え られる

のである。

( )内 は上層出土上器として確認できるもの。
* 中層B類 とは形態が異なり、別類として分離もできる。

第18図  SD2出 土土器層位別対照表

ついで下層より出上 した上器群について検討 してみると、 この層の単独出土土器は甕 A-1・

甕 A― Ⅱ 。長頸壷 Ⅲ・ 長頸壷Ⅳ 。器台を数えることができる。これ らの中で、甕 A― Ⅱは河 内系

受口状□縁甕でも古相を呈するものであり、長頸壷皿は体部久失のため確実 とは言えないものの、

他の長頸壷 に比してもっとも□頸部の長いもの と想像 される古態 として把握 できるもので、いず

れも河内地方では弥生後期前半の鬼塚遺跡前後の段階に盛行する土器であると言えよう。なお、
(注43)

甕 A― Ⅲ・甕 A一 Ⅳ・甕 B― Ⅱ・ 甕 B一 Ⅲ・甕 C― Ⅱ・甕 C― 皿・壷底部 Ⅲ・高杯 I・ 高杯脚部

到

訓

密  A 甕  B 甕 C 密 席 部 長 頸 壷

空

壷 底 部 高杯 高杯脚部 」命
　
　
　
　
ム
ロ

鉢
有

孔

鉢

ＩI 皿 Ⅳ I Ⅱ Ⅲ Ⅳ I Ⅱ Ⅲ I I エ Ⅲ Ⅳ I Ⅲ Ⅳ 1 エ I エ Ⅲ Ⅳ I

上層 l

1)

3

(1)

1

D
1

1)

1

2
2

1)
2 1 1

1)

中層 1 l I 2 1 l 1 1 と 2 2 3 2 3 5 ] 2

下層 ユ 2 1 1 1 1 2 1 2 3 1 6 2 2 1 2 1
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Ⅲ・鉢 1な どの中・ 下層にまたがった土器や中層単独 出上の上器についても、後で述べるように

下層出土土器として一括できるであろう。さて、 これ らを含めた下層出土土器群は既に述べた上

層 出土土器群 とは形態的に明 らかに相異 し、同 じSD2出 上の遺物でもより古式の上器として把

握することが可能なのである。

最後に中層出上の上器について観察 してみると、中層にもこの層のみに包蔵が限 られた土器が

ある。甕 A― Ⅲ 。甕 A― Ⅳ・ 甕 B― Ⅲ・甕 C― Ⅱ・甕 C一 Ⅲ・壷底部-1・ 高杯 ユ・ 鉢 Iな どが

それである。それでは これ らを中層出上の上器と して、上・ 下層 とは時期的に前後する土器群 と

して一括できるであろ うか。

ところが中層には、先ほど述べたよ うに下層にも包蔵 されていた土器が他にあ り、ある程度の

両層の混入が考え られ、上述の中層単独 出土土器群 についてはやや疑点が残 るのである。勿論、

このような包蔵状態にある中層土器群 を過度的様相を示す ものと して解釈することも可能である。

だが遺構の項で も述べ られたように、 SD2の 堆積層の中で、上層は比較的安定 した厚い粘質土

層であったが、中・下層はやや不安定で特に中層は砂 と粘土 との互層で、地点 によって層厚に増

減があり、非常に不安定であった。このため中層内の粘土 と下層をなす青黒灰色粘土はところに

よっては平面上識別困難をもたらした。以上の結果、中層 と下層の上器はその堀 り下げ時に相当

の混入が予想され るので、今は一応、中層単独出土土器 とい うものを考えず、中・ 下層を一括 し

て下層出土土器としておく。ただ し、これ ら中 。下層混入の一括遺物を、今後の資料の増大 と研

究の進展如何によっては、より形式的に新 しい様相を示す土器を中層 出土土器と して抽出す るこ

とも期待できるのである。

は) 久野部遺跡七ノ坪地区出土土器の相対的年代

上述 したごとく、久野部遺跡七ノ坪地区SD2出 土土器はともか く上・ 下層の上器群を分離す

ることを得た。すなわち、久野部遺跡上層式上器と下層式上器である。そこでつ ぎには、これ ら

上・下二層の上器群がそれぞれ弥生後期のいかなる段階に比定され るものか、今一度畿内の とり

わけ資料的に豊富な河内地方の上器との比較検討を加え、その相対的年代 を考えておこう。

まず下層だけか ら出上 した河内系受□状□縁甕である甕 A類は、畿内 V様式前半の標式である

西ノ辻 ェ式にすでに出現 してお り、次期の鬼塚遺跡で増大化 している。そうして畿内 V様式の新
(注 4の                 (注 45)

しい段階の様相を強める上六万寺遺跡 まで下 ると、回縁立上が り部が非常に甘く、外方へ大きく開

くとともに□端部に疑凹線を加えたりする、甕 A亜式が盛行す るものの、 簑 Aその ものは衰退

化の方途 t長

鍵ゑデ
近江系の受□状 □縁甕 とした甕 Bは 、系譜的には畿内 Ⅱ様式併行期まで辿 ることができ、畿内

Ⅳ様式併行Ijlに はその形態を完成させたと言われてし
比&嘉Pで

あるが、畿内各地には V様式の段

階それもどちらかと言えば中葉以降になって波及 したものと考え られる。ただ西ノ辻 I地点式に

見える受□状□縁甕
猛;よ

刺突列点文・ 直線文を施 さないものの、近江系に近い受口の形態 を示す

ものがあり、畿内における近江系受□状回縁甕の最古の出土例 とも予想できよう。

ところが、畿内においては、山城地方をのぞけば、近江系受□状□縁甕は比較的早 く消滅化の
(注 40
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過程 を踏み、庄内式併行期には存在 しな くな ったと思われる。 このような現象は、庄内併行期に

も確実にその存在が確認 される近江出上の この種の豊を逆に畿内の資料か ら、その時期的検討を
(注 5の

加えることができるのである。この点に関 して例えば、最近報告された安満遺跡 周 溝 墓 A5-

2内 出土一括品の中にも近江系受□状口縁甕が存 し注 目される。すなわち甕 Eと して一括 されて
(注 51)

いる受 □状 口縁甕の うち 175・ 176・ 178で あ って、前 2例 は久野部遺跡甕 B― 皿と同タイプで

あり、後例の 178は 久野部遺跡甕 B― Ⅳと完全に同類の ものである。結局のところ、久野部遺跡

の甕 B類は安満遺跡周溝墓 A5-2-括 遺物 と同時期ない し前後する時期が考え られるのである。

なお安満遺跡周溝墓 A5-2の 一括品は西ノ辻 E地点直後に比定 されている。

頸部から「 く」字状 に外反する単純口縁の甕 Cに ついては、先にも記 したように、畿内 V様式

でもやや新 しい傾向をおびる安満遺跡周溝墓一括品例 と類似するE21・ E98等は存するに対 して、
(注 52)

畿内Ⅳ様式的様相を残す西 ノ辻 I地点式例
鳥|う

なより古式な ものが見当 らない。 しか し、球形

の器体に連続 ラセ ンタタキロ技法を加える北鳥池下層例がまだ出現 していない点か らして、本遺

跡出上の甕 Cは 畿内 V様式前半～中葉の頃に相対的な年代を求め られ るであろう。

さてついで本遺跡で 4類 に細分された長頸壷についてであるが、 この器種についても河内地方

の形式学的編年研究 とSD2の 層位関係を参照に しつつ、今少 し詳 しく述べて見たい。河内地方

で形式学的にもっとも古相を呈する長頸毛は西ノ辻 I式 に見 られ るもので、口頸部と体部の陀率
(注55)

がおよそ等 しいほど口頸部が長大なのを最大特徴とする。 この他、西ノ辻 I式の長頸壺には次に

記すよ うないかにも初現期の もの らしい面が看取される。すなわち、口頸部が漏斗状を呈 し頸 部

で強 く引締まり、□縁端部が水平もしくは内傾する面を有 し、無花果形に近い肩部のやや張 った

心持 ち胴長の器体 を成す というふ うに、全体的に作 りが丁寧でシャープな感 じをおびている。

ところが、 この初現期における長頸壷の要素は、つぎの鬼塚遺跡の
我睡諮)早

くも崩れ始め、

□頸部は漏斗状か ら円筒形を呈す太身の もの となり、口端部は丸 くおさめ るだけで面をとらなく

な っている。このような長頸壷の退化傾向は序 々に者 しくなっていき、上小阪遺跡では□頸部は
(注 57)

ますます太身を増 したずん胴の形態になり、小形化が始 まる。そ して、つぎの馬場川遺跡では小

形化が定着 しだ し、上六万寺遺跡では胴部中位が強 く張 り出 した扁球状の体部に細身の日縁部が
(注 55)

つ くまでに形態的に大きく変わ っている。そして これ らの変遷を辿 った長頸壷も北鳥池ではつい
(注59)

に見 られな くなって、消滅す るのである。
(とこ60)

以上の河内地方における変遷に泉づ くならば、久野部遺跡七 ノ坪地区出上の長頸壺は以下のよ

うな相対的位 iHが 得 られるであろう。 I類 は形式的に古相を呈す鬼塚期か ら、やや新 しい様相を

持ちは じめる馬場川遺跡 までの段階が考え られるが、 このような時期的幅は、上層 。中層 。下層

を通 じて出上を見た脳位関係にも合致 している。また、端部に面を有 し、漏斗状を呈す口頸部の

Ⅲ類は下層のみにその包蔵が限 られたが、形式的にも西ノ辻 I地点式の様相を残す本遺跡出上の

長頸壷の中でも、 もっと古式の タイプである。

高杯については 1・ 工の 2類が見 られたが、この うち I類 について見れば、中に杯部中位の屈曲

が甘いものがあるものの、馬場川遺跡の高杯ほど□縁部が長 く外反するものがないことから、馬

場川遺跡 よりは先行する形態 と思われる。 しか しまた、西ノ辻 I地点式の高杯ほど鋭 く屈折 して
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強 く立上がる□縁部でもないので、 これよりは後出的な形態を呈 すものと思われ る。要す るに、

本遺跡出上の高杯については、鬼塚遺跡～_に小阪の段階が考え られるものの、脚部が半中実のも

のが見受け られた り、 工類の杯部の中に比較的浅い西ノ辻 E地点式の類品が含まれていたりする

点か ら一部後期中葉以降の新 しい時期 まで下がる可能性 も十分に考え られ る。

資料的に不十分な鉢形土器は I類・ Ⅱ類 とも鬼塚遺跡出土例 に形態的に近似するものが存する。

ところが、休部か ら□縁部へ直線的にのびる西ノ辻 I式例が合まれず、 さらに上六万寺遺跡で出

現する、浅い体部に受□状 □縁を付けた タイプが見えないなど、「鬼塚」段階を大きく前後する

ことはない と判断される。

以上の久野部遺跡七 ノ坪地区出土土器と畿内なかんず く中河内の V様式土器 との比較によ って、

結果 と して以下の ごとく相対的年代が層位的に確認されるであろう。すなわち、長頸壷が極少化

を辿 り、甕 Bで もっとも新 しいⅣ類を合み、中実の高杯脚部を共伴する上層式は全体 として、畿

内 V様式の新 しい様相を表わす器種が多い点は否めず、「上小阪」～「馬場川」の段階に併行す

る時期を求めることができる。一方、形態上畿内 V様式でも吉式な部類 に入る甕 A・ 甕 B― I・

Ⅲを包蔵 し、長頸壷が盛行す る下層式として一括 されたものは河内地方の「鬼塚」～「上小阪」

の段階にその相対的な位置を設けることができるのであ る。

(別所健二 )

注

小林行雄「大阪府枚岡市額田町西ノ辻遺跡 1地点の上器」

同「大阪府枚岡市額田町西ノ辻遺跡D oE・ FoH地 点の上器」

(『 弥生式上器集成 』資料編 I 弥生式上器集成刊行会 1958)

坪井清足「穂積式上器」 (『 日本考古学辞典 』東京堂出版 1963)

田中琢「布留式以前」 (『 考 占学研究 』第12巻第 2号  1965)

都出比呂志「古墳出現前夜の集団関係」 (『 考古学研究 』80考 古学研究会  1974)

丸山竜平「弥生式上器の終焉」 (『 古代研究 』10元興寺仏教民俗資料研究所 考古学研究室

1977)

同「弥生時代から古墳時代へ」 (『 古代研究 』12元興寺仏教民俗資料研究所 考古学研

(2)

(3)

(4)

(5)

究室  1977)

16)兼康保HJlほ か『 久野部遺跡発掘調査報告書一野洲郡野洲町久野部字十 ケ坪所在― 』 (野洲町教育

委員会 銀滋賀県文化財保護協会  1977)

17)(Jの小林行雄「大阪府枚岡市額 田町西ノ辻遺跡 I地点の土器」

(8)(1)の    同「大阪府枚岡市額田町西ノ辻遺跡D・ E・ F・ H地点の上器」

(91 佐原真「畿内地方」 (『 弥生式土器集成 』本編 2 東京堂出版 1968)

10(4)の都出論文

lJ 14)の 都出論文

CD(51の丸山論文

10 中谷雅治ほか「鴨田遺跡」 (『 国道 8号線長浜バイパス関連遺跡調査報告書Ⅱ』滋賀県教育委員

会  1973)

―-43-―



ta 田中勝弘『 矢倉川中小河川改修に伴う入江内湖西野追跡発掘調査報告書 』 (滋 賀県教育委員会

銀滋賀県文化財保護協会 1977)

は9(51の 丸山竜平「弥生時代から古墳時代へ」

は0 崎)の兼康論文

tη 大橋信弥・別所健二・谷□徹「野洲町久野部遺跡七ノ坪地区調査略報」 (『 滋賀文化財だより』

血 2銀滋賀県文化財保護協会 1977)

は0 丸山竜平「大津市堅田真野春日山遺跡」 (『 滋賀県文化財調査年報』昭和五十年度滋賀県教育委

員会 1977)

19 近く調査報告書が刊行される予定。

醐 10同様調査報告が行われる。

1211 以上の湖南地域の各遺跡における土器の概観にあたっては、(51の丸山論文「弥生時代から古墳時

代へ」に掲載された編年図表を参照 した。

92 丸山竜平・山□辰―・ 古川与志継「野洲郡野洲n3富波遺跡調査報告」 (『 滋賀県文化財調査年報』

昭和四十八年度滋賀県教育委員会 1975)

④ 古川与志継「高木遺跡調査概要」 (『 ほ場整備事業関係遺跡調査報告 Ⅱ』滋賀県教育委員会

1975)

90 久永春男「東海」 (『 日本の考古学』皿弥生時代、河出書房新社 1974)

20 F上小阪・ 瓜生堂・新家遺跡調査報告書』 (東大阪市追跡保護調査会、 1976)

m 『 馬場川遺跡皿』 (東大阪市埋蔵文化財包蔵地調査概報 14東大阪市教育委員会  1975)

下村晴文・福永信雄・芋谷隆裕『馬場川遺跡発掘調査報告 』 (東大阪市遺跡保護調査会 1977)

阿 橋本久和『安満遺跡発掘調査報告書』(高槻市教育委員会『高槻市文化財調査報告書第 10冊』1977)

981 大参義―「弥生式上器から土師器ヘー東海地方西部の場合一」 (『 名古屋大学研究論集 (史学)』

第47輯  1968)

卿 COの丸山論文。

1301 側の安満報告。

e'(3)の 国中論文。

(41の 都出論文は庄内式を弥生土器 とするが、この技法上に成立した庄内式上器を一つ小画期と

する点においては同じである。

⑫ (5)の丸山論文。

99 15)の 丸山論文。

① 90久永論文。

① 90久永論文。

90 1221の 丸山らによる報告。

eD 丸山竜平ほか「草津市片岡遺跡」 (『 ほ場整備関連追跡発掘調査報告書 Ⅲ一Ⅱ』滋賀県教育委員

会 銀滋賀県文化財保護協会  1976)

99 941の 久永論文および981の大参論文。

③ は0の 中谷ほか「鴨田遺跡」。

④ 服部遺跡を守る会事務局「滋賀県守山市服部追跡の調査一学術的成果と保存運動―」 (『 考古学

研究』92・ 1976)参 照および筆者の調査中の実見による。

ζO 林博通・葛野泰樹・須崎雪博『 1豊木原遺跡発掘調査報告書 I』 (滋賀県教育委員会 椒滋賀県文



化財保護協会 1976)は伊勢湾の影響を重視 した、本変遷とは逆に近い変遷を考えられているが、

首肯しがたい。

② 1271の『 馬場川遺跡Ⅲ』に同じ。

④ 芋本隆裕・稲山数士「鬼塚遺跡」 (『 東大阪市追跡保護調査会年報 I』 東大阪市遺跡保護調査会

1975)

⑭ (りの小林行雄「西ノ辻遺跡I地点の上器」

⑮ ⑬の芋本・稲山報告。

④ 福永信雄・勝円邦夫「上六万寺遺跡」(『東大阪市遺跡保護調査会年報と』東大阪市遺跡調査会 1975)

甕Aの亜式の類品と思われるものは片岡遺跡・下繰子追跡に若干見られる。

0 田辺昭三 。加藤修・福岡澄男 。松沢修『湖西線関連遺跡発掘調査報告』 (滋 賀県教育委員会

1973)

④ (コ の小林行雄「西ノ辻遺跡 1地点の上器」

491 円勝寺発掘調査団「円勝寺跡の発掘調査」 (『仏教芸術』82)に よれば、円勝寺 C類 は庄内式に

相当する。

① 例えば、富波遺跡・高木遺跡・下繰子遺跡 。片岡遺跡・坂口遺跡等に見られる受□状岡縁甕は、

ほとんどが庄内式併行期のものと思われる済         
※

※ 近 く調査報告書が刊行される予定。

※ 林博通、葛野泰樹、宮成良佐『 坂口遺跡発掘調査報告書』 (滋賀県教育委員会、 徴契滋賀県文

化財保護協会  1975)

脩呻 971の安満報告

(9 側の安満報告

69(1)の小林行雄「西ノ辻遺跡 I地点の上器」

磁)大阪府立花園高校地歴部『 河内古代遺跡の研究』1970)

6)(り の小林行雄「西ノ辻遺跡 I地点の上器」

6d ⑬の芋本・稲山報告

6狩  『 上小坂・瓜生堂 。新家遺跡調査報告書 』 (東大阪市遺跡保護調査会  1976)

158)1261の『 馬場川追跡皿』

69 461の 「上六万寺遺跡」

160)154)の『 河内古代遺跡の研究 』

2 畿内近国における古代末～中世の上器生産について

「 III」 において、近江における黒色土器の系譜について、やや詳 しく検討を加えた。そこで、こ

こでは近江の黒色上器生産の歴史的位置づけを、畿内近国における瓦器生産との関連で、若千試

みておきたい。

さきに述べたとおり、古代末から中世 にかけての上器生産は、大量生産・ 技術の簡素化・ 規格

の統一の方向で進展 し、奈良末に発明された黒色土器が、 しだいにその占める割合を増大させ、

1l C前 半頃に新 しく構築的な窯によって、黒色土器 B類 が生み出され、ついで、瓦器が成立 し、

畿内および周辺の 日常雑器の主流を点めるとされているので
安途l)か

しなが ら、近江において

は、瓦器は、いわゆるごく限 られた場所で、 ごく少数発見 されているだ
安覆 ぅ″

然 と して黒色土
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器が生産つづけ られたのである。

上に述べたように、畿内にあっては一般に、瓦器の成立 とともに黒色土器は、消滅 したとされ

るが、前述の六角堂 の例か らも知 られるように、■C末 においても黒色土器 A類が依然み られ る

のであ って、必ず しも一率に瓦器への転換がなされなか ったことを示 している。すなわち、畿内

のある地方 (お そ らく大和か山城 と思われ る)で、黒色土器二人の一部が、黒色土器 B類 を、つ

づいて瓦器を生み出 してのちも、一方では黒色土器が生産 されていたのであって、近江の場合の

ように、ついに瓦器の生産技術を生み 出さないところもあ ったのである。

その点で、瓦器生産について、白石氏が指摘 されているところは注 目されてよい。すなわち、

大和輿福寺 、河内放光寺の瓦窯において、瓦器が焼かれたり、丹波の瓦窯で須恵器 とともに瓦器

が焼かれている事例を上げ、土師器生産二人が、瓦 二人や須恵器 二人の協力のもとに瓦器生産を

すすめたことを明らかにされたのである。
(注 3)

瓦器生産のあり方については、すでに田中琢氏が、黒色土器の技術 を基底 とすること、その生

産に構築的な窯 が必要なこと、製品がきわめて規格性にとみ生産地・流通機構に、画一性のある

ことを指摘
表豊洩)石

氏 もかって、1l C段 階では、大和 において集中的に生産され、12C段階で

畿内に一国単位の生産・供給圏の出きることを指摘されてし
ittζ 弄

｀最近では、橋本氏が、さら

に小単位の供給圏を想定されているのであ
良定る行

のことは同時に、丹波の如き事例や、近江の

如き事ケ1と ともにこの時期の 日常雑器生産の多様性を示すようにも考え られ るのである。

すなわち、上述 したよ うに、瓦器流通の一つの中心である京内にあ って も、六角堂例のごと く

1l C末 に下 る黒色土器が認め られるのであって、黒色土器か ら瓦器への転換が一率になされたの

ではな く、丹波のごとき須恵器生産を媒介 とす るもの、近江の ごとく瓦器生産の技術を全 く導入

し得なか ったところもあったのである。瓦器の分布が、一般集落において もかなりの密度を示す

とはい っても、依然として官衝、寺院跡 、豪族の居宅などに多いことも、瓦器の生産流通が、大

寺院につ らなる二人集団 、商人層と不可分の関係にあ ったことを うかがわせ る し、構築的な窯が、
(注 7)

すでに衰退 していた近江のようなところでは、依然、黒色土恭が、日常雑器の主流を占めていた

のであろう。又、近江の黒色 土器が、時代が下るほど、形態・成形手法 において、瓦器 と区別で

きな くなるのは、両者 における技術的交流の存在を想定 させるとともに 、古代末か ら中世にかけ

ての政治的社会的動向を、背後に感 じるのである。

(大橋信弥 )

(1)田 中琢「古代中世における手工業の発達 (窯 業)一畿内一」 (前 掲)

(2)兼 康保明「高島B3中 ノ坊遺跡出上の瓦器坑」 (『 滋賀文化財だより』No 5 1977 8)

(3)白 石太一郎「瓦器生産に関する二、三の覚え書」 (前 掲)

(4)田 中琢、前掲論文・

(5)白 石太一郎「いわゆる瓦器に関する二、三の問題」 (前 掲)

(6)橋 本久和「中世 日常雑器類の分析」 (前 掲)

注
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(7)白 石氏は、瓦器生産の成立に当って、瓦二人と土師器二人の提携を想定されるが、あくま

でその主体は、黒色土器二人であったと考える。つまり、瓦器生産は、あくまで須恵器生産

の衰退後における、土師器の需要拡大という状況下においてなされた技術革新であって、焼

成の大量化・生産品の硬質化 という点で、たまたま瓦窯が利用されたのであつて、瓦二人が

主体的に土器生産にのり出したのではないと考える。そして、瓦窯を利用 し得た上器工人も、

おそらく大寺院につらなる工人群であったことは間違いないであろう。

む す び

本調査によって、明らかになったのは、おおよそ次の藷点である。

(1)本調査区は久野部遺跡の北限、五之里遺跡の稟限にあたり、大部分は沼沢地であった。

(2)久野部遺跡の北限に当るA区では同遺跡の北を限ると思われる、溝数条および掘立柱建物

1棟 、土琥若干が検出され、SD2か らは弥生後期の良好な一括資料が得 られた。

(3)五之里遺跡の東限に当るB区からは倉庫様の掘立柱建物 1棟、土砿多数と条里に規制された

溝 2条などが検出され、それらはおよそ12C以降に一部沼沢地を整地 して構築されたもので

あった。

(4)沼沢地は野洲川と家棟川の自然提隣によって形成された後背湿地状のもので、C区で発見

された SD10開 田部の上器類によって,7～ 8C段階まで沼沢地としての機能を果 したこ

とが知られた。

(5)B区 における沼沢地の埋め立ては、埋土中の遺物によりおよそ 12C以降開始されたごと

くであり、文献にみえる「富波庄」の形成史を検討する上で注目される。

(大橋信弥 )
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出 土 遺 物 観 察 表

Att SD2出土土器

器  形 図版番号 法 量 en 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

甕 A-1 El □径 156 ゆるく外反する国縁の

端部は上方に短 く立上

がり、内外両面に鋭い

稜を成す。上端は今少

し尖 り気味か。

剥落が著 しく明確でな

いが、内外面□頸部を

横ナデ調整か。

(胎上)良好

(焼成)不良

(色調)淡褐色

下層出土

甕 A― Ⅱ E2
1

E3

口径 142

ど

152

頸部からゆるく外反す

る□縁部は中位で再び

屈折 して外上方へ立つ。

端部は丸くおさめる。

口縁部、頸部のいずれ

の屈曲も比較的あまい。

器壁は 5 mm前 後の薄い

もの。

頸部に刺突文を横方向

一段に施 したのち、横

ナデ調整を加える。

E3には下地にハケロ

調整を施 している。

内面は口縁部はナデ調

整。E3に は指圧及び

指でナデ上げた痕跡が

頸部に見られる。

(胎土)やや不良

(焼成)不良

(色調)淡赤褐色

E3□縁部外面に煤

付着 。

下層出土。

甕 A一 Ⅲ E4 □径 134 頸部で大きく外反 した

□縁部は中位で鋭 く屈

曲内上方へ立上がる。

(胎土)やや不良

(焼成)不良

(色調)赤褐色

中層出土 (

甕 A一 Ⅳ E5 □径 132 頸部で外反 した□縁部

は中位でほぼ上方へ屈

伸する。上端は平坦な

面を呈す。中位の屈曲

は丸味を有す。

器壁はやや厚手気味で

ある。

口頸部にハケロ調整 し

たあと、内外両面に横

ナデ調整。

(胎 土)良好

(焼肉 良好

(色 調)淡灰褐色

□縁部外面に煤付着 (

中層出上 (

甕 B一 I E6
t

E12

□径 H4
1

18 6

頸部から外方へ届由し

て再び上方に立上がる

□縁部を付す。上端部

は凹気味の平坦な面を

呈すのが多数を占める

が、中にはE12の よう

に丸く終るものがある。

E8の頸部は他に比し

てきつく引結るもので

ある。

いずれも□縁部屈曲部

近くに櫛状工具による

列点文を横位置及び右

上がりに施す。

E7、 E10の頸部には

櫛状具に条痕が見られ

る。器体の調整は横ナ

デ或はハケロで仕上げ

る。

E6～ E7は下層出

Jと 。

E8～ E10は 中層出

土。

E■ は上層出土。

甕 B一 Ⅱ E13

1

E14

□径 153

ど

16 0

上端部が段を成す受□

状□縁甕である。なお

E14の頸部での屈曲は

大きく、外方へ水平に

立上がり部外面に右上

がり又は左上がりの刺

突列点文を施す。

E13は頸部内外面をハ

(色調)双方とも淡

褐色を基調とする。

E13は下層、E14は

中層出上である。
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器  形 図版番号 法 量 に耐 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

開く。 ケロ調整。口縁部内外

面を横ナデする。

甕 B一 Ⅲ E15

t

E17

□径 136

ど

15 8

□縁部の立上がりがや

や外反気味のものであ

る。□端部は横ナデの

ためか、ややつまんだ

様態を呈す。このため

上端の面は凹面まため

段状気味になる。立上

がりは強く、内外に明

瞭な稜線を成す。

口縁立上がり部に櫛状

具による束u突列点文を

一様に施す。E16・ E17

の頸部には箆または櫛

状具かによる条痕を見

る。

器体内外面には横ナデ

調整を施すが、E15。

E17の ようにそれ以前

にハケロ調整を加える

ものもある。

(色調)基調は褐色

であるが、いずれも

白色がかる。

E15。 E16は 中層出

■ 。

甕 B一 Ⅳ E18

1

E20

口径 132

1

181

口端部に内傾する面を

有すものである。

国縁立上がりは甕 B一

Ⅲ同様少 し外開きであ

る。

立上がり部を櫛状具に

よる刺突列点文で飾る(

器体調整は内外両面と

も、ハケロと横ナデで

ある。

E20の肩部内面には指

圧痕が残る。

すべて上層出土。

餐 C-1 E21
!

E22

口 径 152

ど

17 4

丸くゆるやかに屈曲す

る頸部に、単純に外反

する口縁部と肩の張ら

ない体部を付す甕であ

る。

E21の頸部内面は比較

的鋭い稜を形成す。

E21は □縁部内面を横

方向にハケロ調整、頸

部から体部内面を斜目

にハケロ調整 したあと、

□頸部内外面に横ナデ

を施 し仕上げる。

E22は外面頸部以下と

内面口縁部にハケロ調

整 したあと、日頸部内

外面を横にナデて仕上

げる。

焼成はいずれも良好

である。

E21は 下層出土。

E22は上層出土。

甕 C一 ] E23 口 径 128 肩の張りのない体部に

「 く」字状に外反する

口頸部が付く。

器体外面は細かいハケ

目調整を全体に施した

あと、口頸部に横ナデ

を加えて仕上げる。

内面は国縁部に横ナデ

調整を加える。この他

ところどころにハケロ

痕が残る。

なお、体部には内外に

指圧が段状に加えられ

る。

(胎土)良好

(焼成)良好

(色調)白 褐色

中層出±。

甕 C― Ⅲ E24 口径 108 「 く」字状に屈曲する □頸部内外面にハケロ (胎上)良好
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器  形 瓢版番号 法 量 ta 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

頸部に、低 く大きく開

く口縁部が付 く、口径

の小さいものである。

□端部は上方へわずか

につまみ上げる。

調整を加え、そのあと

横ナデ或はナデ調整を

施す。

(焼成)やや不十分

(色調)明赤褐色

中層出土 c

窒底部一 I E25

t

E28

底径 5前後 底径の比較的大きい

平底のものである。

良好な調整痕が残 つて

いるのはE25であるが

これによれば、外面は

縦方向にハケロ調整し

内面は横方向にハケロ

調整する。なお、この

内面のハケロは、明ら

かに板状工具を回転さ

せて施 したものである

この他に内外面とも指

圧痕が認められたが、

これは輪積の接合点を

押圧したものと考えら

オ化る。

E25は 下層出土。

E26は 中層出土。

E27は 上層出上。

壼底部―Ⅱ E29

t

E31

底径 4～ 5 底径の比較的小さい、

若干上げ底気味のもの

である。

内外両面をハケロ調整

する。内面はナデて平

滑にするものがある。

(E29)

E29は 下層出土。

E30は上層出上。

E31は出土層不明。

嚢頸 壷 I E32 コ径 134 頸部から若干外反 しつ

つ、上方へ長く伸びる

円筒形の□頸部を有す

もの。上端部はフラッ

トな面を成す。

外面は□頸部を縦方向

に密なハケロを加えた

あと、□端部と頸部を

横にナデて仕上げる。

内面は回頸部を横方向

に板ナデを施し、端部

を横ナデしたあと、と

ころによって指で縦方

向にナデる。

なお、口端部の横ナデ

も幅のせまい板状工具

によるものと考えられ

る。

頸部以下の内面は箆で

削ったあと指でナデて

仕上げる模様。

(胎土)良好

(焼成)良好

(色調)淡灰褐色

中層出土

長 頸 壷 二 E33 ]径 102

暑高 202
中位に最大径を有すほ

ぼ球の胴部に、端部付

近で若干強 く開 く円筒

形の口頸部と、小さな

上げ底の底部が付く。

器体外面は全体にわた

って細かなハケロを加

え調整 し、肩部に 3本

の記号風箆描文を刻む c

内面は□頸部にハケロ

(胎土)やや不良

(焼成)不良

(色調)赤褐色

上層出上
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器  形 図版番号 法 量 に耐 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

□端部は丸くおさめるc 調整の痕跡がみえ、体

部下半にハケロ調整が

環土ら1■ る。 こオ化は茫kら

く板状工具を回転 し、

胎上を掻取ったことに

よるものと考えられ、

体部上半はナデ調整を

施す。

長 頸 壷 I E34

E37

|

E39

□径 10.4

ど

14 2

E33に類似する長頸の

壷破片である。いずれ

も端部が内彎気味にな

る円筒形のものであろう。

端部は丸くおさめるか

一部尖り気味のものも

ある。

□縁部外面をハケロ調

整 し、端部を横にナデ

る。内面は段状の指圧

のあと横ナデ調整する。

(色調)褐色を基調

とする。

E34、 E38は下層出

土。

E39は 上層出土。

E37は 出土層不明。

長 頸 壷 エ E35

t

E36

口径 92
ど

10.6

頸部からゆるく外反 し

て長くのびる国縁部の

端部が軽 く外反するも

α)。

器体外面にハケロ調整

を施 したあと、内外面

を横ナデもしくはナデ

調整する。

(色調)淡褐色

E35は下層出土。

E36は 中層出上。

長 頸 壷 Ⅲ E40

ど

E42

口径 99
1

105

細頸で漏斗状に開く□

縁部が接続するもの。

E41は 上端に幅のせま

い平坦な面をとる。

内外面をハケ状工具で

軽くすばやくナデた他

には指頭で押圧を加え

る程度である。

(胎土)良好

(焼成)良好

(色調)淡赤褐色

二点とも下層出土て

ある。

長 頸 壷 W E42

1

E44

□径 35
1

12 3

頸部より屈曲して外上

方へ伸びる口縁部は、

長頸壷 I・ Ⅱのそれよ

り短かく、外反度 も大

きく、やや直線的なも

のと推定される。

器体外面はハケロ (E
43・ E44)ま たは箆磨

き (E45)と 横ナデ調

整。

内面は指頭圧のあとを

横ナデと簡単だが、E
43は ハケロのあと横に

ナデ、その上指でナデ

上げる丁寧なもの。

(色調)褐色を基調

とするの

三点とも下層出上。

短 頸 壷 E45 □径 98 上半部に最大径を持つ

と思われる胴部に、短

か く直口に近い□頸部

が付 く。

器体外面に指頭による

圧痕が段状に残る。

(胎土)良好

(焼成)良好

(色調)乳白色

出土層不明

電 E46 口 径 108 筒状の頸部に短 く強く

外反する国縁部が付 く。

器体内外面をハケロ調

整 したあと横ナデさら

には指でナデ上げる。

なお、□頸部の彎曲部

には強い指圧が加えら

(胎土)良好

(焼成)良好

(色調)淡褐色

下層出土
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れており、特に外面は

面が形成されている。

士笠 E47 □径 82 球形の胴部に「 く」字

に屈曲して朝顔状に開

く□頸部と突出気味の

完全な平底が付 く小型

壷

器体外面は体部をハケ

目調整 したあと□頸部

を横ナデ、体部をナデ

調整する。底部には指

圧を加える。

内面は接合個所に指圧

を加えたあと、ハケロ

調整する。□縁部は横

ナデ調整のみ。

(胎土)良好

(焼 成)良好

(色 調)乳白褐色

上層出上。

宣 E48 □径 175 頸部から大きく弓なり

に外反する大型の壺口

縁。

端部は単に丸くおさめ

る。

内外面ともハケロ調整

のあとナデて仕上げる(

(胎土)良好

(焼成)良好

(色調)乳白褐色

上層出土。

壷底部一 I E49

t

E54

底径 48
1

610

平底の底部だが、丸味

があり、シャープでな

いもの。

E54はむしろ壷底部―

Bに 分類すべきか。

器体内外面をハケロ調

整、ナデ調整するのが

通例。E54の 内面のハ

ケロ調整は板状工具を

回転させたもの。

なおヽ E49の底部底面

には箆による三本の刻

線が走る。

すべて 下層出上。

壷底部 ―Ⅱ E55

ど

E58

底径 35
1

66

大きく張り出した胴部

につく小さく突出した

シャープな平底が主た

るものであるが、 E58

はやや径も大きく胴部

への張り出しもそれほ

ど大きくない。

器体内外面をハケロ調

整、ナデ調整する。

(色調)褐色を基調

とする。

すべて中層出土。

壷底部一Ⅲ E59

ど

E63

底径 40
1

62

底部輪台への充填が少

ないため、中央に比較

的深い窪みが出来た、

明瞭な上げ底。

器体内外面をハケロ調

整のうえナデるが、内

面のクモノ巣状のそれ

は板状工具を回転させ

たことによるものと思

われる。

(色調)褐色を基調

す る。

E59・ E60は下層 出

上 。

E61・ E62は 中層出

上。

E63は 出土層不明。

壷底部一Ⅳ E64 底径 50 球形の胴部に小さな突

出気味の底部がつく。

底部輪台への充填は十

分で、ほば平底に近い

胴部外面はまず縦方向

に′サ ロ調整、そのあと

横方向にハケロ調整。

そのあと胴部下半をナ

(胎上)良好

(焼成)良好

(色調)外面は淡褐

色、内面は黒褐色。
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がわずかに接地しなし

面が残るもの。

デ調整 して仕上げる。

内面は胴部下半にハケ

目調整。中位は強い横

ナデ調整の上に指ナデ

を行う。

下層出土。

壷底部―Ⅳ E65

ど

E69

底径 48
t

60
底径 60を

主とする。

底部輪台への充填はほ

ぼ完全で、平底に近い

がわずかに接地 しない

面が残る。

内外面をハケロ及び板

ナデ調整する。中に箆

研磨するものがある。

(E65)

E65は下層出土。

E66、 E67は 中層出

上。

E68、 E69は上層出

」ヒ 。

高 杯 ― I E70

1

E73

口 径 176

1

25 6

杯部中位、体部と□縁

部境界点で稜を成 して

屈折する、浅皿状のもの

E73の回縁部は大きく夕版

する。

外面はハケロを縦に調

整。内面は箆磨きまた

はハケロで縦に調整。

あと横にナデる。

胎上、焼成は良好な

ものが多く、色調は

褐色を基調とする。

E70は下層出土。

E71～ E73は 中層出

L。

高 杯 ―エ E74 底径 108

脚高 61
杯部は内彎 しつつ口縁

に至る椀状のもの。

脚部は支柱部と据部の

境界の不明瞭な「ハJ

字状にゆるく外反 して

端部に至るもの。

柱状部の円孔は外から

内へ三ケ穿つ。

外面脚付根にハケロ痕

その上から杯部支柱部

と縦に箆磨き。

内面は杯部に板ナデあ

るいは指ナデを加え、

脚部は絞り目痕、巻上

げ痕を指ナデで消す。

(胎土)精良

(焼成)堅級

(色調)淡灰褐色

中層出土。

高 杯 ― Ⅱ E75 口径 ,34 E74同様椀状のものだ

が、やや浅いものであ

る。

器休内外面にハケロ調

整そのあとナデて仕上

げる。なお、内外に指

頭による圧痕が多く見

られる。

(胎土)良好

(焼成)良好

(色調)灰 白色

中層出土。

高 杯 ― ] E76 □径 142

器高 148
杯部は内彎気味の深い

椀状の体部に受部を持

つ□縁部がつく。受部

の立上りは短 く低く内

傾する。

脚部はやや開き気味の

筒状の支柱部に短くゆ

るくカーブする裾部が

付く。

外面は杯部の体部と口

縁部の境区指頭で連続

的に押圧、支柱部は指

で強く押 しナデたの力、

面を成す。

内面は杯部の体部と□

縁部の境を指圧、その

上にハケロ調整。脚部

は指でナデ下ろす。

(胎土)良好

(焼成)良好

(色 調)暗紫褐色

上層出土。

高杯脚部

― I

E77

ど

E82

脚部付根径

38～ 44
底径 150

1

20 4

背の比較的高い付根付

近から「ハ」字状にお

だやかに開く支柱部に

短かい開きの小さな裾

器体外面にハケロ又は

ヘラ研磨を施 し、端部

付近は横にナデる。

内面はナデ調整。端部

(色調)基調は褐色

E7k E78は 中層出土

E79、 E80は 上層出

」ヒ 。
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部がつく。裾端部は丸

くおさめる。

支柱部下端から裾部境

界点付近に小円孔を穿

=)。

は横ナデ。 E81は中層出上。

E82は 出土層不明。

高杯脚部

―Ⅱ

E83
1

E89

脚部付根径

26
ど

40

底径 108

1

150

背の比較的低い付根か

ら大きく「ハ」字状に

開く脚部。端部は丸く

おさめるものと、外上

方へつまむものとある

外面は箆磨き又はハケ

目調整 したあと、ナデ

又は横ナデ調整。

内面は絞り日、巻上げ

痕を指でナデ下ろして

消す。端部付近は横ナ

デ調整。

(色調)基調は褐色

を呈す。

E83は下層出土。

E84～ E86は中層出

土。

E87は下層出土。

E88、 E89は 中層出

上。

高杯脚部

一Ш

E90 脚部付根径

4

筒状の比較的長い支柱

部に「ハ」字状に大き

く開く裾部が付 く。こ

のため支柱部と裾部の

境は明瞭であるが、稜

は形成しない。

支柱部下端に 4個 の円

孔を外から内へ穿つ。

器体外面を縦に箆磨き

したあと、ハケロ調整

を粗く施す。

内面は杯部に箆磨きす

るほか、据部には横ナ

デ調整 したうえに軽く

指で縦方向にナデる。

(胎土)良好

(焼成)堅緻

(色調)乳白褐色

中層出土。

高杯脚部

一Ⅳ

E91 脚部付根径

30
細身の開きの少ない支

柱部は中実である。

裾部はゆるやかに「八」

字状に開く.

支柱部中位に 4個 、支

柱部と裾部の境に 3個

円孔を穿つが、中位の

円孔は支柱部中実のた

め貴通 しない。

外面支柱部にハケロ調

整。

内面は巻上げ痕、指圧

痕、絞り目痕を指でナ

デて消す。

円孔壁面にもハケロ痕

が見える。

(胎土)やや不良

(焼成)良好

(色調)赤褐色

上層出土。

器 E92 □径 126 大きく外反する受部の

端部を下垂させて面を

取るもの。端面には円

形浮文を貼付ける。

受部内面をナデ調整。

端面円形浮文には竹管

文を押捺する。

(胎土)良好

(焼成)堅級

(色 調)淡赤褐色

下層出土。

鉢 - 1 E93
1

E94

□径 120

1

134

いずれも体部から外上

方へ屈曲する口縁を持

つ。ただしE93の それ

は丸味のあるもので、

外反すると言った方が

適切だとも言えよう。

E93は やや肩が張るに

比べてE94は まったく

張らず、内彎気味に直

外面はハケロ調整。

面は横ナデ調整。

胎上、焼成いずれ

も良好。

色調も共に淡褐色を

皇す。

中層出上。
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線的に底部へ伸びる。

有 孔鉢 I E95 底径 46 平底の底部に円孔を一

個を穿つ。(内 から外 →́

底部と体部の境界は明

らかである。

底部外面に指圧、ハケ

目を施す。

内面も指圧、ハケロ調

整。

(胎土)不良

(焼成)良好

(色調)外面は赤褐

色、内面は淡褐色を

呈す。

有 孔 鉢 エ E96 底径 46 平底の底部に計20個 の

小円孔を外から内へ穿

つもの。小円孔のうち

貫通 しないものがある

外面はハケロ調整のあ

とナデ調整。

内面はナデ調整。

(胎上)不良

(焼成)良好

(色 調)淡赤褐色

甕 B― Ⅳ E97 口 径 164 頸部で強く外反 した□

縁部はさらに鋭 く屈曲

して、外上方へ立上が

る。

□端に内傾する面を取

る。

□縁立上がり部外面に

2ケー単位の刺突列点

文を施す。

内面は横ナデ調整が見

られる。

(胎 土)不良

(焼成)不良

(色調)淡黄褐色

甕 C― I E98 口径 142 頸部から強く外反 した

口縁部は短かく、端部

はわずかに肥厚させて

面を取る。

胎上、焼成とも良好

で、淡黄褐色を主現

甕底部-1 E99 底径 42 完全な平底の底部は逆

「ハ」字状に体部へ伸

びる。

器体外面をハケロ調整 胎土不良、焼成良好

淡褐色を里す。

甕底部 ―Ⅱ E100 底径 44 底部外面中央にわずか

に接地 しない凹面を待

つ上げ底。

(胎上)良好

(焼成)不良

(色調)外面は淡赤

褐色、内面は黒灰色

を呈す。

広 □ 壷 E □径 口端部を肥厚させて、

下垂する。

端面に四条の退化した

凹線を描 く。

(胎 上)良好

(焼成)良好

(色調)乳白褐色

壷底部-1 E102 底径 84 安定 した大きな平底で

体部へはわずかに屈曲

してのびる。

内外面にハケロ調整痕

が残る。

胎土不良、焼成良蠍

色調は淡褐色を呈戎

壷底部一Ⅲ E103 底径 44 比較的に深い上げ底。

体部へ直線的にのびる

底部下端を指で押圧す

る。

胎上、焼成とも良好

色調は淡赤褐色を呈

す。

Ⅱ鉢 E104 6国径 直国の□縁部に内彎気 器体内外面に指圧を加 く胎土)やや不良
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底径 50 味に外上へのびる体部

がつく。

口縁端部は丸 くおさめ

る。

底部内面は体部からゆ

るやかにカーブする。

ごく浅い上げ底である

えたあと、外面にハケ

目調整を施す。このハ

ケロ調整は底部、底面

にも及ぶ。

(1～ 2m大の砂粒

含む)

(焼成)不良

(色調)淡赤褐色

有孔 鉢 I E105 底径 46 上げ底の底部中央に円

孔を一個穿つ。

体部へはわずかに屈曲

してのびる。

底部外面には指圧痕を

とどめる。

(胎土)不良

(焼成)良好

(色調)外面は赤褐

色、内面は黒灰色。

以上E97～ E105は
SD-1内 掘開時に

出上したものの、む

しろ下層のSD-2
内包蔵遺物と考える

べきものである。

蜜 E106 □径 138 短かく直立 した頸部か

ら大きく朝顔状に開く

□縁の端部はわずかに

外傾する面をとる。

口端部外端面に一条の

凹線を走 らせる。端部

付近と頸部付近の内外

面を指圧、外面には頸

部あたりにハケロ調整

痕 も見られる。

(胎土)良好

(焼成)良好

(色調)淡赤褐色

SD-3内 堀開時に

出上 したものだが、

むしろSD-2内 包

蔵の遺物と考えられる。

Att SD3出 土土器

器  形 図版番鍔 法 量 en 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

杯 蓋 A Ｃ

　

　

Ｃ

151

ど

155

口 径 112

ど

134

つまみの付かない杯蓋

である。

C151～ C152の 天丼部

は比較的痛平で、C153

く 155の天丼部は丸い。

C151は 一条の凹線で

天丼部と体部を分ける。

また、C1511ま □縁部

を外反させて、C153
は垂直に下向させるこ

とにより、体部と区別

する。

なお、C151、 C153、 C
154は □端部に内傾す

る面をつくるが、とく

にC151は鋭く明瞭で

C151、 C154の天丼都

はヘラケズリを施 し、

C151は さらに天頂部

にカキロを施す。

すべて器体内外面を横

ナデ調整するが、C152

の天丼部はヘラ切り不

調整で粘土紐痕が残る。
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ある。

杯 蓋 C C156 ツマミを付ける杯蓋で

ある。

扁平な天丼部に付くツ

マミは平坦で、わずか

に窪み、宝珠形のおも

かげはない。

□縁部は下方に折曲げ

るものとおもわれる。

器体外面は横ナデ調整

を全面に加え、天丼頂

部にカキロを施す。

内面も横ナデ調整を行

うが、天丼頂部には子旨

圧痕及び仕上げナデが

見 られる。

高 杯 蓋 C157 天丼部と体部の境は不

明瞭で、わずかに天丼

部を箆で削って分ける(

この天丼部の中央に中

くばみのツマミを付け

る。

器体外面体部以下と内

面全体を横ナデ調整。

ツマミも全面横ナデ調

る雪。

杯 身 A C158 口径 116 体部が比較的扁平で浅

い杯身。受部はほぼ水

平で先端を丸くおさめ

る。立上がりは内傾す

るが比較的長く高い。

内外面を横にナデ調陸。

底部内面に指圧痕がの

こる。 底部 1ま ヘラ1刀 り。

杯 身 B C159 □径 i16 体部と口縁部は外上方

へ直線的にのびる。

□縁端部は丸 くおさめ

る。底部は平坦である(

内外両面を横ナデ調整(

底部はヘラ切り。

添 身 C C160 底径 98
高台径 86

底部外縁よりに短かく

退化 した高台が付 く杯

身。休部と底部の境界

は屈曲によって明瞭で

ある。

内外面を横ナデ調整す

るが。底部中央はヘラ

切り不調整か。

士望 C 底径 ■ 5

高台径 10[

平坦な底部の外縁にや

やふんばった高台がつ

く。体、底部の境界は

不明瞭だが、体部下端

をごく浅くヘラ削りを

行うことによって稜を

作り区分する。

高合は外下方へおろし、

端部は内外に肥厚させ

てやや窪む端面を形成

する。内先端で接地す

る。

体底部、高台の内外両

面を横ナデ調整。

体部下端を浅くヘラ削

り。
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器  形 図版番号 法 量 に耐 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

椀 (高 台) H 底径 45
高台径 42

厚味のある尖り気味の

高台を底部に貼付ける。

体部下端に指頭圧痕が

見える。

高台内面に横ナデ調整

が残る。

胎上、焼成とも良好、

色調は淡黄灰色を呈

す。

把 手 H163 外上方へするどく屈曲

する平面三角形に近い

形態を示す。

体部内面残存部にハケ

目調整が見える。

把手上面には指頭圧痕

を加え、下面にハケロ

調整を施す。

胎土、焼成とも良好、

色調は淡黄褐色を呈

す。

Att SDl出 土土器

器  形 図版番号 法 量 に耐 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

直 □ 甕 C201 [ゴ 径 212 内彎気味に立上がった

口縁部の端部は丸くお

さめ、内傾する面を取

る。この内端面は段を

形成する。

器体内外両面を横ナデ

調整するが、口端近 く

の内外面には下地にハ

ケロ状の調整痕が残る。

焼成は堅緻。

Att SD4出 土土器

器  形 図版番号 法 量 に耐 形 態 の 特 徴 成形手法の特 徴 備 考

電 E251 □径 192 頸部から大きく外反 し

た口縁部の端部を外上

方へ立上が らせた壷か。

端部にはやや内傾する

面を形成する。

□端外面の立上がり部

に竹管文を横位置に押

捺する。

また口縁外面に本来は

凹線を走らせたか。

胎上、焼成とも不良、

色調は淡褐色を呈す。

剥落著 しい。

A区出土土器

器  形 図版番号 法 量 修耐 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

短 頸 壺 E301 口径 66 頸部で屈曲 した□縁部

は内向気味に上方への

び、端部近 くからわず

かに外半させる。端部

は丸くおさめる。

器壁は厚い。

内外両面を指圧または

指でナデ上げる。

(胎土)不良

(焼成)良好

(色調)淡灰褐色

A-8ト レンチ耕土

層出土。

壷底部一Ⅳ E302 底径 48 底部から体部への伸び

は直線的で屈曲しない。

底面はわずかに窪む。

底部外面に指圧および

叩目が残る。

(胎 上)良好
(焼成)良好
(色調)淡赤褐色

表採

-58-



器  形 図阪番号 法 量 t耐 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

高杯脚部

一
I

E303 脚部付根径

44
柱状部上瑞から外下方

へゆるやかに開く脚部c

柱状部下端に円孔を 4

ケ穿つ。

内面に絞 り目が残る。 (胎上)やや不良(2

～ 3 mm大 の砂粒瞬旨)

(焼成)良好

(色調)淡赤褐色

表採

杯 蓋 A C 304

1

305C

□径 108

ど

14 6

いずれも天丼部は丸く、

体部との境界は不明瞭。

□縁部はC304は少し外

へ屈曲させるに対 して

C305は やや内彎気味

に直立する。

ともに内面にあまい面

をとるが、C3041ま この

面に一条の沈線を走ら

す。

内外面横ナデ調整。 (焼成)堅緻

C304は A-7Sト
レンチ地山直上出土。

C305は A-8ト レ

ンチ耕上層出土。

鉢 K306 底径 138 完全な平底の底部から

体部へ大きく開 く。

内外面を横にナデ調整

するが、底部下端には

手ズレが見られる。底

部内面下端に指圧痕が

ある。

(胎土)良好

(焼成)良好

(色調)淡黄褐色、

内面には煤が付着。

A-2ト レンチ耕土

層出土。

B tt SD8出 上土器

雛 器 形 図版番号 法 量 に0 形 態 の 特 徴 成形手法 の特徴 備 考

土

師

器

婉

A

H 口径 164

器高 55
高台 05
底径 54

。体部は内彎し、端部

を丸くおさめる。

。□縁内側に一条の沈

線をめぐらす。

。高台は低 く、下端外

面を斜めに削る。

。粘土紐巻き上げ。

O貼 り付け高台で、貼

り付け後、ナデ調整。

。体部上半に指押え。

O体部、高台の境に斜

めのヘラミガキ。

。淡灰褐色

。胎上、焼成良

B

H402 □径 154

器高 54
高台 06
底径 56

。体部は大きく内彎、

全体にややいびつに

つくる。

O口縁内側に沈線。

。断面三角形の高台で、

やや外傾する。

。粘土紐巻き上げ。

O貼 り付け高台、内外

にナデ。

O口縁内外面横方向の、

内外面中位に斜方向、

内底部に縦方向のヘ

ラミガキ。

。内外面中位指押え。

。淡灰白色

。胎上、焼成良

C

H403 □径 146 。体部は内彎 して上方

にのび端部を丸くお

さめる。

。粘上紐巻き上げ。

。内面中位斜方向のヘ

ラミガキ。

。灰白色

。胎上、焼成良
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騨臣 器 形 図版番号 法 量 修d 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

上

師

幼

。□縁内部に沈線。

D

H404 □径 156 。体部はゆるやかに内

彎、端部がやや外反

する。

。口縁内側に沈線。

。粘土紐巻き上げ9

。□縁内外に横方向の

ヘラミガキ。

O内面に指押え。

。淡灰褐色

。胎上、焼成良

H405
H406

高台08と 0

底径 56
。やや高い高台で、ゆ

るやかに内彎、端部

を丸くおさめる。

。貼 り付け高台、貼り

付け後ナデ。

H407
ど

H4H

高台05～07

底径53～62

。断面三角形の高台。 。貼 り付け高台で貼 り

付け後ナデ。

H412
1

H414

高台05隣06

底径58～62

O低い高台で、下端外

面を斜めに削る。E
211は 、端部を外に

引き出す。

OR占 り付け高台で、貼

り付後ナデ。

脚
　
　
付

　

皿

A

H415

H416

H415脚 38
底堡82

H416脚 22
雲径92

。高い脚台、外方にゆ

るやかに開き、端部

を丸くおさめる。

。皿底部に糸切り痕が

認められる。

。貼り付け後、内外に

ナデ内部に指押え。

。淡褐色

。胎上、焼成良

B

H417 底径 72 。高い脚台で、ゆるや

かに内彎 し、端部を

丸くおさめる。

。内外面 、ナデ調整。 O淡褐色

。胎上、焼成良

lln

AI

H418
H419

H418
□径 194

H419
1J径 148

器高 29

。体部は内彎 し、国縁

は内脅 して端部を丸

くおさめる。

O体部と底部の境界は

示明瞭で平底を呈す。

。粘土板成形。

。体部下半に指押え、

上半にナデ調整。

。淡褐色、H418は

内面黒色

。胎上、焼成良

AⅡ

H420

H421
H420
口径 110

器高 (17)

H421
回径 84
器高 (14)

。体部はゆるやかに内

彎 し、口縁部は、直

線的にのび、端部は

外反する。

。体部・底部の境界は

やや不明瞭である。

。粘土板成形。 。淡茶褐色

。皓上、焼成良

B

H422

H423
H422
□径 89
器高 22
H423
口径 100
器高 (19

。底部は丸味をおび、

体部はやや内督する。

端部は丸くおさめる

ものと、少 し外反す

るもの力ゝある。

。粘土板成形。

。内面指押え、外面横

ナデ。

。黄褐色

。胎上、焼成良

CI
H424 口 径 134 。体部は直線的にのび、

□縁部は内反 し、端

。粘土板成形。 。淡褐色

。胎上、焼成良
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籐 器 形 図版番号 法 量 に0 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

土

師

器

皿

部を丸 くおさめる。

C]

H425
ど

H427

□径 104～
111

器高 (18～
2 0)

。体部はゆるやかに内

彎 し、□縁部は大き

く外反する。

。粘土板成形。

O体部下半に指押え。

O淡黄褐色

。胎上、焼成良

D

H428
ど

H431

□径 88～
10 3

器高 17～

18

。体部はゆるやかに内

彎し、口縁部は内反

して、直線的にのび

る。

。粘土板成形。

O内外面に指押え。

。□縁部にナデ。

。淡褐色

O胎上、焼成良

E

H432 □径 1045

器高 (18)

。体部はゆるやかに内

彎 し、口縁端部は外

反し、丸くおさめる。
O底部丸底。

。粘土板成形。

。内外面に指押え。

O口縁部ナデ。

。灰白色

。胎上、焼成良

鉢

H433 口径 246 。体部はゆるやかに内

彎 し、国縁部は外反

する。

。粘土紐巻き上げ。 。淡褐色

。胎上、焼成良

掲 A

H434 口径 249 。□縁部は、やや外反

し、立ち上がって端

部を丸 くおさめる。

。体部は、ほぼ直線的

に底部に至る。

。粘土紐つみ上げ。

。体部中位に、内外面

からの指押え。

。□縁部横ナデ。

。茶褐色、下部にス

ス付着

。胎上、焼成良

羽

釜

A

H435
H436

H435
□径 250

H436
□径 221

口縁部は内傾 し、端

部は立ち上がる。

つばは断面三角形を

呈し、端部は丸い。

O粘土紐つみ上げ。

。体部内面はハケ。

O体部外面に指押え。

。茶褐色、外面にス

ス付着

。胎上、焼成とも良

好

B

H437
H438

H437

口径 252

。□縁部は、直立し、

端部は肥厚する。

。つばは、やや下方に

のび、端部を丸くお

さめる。

。粘土紐つみ上げ。

。体部内面細かいハケ。

。口縁部外面に指押え。

端部はナデ。

。暗褐色、外面にス

ス付着

。胎上、焼成良

黒

色

土

器

娩

A

B 439

B440
B439
□径 162
器高 52
高台 055
底径 625
B440
□径 172
器高 625
高台 05
底径 64

。体部は内彎し、端部

を丸くおさめる。

O口 縁内部に一条の沈

線。

。高台は断面逆台形を

呈 し、下端外面を少

し削る。

。粘土紐巻き上げ。

。貼 り付け高台。

。体部外面上半横方向

のヘラミガキ、下半

指押え。

。体部内面斜方向一部

格子状の底部、縦方

向のヘラミガキ。

。内面、一部外面黒

色、外面淡赤褐色

。胎上、焼成良

B441 □径 155

器高 54
。体部は大きく内彎 し、

端部を丸くおさめる。

。粘土紐巻き上げ。

O貼 り付高台。

内面および外面一

部黒色、外面淡褐
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雑 器 形 図版番弓 法 量 に耐 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

黒

色

土

器

坑

B
高台 06
底径 57

。□縁内側に沈線。 。体部内面ナデの後、

斜方向 (一部格争伏)

のヘラミガキ。

。□縁内外に横方向の

ヘラミガキ。

色

。胎上、焼成良

C

B442

B443

B442
□径 154
器高 51
高台 055
底径 44
B443
□径 156

。体部は低 くゆるやか

に内彎 し、端部は丸

くおさめる。

。高台は断面三角形を

呈 し、やや小さい。

。粘上紐巻き上げ。

O貼 り付け高台、貼り

付け後ナデ成形。

。外面下半に指押え、

内面粗いヘラミガキ◎

。内面および外面の

一部黒色、外面淡

黄褐色

O胎上、焼成良

D

B444 口径 141

器高 52
高台 055

底径 33

。体部は低くゆるやか

に内彎し、端部は少

し外反し丸くおさめ

る。

。□縁内側に沈線。

。高台は低 く逆台形を

呈す。

。粘土紐巻き上げ。

O貼 り付け高台。

。外面と内面の一部に

指押え。

。内面、外面の一部

は黒色、外面は淡

赤褐色

。胎上、焼成良

B445
1

B452

高台04～ 07

11k径 51～63

。低い高台で下端外面

を斜めに削る。

。貼 り付け高台、貼 り

付け後ナデ。

O内底部に縦のヘラミガキ

。内面黒色

。胎上、焼成良

O B452、 内外面黒色

B453
ど

B455

寄台05刊価
ま径51～ 64

。やや島い高台で、大き

く外方にのび端部を

丸くおさめる。

。貼り付け高台く 貝占り

付け後ナデ。

。内面黒色

。胎上、焼成良

B456
ど

B460

苛台05～075

底径55～ 62
。断面三角形の高台、

やや内反ぎみのもの

と、外反ぎみのもの

がある。

。貼 り付け高台、貼 り

付け後ナデ、指押え。

。内底部にヘラミガキ。

。内面黒色

。胎土、焼成良

O B 459、 内外面黒

色

B ４ ６

Ｐ

４ ６B

高台05～065

底径52～69

。逆台形の高台で、外

反するため端部内面

が着地する。

。貼り付け高台、貼 り

付け後ナデ。

O内底部にヘラミガキ。

内面黒色、外面淡

黄褐色

B464内 外面黒色

胎上、焼成良

須

意

器

鉢

C466 高台 055

底径 148

。体部は直線的に上方

にのびる。

。高台は低く断面台形

を呈する。

。内外面ナデ。

。貼り付け高台、貼り

付け後ナデ。

。暗灰色

。胎上、焼成良

緑

釉
婉

G467 高台 05
底径 107

。断面三角形の高台

。内面に一条の沈線

。貼り付け高台。
。軟質。

。淡黄緑色

。胎上、焼成良
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Btt SD 9出 土上器

再種 器 形 図版番号 法 量 に耐 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

土

師

器

婉

H501 高台 045

底径

。低い高台で断面逆台

形を呈す。

。貼り付け高台、貼り

付け後ナデ。

。灰褐色

。胎上、焼成良

H502 高台 05
底径 56

。外方にのび端部を丸

くおさめる高台。

。貼り付け高台、貼 り

付け後ナデ。

。灰褐色

。胎上、焼成良

H 503 高合 08
底径 69

。断面三角形を呈する 。内面ヘラミガキ。

。貼 り付け高台、貼り

付け後ナデ、一部ヘ

ラミガキ。

。淡茶灰色

。胎上、院成良

皿 代]

H504 □径 92
器高 13

。体部は内彎 し、端部

はやや鋭い。

。底部はやや上げ底で

体部との境界は一応

明瞭。

。粘上板成形。

。内外面にナデ、内面

下半に指押え。

。赤褐色

。胎上、焼成良

羽

金

B

H505 。国縁部はほぼ直立す

る。

。つばはやや下方にの

び端部を丸くおさめ

る。

。粘土紐つみ上げ。

O体部内面に細かいハ

ケ。

。□縁外面に指押え、

つば周辺ナデ。

。褐色

。胎土、焼成良

C

H506 口径 210 。短かい□縁部は、や

や外方にのび端部は

鋭い。

。つばは/」 さヽく断F面 三

角形を呈す。

。粘土紐つみ上げ。

。口縁部内面上半、体

部外面下半に指押え。

。外面ナデ。

。淡灰褐色、外面下

半スス付着

。胎上、焼成良

須

恵

器

塊

C507 高台 10
底径 70

。高い高台、端部は丸

くおさめる。

。底部はほぼ水平。

。粘土紐巻き上げ。

O貼 り付け高台、貼り

付け後ナデ。

O底部糸切 り、内外面

にナデ。

。灰白色

。胎土良、焼成堅緻

鉢

C508 高台 08
底径 104

。体部は直線的に斜上

方にのびる。

。台形の高台が斜めに

付 く。

O体部外面にタタキが

残存。内面はナデ。

。貼 り付け高台、貼り

付け後ナデ。

。灰色、内面に自然

釉

。胎上、焼成良

B tt SB2出 土土器

轍 量 器 形 図版番号 法 量 に耐 形 態 の 特 徴 成形手法 の特徴 備 考

須
恵
器

杯
C □径 142 。立ち上がりは、きわ

めて低 く受部とほぼ

。粘土紐巻き上げ。

。内外面ナデ。

。暗灰青色

。胎上、焼成良
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騨 器 形 図版番号 法 量 に耐 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

須

恵

器

同じ。

。休部は直線的に底部

に到る。

上

師

器

婉

B

H552 □径 146

器高 55
高台 065

底径 58

O体部は大きく内彎 し

□縁部はやや外反、

端部を丸 くおさめるc

。□縁内側に一条の沈

線。

O断面逆台形の高台で

下端外面を斜めに削

る。

。粘上紐巻き上げ。

。貼 り付け高台、貼 り

付け後ナデ、一部ヘ

ラミガキ。

。内外面に指押え。

。□縁内外に横方向の

ヘラミガキ。

。淡褐色

。胎上、焼成長

C

H553 □径 164 。体部はゆるやかに内

彎、端部は鋭い。

。口縁内側に沈線。

。粘土紐巻き上げ。

。外面下半に指押え。

。淡褐色

。胎上、焼成良

皿 CⅡ

H 口径 965

器高 28
。体部はゆるやかに内

彎 し、口縁部は少 し

外反 し、端部を丸く

おさめる。

。粘土板成形。
。内外面に指押え。

。茶褐色

。胎上、焼成良

黒

色

土

器

坑

B

B555

B556
B555
□径 154

器高 59
高台 065

底径 61
B556
□径 146

。体部は大きく内彎し

端部は鋭い。

。□縁内側に沈線。

。断面逆台形の高台、

やや外反する。

。粘上紐巻き上げ。

O貼 り付け高台、貼 り

付け後ナデ。

O内 面にナデのあと斜

方向の粗いヘラミガ

キ、口縁内外に横方
向のヘラミガキ。

。淡黄褐色

。内面と外上面に炭

素吸着

。胎上、焼成良

B 高台 07
底径 56

。断面逆台形の高台、

やや内反する。

。貼 り付け高台、貼り

付け後ナデ、一部ヘ

ラミガキ。

。内面黒色、外面淡

褐色

。胎上、焼成良

B 高台 065

底径 55
。断面三角形の高台。 O貼 り付け高台、貼 り

付け後ナデ、一部ヘ

ラミガキ。

。内面黒色、外面淡

褐色

。胎上、焼成良

B559 高台 065

底径 58
。断面逆台形の高台、

やや外反する。

。貼り付け高台、貼 り

付け後ナデ。

。内面黒色、外面淡

赤褐色

。胎上、焼成良

Btt P l出 土土器

器 形 図版番号 法 量 に0 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

土
師
哭

皿 B H560 □径 82 。体部は大きく内彎し、 。粘土板成形。 。淡赤褐色
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駆 器 形 図版番号 法 量 修0 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

上
師
器

m B 器高 145 端部は鋭い。底部は

丸底。

。□縁部ナデ。 。胎上、焼成良

Btt S K23出上土器

Btt S K16出 土上器

麗 器 形 図版番号 法 量 に耐 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

土

師

器

娩

A

H561 口径 154 。体部は、ゆるやかに

内彎 し、口縁端部は

少 し外反、丸 くおさ

める。

。口縁内側に沈線。

。粘土紐巻き上げ。

。口縁内外面、横方向

のヘラミガキ。

。淡灰褐色

。胎土、焼成良

H562 高台 08
底径 61

O断面逆台形の大きな

高台、下端外面を斜

めに削る。

。内面底部に縦のヘラ

ミガキ。

。貼り付け高台、貼り

付け後ナデ、一部ヘ

ラミガキ。

。灰褐色

。胎上、焼成良

黒

色

土

器

坑

B563 高台

底径 53

。断面三角形の高台、

やや外反する。

。貼り付け高台、貼り

付け後ナデ。

。内外面黒色

。胎上、焼成良

B 564 高台

底径

。断面逆台形の高台、

下端外面が斜めに削

られる。

。貼 り付け高台、貼 り

付け後ナデ、ヘラミ

ガキ。

O底部縦のヘラミガキ。

。内面黒色、外面黒

褐色

。胎上、焼成良

Btt S K18出 土土器

離 器 形 図版番号 法 量 に耐 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

黒

色

土

器

塊 C

B565 口径 138

器高 43
高台 04
底径 54

。体部はゆるやかに内

彎 し、口縁端部を丸

くおさめる。

O低 い高台は、断面三

角形を呈し、外方に

開く。

。体部はゆるやかに内

彎 し、口縁端部を丸

くおさめる。
。□縁内側に沈線。
。低い高台は、断面三

角形を呈 し、外方に

開く。

。内面及外面の一部

黒色、外面淡黄褐

色

。胎上、焼成良

褐層 器 形 図版番号 法 量 に耐 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

土
　
師
　
器

婉

（小

坑
）

B566 高台 07
底径 39

。断面逆台形の高台、

端部はやや丸い。

。貼り付け高台。 。淡赤灰色

。胎土、焼成良

H567 高台 05
底径 54

。断面逆台形の高台、

やや外傾する。

。貼 り付け高台、貼り

付け後ナデ。

。淡黄褐色

。胎上、焼成良
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Btt S K12出 土土器

器 形 図版番号 法 量 に耐 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

土

器

娩

H568
P

H570

高台055～
085

底径 52～
62

。逆台形状のぶ厚い高

台、端部は丸 くおさ

める。

。体部はゆるやかに内

彎。

。貼 り付け高台、貼り

付け後ナデ、一部ヘ

ラミガキ。

。淡褐色

。胎上、焼成長

H571 高台 055

底径 49
。断面逆台形の高台、

やや内反する。

。貼り付け高台、貼 り

付け後ナデ、一部ヘ

ラミガキ。

。灰褐色

。胎上、焼成良

黒

色

土

Zξ

筑

（
小

婉

）

B572 高台 055

底径 54
。断面逆台形の高台。 。貼 り付け高台、貼 り

付け後ナデ、一部ヘ

ラミガキ。

。内外面黒色

。胎上、焼成良

（
小
坑
）

B573 高台 05
底径 38

。断面三角形の小さな

高台。

。貼 り付け高台、貼り

付け後ナデ。

0 内外面黒色

胎上、院成良

B区包含層出土土器

器 形 図版番号 法 量 に0 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

弥

生

土

器

何 I

E600 底径 46 。やや上げ底の底部、

体部はゆるやかに内

彎する。

。外面指押え。

。内面ハケ。

O淡褐色

。胎上、焼成良

須

　

志

　

器

杯

身

C601 □径 108 。たちあがりは、やや

外彎 しつつ内傾 し、

受け部は短かく、端

部は、丸くおさめる(

。体部は、ゆるやかに

内彎。

。内外面横ナデ。 。淡灰色

。胎上、焼成良

土

師

器

坑

Ａ
（小
坑
）

H602 同径 96
器高 34
高台 06
底径 43

。体部はゆるやかに内

彎 し、端部は丸くお

さめる。

。断面逆台形の高台で、

やや外傾する。

。粘土紐巻き上げ。

。外面指押え。

O貼 り付け高台、貼り

付け後ナデ、一部ヘ

ラミガキ。

。淡褐色

。胎上、焼成良

A

H

H

口 径 131～
16 2

器高 515～
57

高台05～08

底径5併 65

。体部は、大きく内彎

し、端部は丸くおさ

め、内反する。

。I」 縁内側に沈線。

。断面逆台形の高台、

やや外反するものと

内反するものがある。

。粘土紙巻き上げ。

。□縁内外面に横位の

ヘラミガキ、体部内

外面に指押えの後、

斜方向のヘラミガキ

(一 部格子状)。

。内底部、縦方向のヘ

ラミガキ。

。貼り付け高台、貼 り

。淡褐色のものと、

灰褐色のものがあ

る

。胎上、焼成良
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イト111' 器 形 図版Prrケサ 法 霊 tn 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

土

師

器

婉

付け後、ナデ、ヘラ

ミガキ。

B

H617
1

H623

H617
□径 154

器高 59
高台 075

底径 59
H618-623

□径 139～

17 8

。体部はゆるやかに内

彎 し、端部は丸くお

さめる。

。□縁内側に沈線。

O断面逆台形の高台で

しっかりしたものが

多い。

。粘土紐巻き上げ。

。内外面指押え、大部

分は、 剥離が激 しい

が、H6171ま、Aと

同じく口縁内外に横

位の、体部内外に斜

方向の、内底部に縦

方向のヘラミガキを

施す。

O貼 り付け高台、貼 り

付後ナ八ヘラミガ縄

。淡褐色、灰褐色

。胎上、焼成良

C

H624
t

H627

H 624
口径 148
H625
口径 152
H626
□径 145
子王 627
口径 149

。体部はゆるやかに内

彎 し、端部を丸くお

さめ る。

。口縁内側に沈線。

。□径は大きく、器高

は低い。

。粘上紐巻き上げ。

O外面指押え。

。淡褐色

O胎上、焼成長

D

H628
ど

H 630

I1 628

口径 167

H629

□径 168

H630
□径 146

。体部はゆるやかに内

彎 し、口縁部がやや

外反、端部を丸 くお

さめる。

O□縁内側に沈線。

。低い器高。

。粘土紐巻き上げ。

。国縁外面 横方向の

ヘラミガキ。

O淡褐色

。胎上、焼成良

H631
1

H639

高台05～ 1 lC

底径54～ 65

。断面逆台形の端正な

高台、ややぶ厚いも

のもある。

。貼り付け高台で、貼

り付け後ナデ、一部

ヘラミガキ。

。淡褐色

。胎上、焼成良

H640
ど

H649

高台05～07

底径53～68

。断面逆三角形の高台、

端部のやや丸いもの

もある。

。体部 下半指押え。

。貼 り付け高台、貼 り

付け後ナデ、一部ヘ

ラミガキ。

。淡褐色

。胎上、焼成良

H650
!

H668

高台 045～

08
底径52～72

。断面逆台形で、やや

外傾する高台、やや内

反するものと、端部

を丸くおさめるもの

がある。

O貼 り付け高台、貼り

付け後ナデ、一部ヘ

ラミガキ。

。淡褐色

。胎上、焼成良

脚

付

皿

A

H669 底径 55 。高い脚台、外方に直

線的に開く、端部は

丸くおさめる。

。内外面ナデ。 。淡褐色

。胎上、焼成良

B H670 底径 77 。高い脚台、やや内彎 。内外面ナデ。 。淡褐色
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畢種 器 形 翼版番号 法 量 に耐 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

土

器

脚
付

皿

B
し、端部は丸くおさ

める。

O胎上、焼成長

皿

蝸

一　
羽

釜

ヽ I

H671

ど

H674

口径 138～

18 3

器高 255

(H672)

。体部はゆるやかに内

彎 し、口縁部は少 し

外反 し、端部を丸く

おさめる。

。体部・底部の境界は

不明瞭。

。粘土板成形。

。内外面に指押え。

。淡灰褐色

。胎上、焼成良

AⅡ

H675 □径 106 。体部は直線的にのび、

口縁部はやや内反し、

端部は丸くおさめる。

。粘土板成形。

。内面指押え。

O灰褐色

。胎上、焼成良

B

Ｈ

　

　

Ｈ

676

1

678

□径91～94

器高 13～ 18

。底部は丸底で体部は

ゆるやかに内彎、端

部を丸くおさめる。

端部の外反するもの

もある。

。粘土板成形。

。内外面指押え、口縁

外面にナデ。

。淡褐色

。胎上、焼成良

C

H679
1

H681

□径 101～

104

器高 17～

2 15

。平底で、体部はゆる

やかに内彎□縁部が

外反する。

。粘土板成形。

。内外面指押え。

。淡褐色

。胎上、焼成良

E

H682 □径 47
器高 15

。小型のぶ厚い手づく

ねの皿。

。平底で、体部は直線

的にのびる。

。粘土板成形。

。外面指押え。

。淡灰褐色

。胎上、焼成良

A

H683 □径 238
器高 101

。平底で、体部は直線

的に立ち上がる。

。□縁部は「くJ字に

外反 し、端部を丸く

おさめる。

O粘 土紐つみ上げ。

。体部内外面指押え。

。国縁内外ナデ。

。体部内面ハケ。

。茶褐色、外面にス

ス付着

。胎上、焼成良

B

H 684 □径 256 。体部はゆるやかに内

彎 し、国縁部は外反、

端部を丸くおさめる。

。粘土紐つみあげ。 。淡褐色

。胎上、焼成良

H685 。三足渦の脚破片か。

。断面円形で、やや内

彎。

。外面指押え。 。灰白色 外面にス

ス付着

。胎上、焼成良

A

H 686

H687
H 686

口径 225

0国 縁部は内傾 し、端

部は方形を呈する。

。つばは、断面三角形

で端部を丸くおさめ

。粘土紐つみ上げ。

。□縁部内外ナデ。

。体部内面ハケ。

。茶褐色

。胎上、焼成良
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器 形 図版番号 法 量 に0 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

羽

釜

る 9

B

H688 口径 262 。□縁部は直立 し、端

部方形。

。つばはやや長 く、端

部は下方にのび、丸

くおさめる。

O粘土紐つみ上げ。

。□縁内外ナデ。

O体部内面ハケ。

。灰褐色

。胎上、焼成良

黒

Ａ

（小
婉
）

B689 □径 99
器高 34
高台 035

底径 36

。体部内彎 し、端部を

丸くおさめる。

。□縁内側に沈線。

。断面逆台形の低い高

台で、やや内反する。

。粘土紐巻き上げ。

。□縁内外に横方向の

体部に斜方向の、内

底部に縦方向のヘラ

ミガキ。

。貼 り付け高台、貼り

付け後ナデ、ヘラミ

ガキ。

。小型品

。内外面黒色

。胎上、焼成良

色

上

器

坑

A

B690

1

B704

口径 138～
164

器高 52～
61

高台 06～
075

底径 555～
70

。体部は内彎 し、端部

は丸くおさめる。

。口縁内側に沈線。

。断面逆台形で、安定

した高台をもつ。

O粘土紐巻き上げ。

。□縁内外、横方向の

ヘラミガキ。

。体部に斜方向のナデ

ないし粗いヘラミガ

キ、指押え。

。外面の一部及内面

黒色外面淡褐色

。胎土、焼成良

B

B705

1

B711

□径 149～

160

器高 525～

5 85

高台 045～

06
底径 56～

62

。体部は内彎 し、□縁

部が少 し外反、端部

を丸くおさめる。

。□縁内側に沈線。

O断面逆台形の高台、

やや外傾するものが

多い。

。粘土紐巻き上げ。

O剥離 したものが多い

が、B708な どには

ナデの後、□縁内外

に横方向、体部に斜

方向のヘラミガキが

施される。

。貼 り付け高台、貼 り

付け後、ナデ。

。外面一部および内

面黒色、外面淡褐

色

O胎上、焼成良

C

B712

!

B717

B712
口径 158
器高 55
高台 05
底径 58
B713～ 717

口径139～

15 6

。体部はゆるやかに内

彎 し、端部を丸くお

さめる。

。口縁内側に沈線。

。断面三角形の低い高

台。

O粘土紐巻き上げ。

O体部内面に粗い斜方

向のヘラミガキ。外

面指押え。

。貼 り付け高台、貼 り

付け後、ヘラミガキ、

ナデ。

。内面および外面の

一部黒色、外面淡

褐色

。胎上、焼成良

D

B718
1

B722

B718
口径 168
器高 485
高台 06
底径 60
B719～ 722

回径 139～
15 5

。体部はゆるやかに内

彎 し、口縁部はやや

外反、端部を丸くお

さめる。

。□縁内側に沈線。

。断面逆台形の安定 し

た高台。

。粘土紐巻き上げ。

O内 外面指押え、体部

内面一部斜方向のヘ

ラミガキ。

。貼 り付け高台、貼 り

付け後ナデ。

。内面および外面の

一部黒色、外面淡

褐色

。胎上、焼成良
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坑

B723

t

B739

高台05～ 07

底径処～77

。断面逆台形の安定し

た高台。

。内面縦のヘラミガキ。

。貼 り付け高台、貼 り

付け後ナデ、一部ヘ

ラミガキ。

。内面黒色、外面淡

褐色、B729、 B
732、 B737内 外

面黒色

。胎上、焼成良

B 740

1

758B

高台04～07

底径51～62

。断面三角形の高台、

端部の丸いものもあ

る。

。内面ヘラミガキ。

。貼 り付け高台、貼 り

付け後ナデ、一部ヘ

ラミガキ。

。内面黒色、外面淡

褐色、B749、 内

外面黒色

。胎上、焼成良

B759

ど

B776

高台 045～

0 85

底径 495～

67

。断面逆台形の高台、

全体にやや外傾する

。内面粗いヘラミガキ。

。貼り付け高台、貼 り

付け後ナデ、一部ヘ

ラミガキ。

。内面黒色、外面淡

褐色、B765内 外

面黒色

。胎土、焼成良

色
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増

A

B 脚  215
底径 545

。高い脚台、外方にゆ

るやかに開き、直線

的にのびる。

。貼 り付け高台、貼 り

付け後、内外面ナデ。

。内面黒色、外面淡

黄褐色

。胎上、焼成良

A

B778 □径 155

器高 24
。平底で、休部は直線

的にのび端部はやや

外反する。

。体部・底部の境界は

一応明瞭である。

。粘土板成形。

。□縁内外面にナデ。

。外面に指押え痕。

。内面および外面の

一部黒色

。胎上、焼成長

C

B779

1

B781

□径 90～

10 0

器高 14～

2 05

。底部は平底ないし、

ゆるやかな丸底を呈

し、田縁はゆるやか

に外反する。

。粘土板成形。

。内面、外面ナデ、一

部ヘラミガキ。

。内外面黒色

。胎上、焼成良

A

B782 |□ 径 214 田縁部は短かく、内

傾 して立ち上がる。

つばは長く水平にの

び端部を丸くおさめ

る。

。粘土紐つみ上げ。

O体部内面ハケ、国縁

部内面指押え。

。黒褐色、外面スス

付着

。胎上不良、焼成長

B

B783 □径 182 。□縁部は短かく立ち

上がる。

。つばは水平にのび、

端部を丸くおさめる。

。粘土紐つみ上げ。

。体部内面ハケ、外面

ナデ。

。内外面黒色、外面

スス付着、瓦質か `

。胎土、焼成良

須
　
恵
　
器

坑

B

C 高台 10
底径 78

。高台は外 下方に直線

的に開き、端部は丸

くおさめる。

O貼 り付け高台、糸切

り底。

。内外面ナデ。

。灰白色

。胎上、焼成良

C
C785
C786

ム
ロ

底 径 74

。体部はゆるやかに内

彎する。

。糸切り底。

O貼 り付け高台。

。淡茶褐色

。胎上、焼成良
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須

恵

器

坑

。高台は低く、断面逆

三角形を呈する。

。内外面ナデ。 。山茶婉か ?

D

C787 高台 065

底径 78
。断面逆台形の高台で

やや外下方にのびる

。体部はゆるやかに内

彎する。

。糸切り底。

。貼り付け高台。

。内外面ナデ。

。灰白色

。胎上、焼成良

鉢
C788 底径 ■ 2 。平底で体部は直線的

に斜方向にのびる。

。糸切り底か。

。内外面ナデ。

。灰色

。胎上、焼成良

gE

C789 高台 10

底径 124

。高台は外下方にの伏

端部内面を斜めにけ

ずる。

。貼 り付け高台。

O内外面ナデ。

。灰色、一部自然釉

。胎上、焼成良

緑

釉

婉

G790 高台 075

底径 72
。断面逆三角形の高台、

やや下外方にのびる、

外面ヘラ沈線。

。底部内面に一条のヘ

ラ沈線。

。貼り付け高台。

。内外面ナデ。

。黄緑色

。胎上、院成良

灰

釉

llll

A791 高台 02
底径 48

。体部はゆるやかに内

彎、端部を丸 くおさ

める。

。断面逆三角形の簡単

な高台がつく。

。内外面ナデ。

。削り出し高台。

黄灰色の釉が全面

|こ かかる

胎上、院成良

A792 底径 62
高台 (01)

。体部はゆるやかに内

彎、端部を丸 くおさ

める。

O低 い逆台形の高台。

。糸切り底。
。内外面ナデ。

O削 り出し高台。

。淡灰褐色、薄い釉

楽

。胎上、焼成良

磁

　

器

坑

P793 高台 035

底径 65
。低 く幅広い高台。

O体部は直線的にのび

る。

。肖1り ‖Iし ドf FI

。内外面ナデ。

。青灰色の釉を全面

にかける(青磁 ?)
。胎上、焼成良

陶

器

鉢

K794

K795
K794
底径 H0
K795
底径 160

。平底で、休部は外彎

ぎみにひらく。

。粘土紐つみ上げ。

。内外面ナデ。

。内面に指押え。

。淡赤褐色

。胎上、焼成良

。信葵か ?

K796 □径 290 。体部はやや内彎 し、

端部は外反する。

。粘土紐つみ上げ。

。内外面ナデ。

。淡赤褐色

。胎上、焼成良

土

錘

H797 直径 32
長さ 54

。円柱状を呈する、中

ぶくれ。

。手づくね。 。淡灰白色

。胎上、焼成良



Ctt SD10出土土器

器  形 図版番号 法 量 Cn 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

杯 蓋 A C801

P

C807

口径 98
1

13 8

ツマミを持たない立上

がりのある杯身とセッ

トになる杯蓋。

C802を のぞいて天丼

部と体部、体部と口縁

部の境界はおおむね不

明瞭で屈曲はいずれも

甘い。C807の ように

天丼部から体部へまっ

たく屈曲せずなだらか

に外下方へ流れるもの

もある。

□縁部はC801、 C802

C803は やや鋭 く下方

へ下ろすに比 して、C
804、 C806は 体部か

ら連続的に外下方へ流

れる。C807は 回縁部

を屈曲させて下方へ下

ろす。この点からC
807はむしろ杯蓋 B類

に入れるべきか。

なお、C801は □縁端

部に内傾する面をとる

が、その他は単純に丸

くおさめる。

□縁内外面を横ナデ調

整する。

C804は天丼部頂部を

ヘラ削り。C8071まヘ

ラ切り不調整のため粘

上紐痕が残る。C802
はヘラ切りのあとヘラ

で調整。C805は 体部

外面に墨書するが、体

部以下部分的に欠損の

ため字体不明。

杯 蓋 B C808 □径 106 痛平な天丼部と口縁部

裏面に返りを有す杯部。

返 りは口縁部より下方

に突出する。

器体内外面を横ナデ調

整する。

(胎土)良好

(焼成)良好

(色調)淡灰色

杯 蓋 C Ｃ

　

　

Ｃ

809

1

811

回径 116

1

15 2

痛平な天丼部及び体部

に、やや内向気味に下

方に折曲げた口縁部が

つ く杯蓋。

C8Hは 中でも著 しく

痛平で、器高 1 9cnで

ある。

なお、回縁内面の届曲

部は箆先で調整 したと

思われ、鋭い稜線を残

す。

C810は 全体に大きな

焼ひずみを受ける。

内外両面を横ナデ調整

する。

C810、 C811の 天丼

部はヘラ切り不調整で、

粘上紐巻上げ痕を残す。

C810は オ欠損の破

片。

いずれも焼成は381
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杯 蓋 C C812
ど

C815

□径 88
P

11 2

天丼部が比較的高く、

椀形を呈す体部に、外

下方へ屈曲させた口縁

部をつける杯蓋である。

□縁の屈曲はまず外方
へ水平に近く屈折 した

あと、再び下方へ折り

まげる。C813、 C814

の回縁部屈曲は甘く、

端部の屈曲は殆ど明瞭

でなく、わずかに外面

先端を下方へ下ろすの

みである。

いずれも内外両面を均

しく横ナデ調整する。

C8■ の天丼部はヘラ

切 り不調整で粘上紐痕

が残る。

C813の天丼部もヘラ

切りで調整は粗い。天

井部か ら体部付近の

横ナデは一部カキロ状

を呈す。天丼部内面に

仕上げナデを加える。

C8■ 、C812の 焼

きが堅緻なのに比べ

て、C813、 C814は

やや甘く軟質である。

杯 身 A C816 □径 13.9

器高 4.8

□径の大きい、やや深

い体部に内傾するもの

の比較的長 く、高い立

上がり部が付 く杯身。

立上がり部は 1 2cmを

測る。

受部は外上方へ短かく

のびる。先端は丸くお

さめる。

体部から底部への屈曲

は比較的丸味を有 し、

底部は平坦である。

内外両面を横ナデ調整

する。

体部下半は浅くヘラ削

りする。

底部はヘラ切り不調整

である。

ロクロは時計回りと

逆回転

(胎上)良好

(焼成)良好

(色調)明灰色

杯 身 A C817
1

C820

口径 92
ど

10 6

器高
3 cm前 後

t

3 5cm

やや小型の浅い体部に、

内傾は強いものの、ま

だ比較的長い立上がり

部を有す杯身である。

C816の 立上がり部は

上端は屈曲してほぼ直

立する。先端はいずれ

も丸 くおさめる。

受部は水平もしくは外

上方へのひ、先端はい

ずれも丸くおさめる。

C816の 受部上面には

ヘラ沈線を一条がめぐ

る。

体、底部は丸く成形す

る。 C818の 体部の器

壁は薄い。

内外両面を横ナデ調整

する。

C817は体部下半をヘ

ラ削り。底部はヘラ切

り不調整。

杯 身 A C821
ど

C823

□径 108

t

12 8

極度に内傾する低い短

かい立上がり部の杯身。

C821の 立上がり部は

内外両面を横ナデ調整

する。

色調は淡灰色～淡灰

青色を呈す。
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断面三角形状の厚いも

α)。

C822の立上がり部先

端は上向する。

受部は水平または外上

方へ内彎ぎみに短かく

のびる。端部は丸くお

さめる。

底部は濡平または丸味

のあるものである。

lTh tt A C824
ど

C827

□径 90
1

94

口径 9 cmぁ まりの小型

の杯蓋で、短かく低い、

強く内傾する立上がり

を有する。

受部は水平もしくは内

彎ぎみに外上方へ短か

くのびる。     ｀

底部は中央部が平底と

なる。

内外面を横ナデ調整す

る。

底部はヘラ切りである。

C826、  C827は 立

上がり部先端を欠失(

杯 身 A C828
1

C829

同 径 84

t

86

C824～ C827よ りも

さらに小型化する杯身

で、底部の平底も一段

と明瞭でその面も大き

い。

なお、立上がり部は内

傾するものの先端は上

へ持上げている。

器休内外面を横ナデ調

整 。

底部はいずれもヘラ切

りのあと、横ナデ、ナ

デ、ヘラ先による調整

等が見られる。

なお、C829底部内面

には仕上げナデを加え

る。

いずれも胎上は精良、

焼成は堅緻、色調は

灰色を呈す。

杯 身 B C830
t

C831

口径 12

P

12

2

4

C830はやや不安定な

がら大きな平底の面を

11す。体部から□縁部

はやや外反気味に外上

方へ直線的に開く。

なお、底部から体部ヘ

屈曲は、外面では丸味

を有す。

C831は 休底部の深い

もので、底部は完全な

安定 したもので、体部

との屈曲も角を持つ鋭

いものである。

体部から□縁部はわず

かに内彎気味に外上方

へ直線的にのびる。

C830器休内外面を横

ナデ調整する。□縁部

と底部にはその上から

雑なナデ調整。底部は

ヘラ切り。C831は底

部ヘラ切りのあと器体

内外面を横ナデ調整。

C830、 C831と も底

部底面に粘土紐巻上げ

痕が残る。

C831の 底部底面に

「〒」の墨書がある、

色調はともに灰色で

焼成は堅緻。
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杯 身 C C832 底径 90
高台径 84

安定した平底の底部外

縁よりに、外下方にや

や踏んばった短かい高

台がつく。高台は内先

端で接地する。

体部と底部は明瞭な角

で分けられる。

器体内外面を横ナデ調

整。

(胎土)良好

(焼成)堅緻

(色調)灰色

坑 C833 口径 106 肩が少 し張る浅い体底

部に、外上方へまっす

ぐのびる口縁部が連続

する。

内外面を横ナデ調整。

高 杯 A C834 口径 96 比較的小型の無蓋高杯。

体部と底部の境に凹線

を一条めぐらせる。

内外面横ナデ。

霊 C835 口 径 114 口縁部は外上方へ直線

的にのび、頸部は鋭 く

屈曲して「 く」字状を

呈す。肩部は強 く張り

出す。

口縁部外面横ナデ調整(

体部内面には同心円の

圧痕が残るc

口縁部内面に自然釉

が吹きだす。

質 C836 底径 100 体部中上位に最大径が

あり、やや肩の張った

器形で、底部は完全な

平底を呈す。

内外面を横ナデ調整す

る。体部下端に一条の

凹線を走らす①

器体内面には多 くの

気泡があって凹凸が

著 しい。

外面全体に自然釉付

着。

長 頸 壷 C837 細長い頸部の下端は厚

いが、上方へのびるに

つれて器壁は薄 くなる。

肩部は頸部下端から外

方へ大きく張り出す。

頸部下端内面を横方向

にヘラケズ リ。頸部中

位の外面に凹線を一条

めぐらす。内外面横ナ

デ調整。

提 瓶 C838
1

C839

□径 64
1

78

C838の 口縁部は外上

方大きく開く。

C839の 口縁部はやや

内彎気味に外上方への

びる。ともに頸部に近

いほど器壁は厚 くなる(

C838中上位と外面に

一条の凹線をめぐらす。

ともに内外両面を横ナ

デ調整。

C838□ 端には部分

的にヒズミが生 じて

いる。

焼成は共に堅緻。

甕 C840 底径 142 完全な平底で、体部ヘ

の屈曲も角を持つ。

内外両面を横ナデ及び

ナデ調整。

底部はヘラ切り。

内面には気泡が―刊十

にあり、器体にヒズ

ミが生 じる。

甕 E841 口径 70 外上方へ大きく反 った

回縁部は中位で鋭 く屈

□縁立上がり部に櫛状

工具による刺突列点文

(胎土)やや不良

(焼成)やや不良
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曲して、内上方へ強 く

立上がる。国端には内

傾する面を有する。

□縁部下半部に小孔を

―ケ内から外へ穿つ。

を施す。立上がり部直

下に刻目状の圧痕のあ

るのはハケロか。口頸

部を横ナデまたはナデ

調整。

く色調)淡黄灰褐色

甕 E842 □4登 168 「 く」字状の頸部から

外上方へ直線的にのび

る□縁部破片。頸部以

下欠失。

外面には指圧痕

内面にはハケロ調整痕。

(胎土)良好

(焼成)良好

(色調)赤褐色

甕 H843 □径 108 「 くJ字状の頸部から

短かく外上方へのびる

□縁部の先端は内上方

へわずかにつまむか。

体部は中位に最大径を

有する球形で、底部は

丸底である。

体部内外面をハケロ調

整 したあと、体部下半

外面を箆ケズリ、体部

上半内面を指ナデ調整

する。

□縁部内外面は横ナデ

調整。

なお、体部内面のハケ

目調整は板状工具で左

→右へ掻き上げる。

(胎土)良好

(院成)良好

(色 調)淡灰褐色

杯 A H844 口径 138

器高 32
安定 した平坦な底部に

外反気味に外上方への

びる体部が付 く。□縁

部は丸くおさめるが、

内面に凹線を一条巡 ら

せるため、端部を折曲

げた様態を呈す。

器体内外面を横ナデ調

整及びナデ調整する。

器体外面に指頭による

圧痕が残る。

体部下端は横にヘラミ

ガキか。

(胎土)精良

(焼成)良好

(色調)淡褐色

杯 B H845 □径 H8
器高 33

安定 した平坦な底部に

内彎気味に上方に強く

立上がる。端部は丸 く

おさめる。

器体外面はナデ調整。

内面は横ナデ調整で仕

上げる。

器体外面には指頭圧痕

が残る。

(胎土)良好

(焼成)良好

(色 調)淡褐色

杯 C H 846

ど

H 848

口径 134

1

15 2

痛平な丸味のある底部

に内彎 しつつ外上方に

のびる体部、日縁部を

有す。端部を丸くおさ

めるがH847は 内部に

わずかな面を形成する。

外面は国縁部を横ナデ

調整。体底部は指圧の

他には箆ケズリするも

のがある。 (H897、
H848)

内面は横ナデ調整を施

すが、H846は 横ナデ

の上からハケロ調整を

体底部に加える。H847

は縦方向に箆 ミガキを

加える。

胎土はいずれも精良

である。

色調はいずれも淡褐

色を呈す。

婉 H849 口径 134 やや内彎員味に外上方 内外面とも指頭圧痕が (胎土)精良
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器  形 沼版番号 法 量 修0 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

にのびる口縁部、体部

の比較的浅い椀。

多数残る。

□縁外面は横ナデ調整

か 。

(焼成)やや不良

(色調)淡赤褐色

皿 B H850 □径 92
器高 21

扁平な丸味のある肩か

ら外上方に低くのびる

体部、口縁部を有す。

□縁部はやや上方に屈

曲する。

外面の口縁部、体部、

内面の口縁部には横ナ

デ調整する。

体部外面に粘上紐痕が

残る。

(胎土)良好

(焼成)良好

(色調)外は淡灰褐

色、内は淡赤褐色を

呈す。

杯一島 H 851

ど

H852

脚径 7 cm前 後、器高 7

～ 8 cmの 月ヽ型で器体の

イビツ、粗雑なもの。

脚部は短かい支柱部に

内彎する裾部がつくが

部分的には裾部は外反

する。

脚部外面は指頭による

圧痕のみ。

内面は指頭圧痕及びハ

ケロ調整または板ナデ

を加える。H851には

絞リロが残る。

胎上、焼成はいずれ

も良好。

色調はH851は赤褐

色、H8521ま淡乳白

褐色を呈す。

手把 H853
t

H854

H853は楕円形のやや

厚味のあるもの、把手

中央に円孔を穿つ。

H854は平面三角形で

端部へ大きく彎曲する

もの。

いずれも指頭圧痕が多

数残るが、本体との付

根付近をハケロ調整す

る。

胎上、焼成とも良好

色調は淡褐色を基調

とする。

H854は電の把手と

思われるが、上彎す

る他の器種の把手の

可能性も存する。

鉢 K856 □径 264 浅い扁平な体部からや

や内屈 して上方にのび

る□縁部は上端で鋭 く

屈曲して外方へほぼ水

平にのびる。

外面は全体に横ナデ調

整。

内面は口縁部のみ横ナ

デ調整。

(胎土)やや不良

(焼成)良好

(色調)外は淡赤褐

色、内は肌色。信楽

C区 出土土器 (沼沢地出土土器)

器  形 図版番号 法 量 修0 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

杯 蓋 A C901

1

C902

□径 134

1

14 2

扁平な体部と天丼部の

境界は不明瞭。

□縁部は下方へまっす

ぐにのび、端部はやや

外反ぎみである。この

ため内側に内傾する面

を形成する。

内外面を横ナデ調整。

天丼部はヘラ切り不調

整。

外面天丼部から体部に

かけて部分的に手ズレ

のあとあり。

焼成はいずれも堅縦

沼沢地出土。

杯 蓋 A C903
t

C905

口径 98
ど

104

□径10cm前後の刀ヽ型。

杯蓋で、天丼部、体部

のつくりは甘く鋭い。

天丼部はいずれもヘラ

切り不調整。

但 しC905は 体部への

焼成はいずれも堅緻。

沼沢地出土。
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器  形 図版番号 法 量 に0 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

C903がやや扁平な天

井部である他はいずれ

も丸い。

口縁部は体部下端から

下方へおろすが、C905

はわずかに外方へ流れ

る。端部はいずれも丸

くおさめる。

転換点付近をごく浅く

ヘラケズリ。

その他、内外両面を横

ナデ調整。C903天丼

部内面には仕上げナデ

を加える。

杯 蓋 A C906
t

C907

口 径 11.6

1

12.8

天丼部の高い蓋で、体

部は外下方へ直線的に

下降する。

口縁部は屈曲して下方

へまっすぐおりる。C
907の 口縁端部はわず

かに外反気味である。

端部は丸くおさめる。

内外両面は横ナデ調護。 胎土は精良、焼成は

堅級。

沼沢地出上。

杯 蓋 B C908 □径 96 天丼部から外下方へ直

線的にのびる□縁部の

端部内面にやや内向す

る返りを持つ。この返

りは□端部より下方ヘ

突出する。

内外両面を横ナデ調整。 (胎土)良好

(焼成)良好

(色調)灰白色

沼沢地出上。

杯 身 A Ｃ

　

　

Ｃ

909

ど

911

口径 122

1

13 6

口径の比較的大きい杯

身である。全体として

丸味のあるやや深いも

のだが、C9111ま 浅く

底部は扁平。

口縁部立上りはいずれ

も内傾 し、端部を丸 く

おさめるが、C909の

立上りはこのうち比較

的高く長い。

受部はほぼ水平に外方

へ短かくのび、端部は

丸 くおさめる。

C909、 C910の体部

転換点付近をヘラケズ

リ。

あとは内外両面を横ナ

デ調整。

底部はいずれもヘラ切

り、そのあと不調整。

C909の ロクロは時

計と反対回り。

C909、 C911は 沼

沢地出上。

胚 身 A C912
1

C914

□径 90
t

10 6

□径の小さい、扁平な

浅い体底部。

□縁部立上りはいずれ

も強く内傾 し、低い。

ただC912は 上端でほ

ぼ上方へ立上がる。

受部は彎曲気味に外上

方へのびる。

内外両面を横ナデ調整

内面の立上がり接続部

はヘラ先で調整 して、

稜を鋭 くする。

C914の底部はヘラ切

り不調整。

胎上、焼成はやや不

良。

色調は灰色を基調と

する。
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器  形 図版番号 法 量 修0 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

杯 身 A Ｃ

　

　

Ｃ

915

t

916

口 径 100

P

10 4

器高 32

立上がりはさらに強く

内傾 し、低い。

受部は退化して、やや

外方につまむ程度であ

る。

底部はC915は 平坦で

あるが、C915は丸い。

底部はいずれもヘラ切

り不調整であり、内面

に指圧痕が残 る。仕上

げは内外面を横ナデ調

整。C916の 底部の上

半を浅くヘラケズリ。

胎上、焼成はともに

良好、堅級である。

沼沢地出上。

杯 身 B C917
ど

C918

□径 124

1

12 8

安定 した平底の杯身。

しかし、底部から体部

への屈曲は丸味を有す

る。

体部は外上方へ直線的

にのびて□縁端部に至

る。

端部は丸くおさめる。

C918は ヘラ切り不調

整。仕上げは内外両面

とも横ナデ調整。

沼沢地出土。

杯 身 C C919
1

C921

高台径 82
ど

98

安定 した平底の杯身の

底部外縁よりに退化 し

た短かい高台がつくも

の。

C919、 C920の 高台

はやや外方へ踏んばり

気味で内先端で接地す

るに対して、C9211ま

ほぼ直下へのび、端面

全体が接地する。

C920の 体部下端はヘ

ラ削りする。

C919の底部はヘラ切

り不調整。

内外面横ナデ調整。

胎土はいずれも良取

焼成はいずれも堅緻 (

C920、 C921は 沼

沢地出土。

高 杯 A C922
1

C923

口径 100

1

11 2

□径の比較的小さい小

型の杯部を持つもの。

体部上、下端にそれぞ

れ一条の凹線をめぐら

せ、口縁部と底部とを

区別する。脚部には透

しを入れたのが、杯底

部に痕跡が入る。

内外両面を横ナデ調整

する。

いずれも沼沢地出土。

高 杯 B C924 痛平な底部から外上方

大きく開く杯部に、背

の低い脚部がつく。脚

部には透 しはない。

器体内外面横 ナデ調整。 (胎土)精良

(焼成)堅級

(色調)灰色

沼沢地出土。

高 杯 C C925 6□径 17 盤状の大きい杯部を有

する高杯。

器体内外面を横ナデ調

整。

杯底部には不定方向の

仕上げナデめ

口縁部には一部縦方向

にナデ調整を加える。

(胎土)良好

(焼成)良好

(色調)淡灰色

沼沢地出土。
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器  形 図版番号 法 量 修耐 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

高杯 脚 部 C926 脚径 106 裾端部 は上、下 にわ

ずかに肥厚 して、やや

窪み気味の面を形成す

る。

内外両面を横ナデ調整

とくに内面端部近くは

強く、カキロ状にナデ

る。

(胎土)精良

(焼成)堅緻

(色調)青灰色

長 頸 壷 C927
1

C929

頸部径 50
ど

58
高台径104

C927頸 部は開きが/!ヽ

さく、□縁部近くで大

きく開くもの。

C928の 頸部は比較的

開きが大きく、頸部も

短かいものと推定され

る。

C928の 肩部には丸味

がある。

C928は やや小型のも

のか。

C929は 長頸霊の底部

と思われる。安定 した

平底の底部外縁に外下

方へ強 くはりだした高

台がつく。高台は内先

端で接地する。

器体内外面を横ナデ調

整。

C927の 肩部から頸部

にかけて自然釉付着。

C928の 肩部にハケロ

状の調整痕あり。

C927、 C923は 沼

沢地出上。

C928は平瓶か。

提 瓶 C930 [」 径 89 強く、短かく開く□縁

部。端部は丸くおさめ

る。

外面を横ナデ調整。

内外両面とも自然釉付

着。

(胎土)良好

(焼成)良好

(色 調)淡灰色

沼沢地出上。

底 部 C931
P

C932

C931は底部中央が平

埋になる。

C932は ,L底 。

底部内外面横ナデ調整。

C932に は粘土紐の巻

上げ痕が残る。

ともに沼沢地出土。

甕 H933 L]径 220 |」 径20cmを こえる大型

「 くJ字状の頸部から

外反 した口縁部は上端

では川曲して上方に立

上がる。

外面は回端部を横ナデ

調整。

内面は□縁及び頸部を

ハケロ調整。

(胎土)良好

(焼成)良好

(色調)淡赤褐色

沼沢地出上。

七霊 H934 国径 152 円筒形の頸部から大き

く外反した回縁端部は

外傾する面を形成する

調整不明。 (胎土)や や不明

(焼成)やや不十分

(色調)淡赤褐色

SD-10出土か。

短 頸 壷 H935 口 径 114 肩部からす ぐに□縁部

直結する壷。

口縁部はまっすぐ上方

にのびる。端部は丸く

肩部内外両面に指頭圧

痕が残る。

□縁端部横ナデ調整。

(胎土)良好

(焼成)良好

(色調)淡褐色

沼沢地出上。
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器  形 図版番号 法 量 に, 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

おさめる。

底 部 H936
P

H938

底径 54
1

90

いずれも平底であるが、

径の大小の二種がある。

H938は単にナデまた

は横ナデ調整であるが、

H936、 H937は内外

面をハケロ調整。

H936、 H937は沼

沢地 出上。

H9381ま SD-10出
土か 。

H936は甕、H937、

H9381ま壷か。

杯 A H939 口 径 148 やや丸味のある平底の

底部に外反する体部が

つく。口縁は端部を丸

くおさめる。

口縁部内面に一条の凹

線をめぐらせる。

外面底部以外は横ナデ

調整。

外面底部には指圧痕。

(胎上)良好

(焼成)良好

(色 調)茶褐色

杯 A H940 口 径 127

器高 39
□縁部折曲げたもの。

体部は外上方へ直線的

にのびる。底部は安定

した平底である。

器表面は指ナデや圧痕

で凹凸が著 しい。

器面全体を指頭圧を加

えたあと、ハケロ調整

を内外面とも全面に施

す。そのあと横ナデ調

整にて仕上げる。

(胎 土)良好

(焼成)良好

(色 調)基調として

は茶褐色であるが、

内外とも黒ずんで汚

れている。

沼沢地出土。

杯 A H941 安定 した平底から外上

方へ開 く体部の杯の回

縁部は折曲げるものと

思われる。

胎上、焼成とも良好。

色調は赤褐色を呈す。

沼沢地出土。

杯 C H942 口径 123 やや丸味のある平坦な

底部に内彎気味に外上

方へのびる休部、口縁

部を有する杯。

内外面をハケロ調整の

あと口縁部へ体部を横

ナデ調整。

(胎土)良好

(焼成)良好

(色調)茶褐色

把 手 H943 平面台形の把手。中央

部に円孔を穿つ。

把手上面に指圧痕が残

り、本体の内面にも指

頭圧痕が残る。

(胎土)良好

(焼成)良好

(色調)淡褐色

沼沢地出土。

皿 D H944 □径 84
器高 14

底部は安定 した平底。

体部は内彎気味に外上

方へのび口縁部に至る。

内面に指圧痕が残る。

日縁部外面は横ナデ調

整である。

(胎土)良好

(焼成)良好

(色 調)茶褐色

沼沢地出上。

坑 高 台 D H 945 高台径 50 底部の比較的中央部に

短かく小さな高台をつ

ける。

高台はやや外反気味に

r7Aん ばる。

調整不甥 (胎土)良好

(焼成)良好

(色 調)茶褐色

沼沢地出土。
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器  形 図版番号 法 量 に0 形 態 の 特 徴 成形手法の特徴 備 考

婉 高台 B B946 高台径 43 丸味のある底部にやや

長めの外下方へ踏んば

る高台がつく。

高台端面は丸味を持つ。

高台内外面を横ナデ調

整。

内外面媒付着。

(胎土)やや不良

(焼成)良好

黒色土器

娩 高 台 D B947 高台径 54 丸い底部のほぼ中央に

低い、外方に踏んばる

高台を貼付ける。

底部内面にヘラミガキ。

内面媒付着。

(胎上)良好

(焼成)良好

(色調)淡赤褐色

黒色土器

ツ マ  ミ C948 中央部がやや窪む扁平

なツマミ。

ツマミ天丼部全面に淡

緑灰色の自然釉が付着。

(胎土)良好

(焼成)良好

坑 P949 高台径 50 底部外縁よりに下方に

直向する角ばった高台

がつく。

内外面とも体部と底部

の境は角を持ち明瞭。内面

のそれは段を形成する。

外面は全体に浅くヘラ

ケズリ。

内面の底部、体部に薄

い縁灰色の釉薬が塗 ら

れている。

(胎土)精良 (や や

砂ぼくザラつく)

(焼成)堅緻

(色調)明灰白色

ベース直上出上。

C区 出土木製品

器 形 1判阪番号 徴特 考備

ノト)レ 棒1犬 占I
A PW l

PW 2

OPWと は、全長16 2cmの四角柱状をなすほぼ完形品であ

る。両端に対して中央部をこころもち太 くしており、最

人幅は 1 3cmを 計る。いづれの角にも下寧な面取 りを行

い、ドj端 には瘤状の突起を作り出している。断面は、偏

平な六角形をなしている。

OPW2は 、約半個体分を欠損 しているが、PWl同 様の

製品で、同じく人まな仕上げを施 している。

O残ムながらその用途は定かでないが、紡錘で紡いだ糸を

巻子の形に捲きもどす際の人管の様なものだろうか。

B PW 3 全長 7 7cmを 計る四角柱状品であるが、長軸の端が他端に

対して厚 く、ともに端部は丸く仕上げている。

C PW 4 。上端を欠損しており、残存長10 9cmで ある。刀子様工具

による、上か らFへ 向かう断続的な削り出しの痕が顕者

である。

o形態 に、ll■ 代使用されている箸に似ており、それに類す

る用途を紡彿させるが、りJ瞭 にそれと断定 しうる出土例

が皆無に近く、又その起源の定かでない現状では推定の

域を |IIな い。ただヤポニカ種の場合、デンプン質が粘性

に富むところから手への付着を避けるため、既に発見例

のあるさじを始めこうした箸状のものも多用されたので

はないだろうか。
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D PW 5
t

P W16

O径 15～ 0 7cmの棒状品である。いずれも一端ないしは

両端を欠損 しており全長は確かではない。残存長の最大
のものは24 5cmを計る。

。残っている端部は aさ らに深 く削り込んで段を有するも
の (PW5)、 b尖 り気味に削り落としているもの (P
W6)、 C平坦ないしは平坦に近いもの (PW8～ PW
16)の 3類が認められる。 C類の内P W12の 端部は 4方
からやや尖がり気味に面取りを行い、 4面を有する。

Oすべてスギの辺材を削り込んで作成 したものであり、小

枝を利用したものは 1例 もみあたらない。断続的な削り

出しのために加工痕が明瞭なもの (P W10)も みられる

が、大多数は上から下へと大きく削り落としてわずかに

面をなすのが確認されるに留まる。
O形態上これらに類似するものが最近県下森浜遺跡から出

上 している。それでは火鑽日とともに出上 し、端部が摩

擦のため丸 くなり火を受けて焼けているところから火鑽

杵と考えられている。ただ、本例の場合には、いずれの

端部にもそうした痕跡が認められない所から新たな別の

用途が考えられよう。邪推であるかもしれないが、これ

らの内の幾例かは、機織の際、除から送られてくる経糸を

整経 して綜統へ送る機能をもつ綾棒として利用されたの

ではないだろうか。

スギ材

串斎 P W17

t

P W21

Oいずれも上端を欠損 しており、全容は定かではない。現

存長が最大の P W17は 、18 5 clllで ある。下端は、左右か

ら斜めに切り落として剣先状に尖るもの(PW18、 PWl飲
P W20)と 、さらに板目にそって切り落として尖 らない

もの (P W17、 P W21)の 小さな相異が認められる。そ

の他、切り欠き、切り掛け等の痕跡は現状では見られな

い 。

O各地で出上している斎串に比べて、やや厚手であり、加

工に鋭利さを欠くが斎串と考えるのが最も妥当であろう。

スギ材他

形 板整 P W22 。長さ19 5cm幅 2.3c血 で上端近 くに 1孔が穿たれている。

たぶん紐を通 して引っかける機能を呆たしたのであろう。

。中央やや上方から下へ向かう断続的な削痕があり、下端

ではこころもち厚さを減 じるとともにやや幅を広くする。

。上器などの製作において、整形の用途に供されたのでは

ないだろうか。

スギ材

端木 P W23 。さまざまな角度からの、鋭利な削り落しがみられる。一

端が尖っている所から、楔に利用されたのかもしれない。

蓋 P W24

P W25

。両者 ともはば半 分を欠損しているが、本来は円板状品

である。 P W24、 P W25と もに径は 7 2cmを計るが、 P
W24では中央に 1孔が穿たれている。孔には把手用の紐

を付けていたのであろう。

O周縁部は両者とも小刻みに削られ丸 くなっているが、段

は確認されない。

P W25は スギ材
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底物曲 P l1/26

t

P W31

。欠損例ばかりで全容は明らかでないが、復元直径はいず

れも15c血 前後と考えられ、画一的である点が注目される。

O P W30に は、若千の線刻がみられる。

曲 物 P W32 。S D10開 口部から一箇所に散在 して露見 したものであり、

本来同一個体であったと考えられる。 P W32、 P W33は

それらの内、比較的保存度の良好であった 2例である。

。厚さ05～ 0 6cmの薄板を曲げ円筒形に作っていたと考

えられ、重ね合わせ部は、幅 0 8cmの樹皮で綴り合わせ

ている。薄板を曲げるに当たっては、幅 0 8 clll前 後の間

隔で縦にたる鋭い線刻が厚さの半分に達する程度に刻み

込まれて、曲げるのを容易なものにしている。こうした

線刻のある側が内側と考えられ、対する外側には線刻は

ない。

O P W32に は径 0 3 cmの 円形からなる 1孔が確認される。

底板に打ち込んだ木釘の跡であろうか。

。曲物の規模はわからないが、樋の側板として利用された

ものであろう。

盤 P W34 。残存部はわずかであるが、内部をくり抜いて作った盤の

一 i.Sと 考えられる。復元すれば、平面円形ないしは楕円

形の器形であろう。内面は加工痕であろうか、それとも

使用度であろうか、さまざまな方向からの直線的な線刻

が顕著である。縁外面には、断続的な立ちあがり痕がみ

とめられる。

枡  状  品 P W35 。周縁に平坦部を残 して内部をくり抜いて作 られた精級な

容器である。復元規模の内径は、それぞれ12 1cm× 14cm

深さ 8 5cmで上端をやや開き気味とする。内部底は横に

走る加工痕が顕者である。縁の一辺中央には、把手様のも

のが削り出されており、これらの角をも合めて、いずれ

の各角も下確な面取りが施されている。

Oち なみに、彼元容積は 359 5 cIPで あった。把手様のもの

が存在することから、枡以外に縦形杓子のようなものも

考えられるが、現状では断定 し難い。

ナ十 ロ イ寸浅 鉢 P W36 。復元長径30cm余、高さH cmの 楕円形の浅鉢であり、一方

の縁が他方の縁に比して薄いことから、片口部を作り出

していたと考えられる。周縁に平坦部を残 して、内部を

くり依いて作られている。摩耗が者しく、加工痕は明瞭

ではない。

スギ材

鉢浅 P W37 O相 当大形になることが予想される浅鉢の一部である。周

縁に平坦部を残 して内部をくり抜いて作られている。摩

耗の度合、材質共に片 |」 付浅鉢と同様である。

スギ材

棒 状 品 A P W38 O全長43 5cm、 最大幅 2 3cmを計る。全体に摩耗が著しい

が、柄にあたる箇所には10数個の狭りが設けられて櫛歯

スギ材
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医

「

状を呈 している。一方、先端部付近は幅広 く、かつ薄く

削り込んでいる。柄部の快りが、握り易 くするための工夫

であるとすれば、先端部は奈良県纏向遺跡などに類例の

みられるような大形の箆として利用されたのではないだ

ろうか。

P W39 0ス ギの辺材を削り込んで棒状にしたものである。遺存す

る一端は、両側から削り落として偏平とし、中央部には

その偏平な面に対 して斜めに 1孔が穿たれている。

スギ材

P WV40 O P W39に 同じく、スギの辺材を削り込んで棒状にしたも

のをさらに半哉 した半円形の棒状品である。両端をいず

れも欠損 しているが、仮にそれらの両端に頭部が作り出

されていれば、機繊具の綾棒として使用された可能性が

指摘されよう。

スギ材

柄 P W41

t

P W45

P W41は 丸木を半哉し、握り部はさらに断面を四角形に

削り込んでいる。握り部上端には、円孔と、小形のノミを

使用 したと思われるやや大きい角孔の 2孔が穿たれ、引

っかける機能を果たしていたと考えられる。欠損部には

おそらく小さく匙様のものがついていたと思われる。

P W42と P W43は 、材質は異なるが、同 じく辺材を削り

込んで作り出した柄様の部分である。 P W42は 握り部を

太 くし、欠損部へ向かうに従って細 くなり、かつ反りを

みせる。 P W43は 上端に小さく尖起部が見 られ、全体に

角柱状に仕上げたものであるが、下端に向かうに従いや

や厚みが加わっている。欠損部には P W41同 様の匙様の

ものがついていたのであろう。

P W44、 P W45は 長くまっす ぐな円柱状をなす。 P W44
は丸木を利用 したものであるが、 P W45は 辺材を削り込

んで柄となしている。 P W44の 一端は火を受けて焼けて

いる。 P W45は P W42と 同じ堅級な材質である。鍬など

の柄に供されたものであろう。

P W43は スギ材

機  織  具 PM′ 46

P W47

O P W46、 P W47の 両者はともに長さ10cm弱 の把部を保つ。

P W46は 材質・作りとも級密で断面はややいびつな梯形

をなす。上面には把部より15cm前 後人った所から数次に

わたる大きな削痕が認められ、最も薄くなった筒所で折

れて欠損 している。加工時本来のものか、二次的なもの

であるかは定かでない。

O P W46は 機織具の榎・綜棒などが考えられるが、綜棒と

考えた場合、綜糸を定着させるのに必要な溝、ないしは

それに類するものがみられない。 P W47は 、躁あるいは

中世に中筒とよばれた板状具の用途が考えられるが、中

筒と考えた場合、経糸の擦痕がみられない。

P W471ま スギ材

弓木丸
P W48

t

P W51

。いずれも丸木のままの両端に;耳を削り出して作られた丸

木弓であり、弓身の 1側を断続的に削剰 して携みを調整

している。しか し、その規模、引の形態、および弓身の
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弓木丸 削剥が施されている側面からみて、 2類が考えられる。

P W48、 P W49は 比較的小形の弓である。末引部のわず

かを欠損する形で出上 した P W48は 径 2 cm前 後、現存長

93 5cn、 復元長 lm前後を計ると想定される。引は若干

の切り込みからなり、又、削剥は弓身の背側、つまり引

を作り出した反対側にみられる。PW5α PW51は、それぞれ

径 4 cm前殊 3 5cm前後を計り、登呂遺跡や唐古遺跡の類

例からみて、 6尺 (2m)な いし7尺 (23m)前 後の

長弓と想定されよう。Slは 、四方から削り落とし、結果

的に本冴先端は先細りとなる。削剥は弓身の腹側にみら

れる。以上にみられる相異は、用途とそれをもたらす機

能上の相異に起因するのであろう。

P W48、 P W51で は本311部に弦の圧痕が明瞭に確認され

る。

P W48で は弓柄に関する何らの痕跡も見いだせない。

丸  木  杭 P W52

1

P W56

。いずれも上端を欠損 しているが、簡易な丸木杭である。

P W52、 P W53、 P W54、 P W56は 先端を一面から、 P

W55は 二面から、それぞれ斜めに削り落として尖 らせて

いる。 P W53、 P W55は 樹皮の残存がみられ、 P W53で

は一部火を受けて焼けた箇所がみられる。

O P W56は他の杭と材質・ 規模共に異なり、同じく抗では

あるが他とは異なる用途に利用されたのであろう。

田

下

駄

下駄型田下

駄

P W57 。全長42髄 m、 最大幅14 5cm、 厚さ1 2cm。 前緒孔が 2な

横緒孔が左右に一孔ずつ穿たれている。前緒孔は、心も

ち左への片よせがみられる。前緒孔が 2孔存在するのは、

田面に密着する面積が広いこうした田下駄の場合、特に

前緒には相当の力が加わることが予想され、それに対処

するためであろう。

o前端部には、断続的な削り落としがみられ、後端の一部

には、幅 0 7cm前後の切りかけがみられる。比較的人形

の曲物蓋を二次的に利用 した結果であろうか。ともかく、

こうして後端部左側が湾曲している点は、これに右足を

のせて歩行するに際 して田下駄どうしがぶつかるのを防

ぐ効果を果たしたであろう。

。その他、一部に線刻がみられ、数力所で火を受けて焼け

ているのが留意される。

。裏面は摩耗が著 しい。

スギ材

P W59 。全長19 0cm、 幅 8 6 cll、 厚さ1 0 cm。 緒孔が 3孔穿たれ

ており、前緒孔にやや左への片よせがみられる。 P W57

同様、右足にはいたのであろう。ただ、各鼻緒間が狭す

ぎ、とりわけ横緒間は 5 5cmし かなく大人の使用は不可

能である。小児用とするのが妥当であろう。

O前後両端とも、 P W57の 一部にみられたような切りかけ

がみられる。同じく曲物蓋の二次利用であろうか、それ

とも枠のようなものを取り付けていたのであろうか。類

スギ材

通常、下駄型田下

駄という場合に1ま、

P W57の ように下

駄に比べて縦も横

も一まわり大きい

ものをいう。ただ

下駄 型 国下駄、
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田

下

駄

例が現在の日本各地に若千知 られ、イネカリゲタないし
イタデタと称されて、稲刈り以外にも踏鋤、あるいは畑
地で利用されている。

。裏面は摩耗が著 しい。

枠型・ 輪係型田下

駄 (太足)、 板型田

下駄 (ナ ンバ)の
大きく3様に類型

化する場合には、

下駄型田下駄の範

時に属するとして

よいであろう。

枠型・ 輪係

型田下駄

(大足 )

P W58 。長さ41飩 m、 幅 9 7cm、 厚 さ1 5cmの 中央には、足との

固定を意図した鼻緒が 3孔穿たれている。
。他の田下駄と違い、前緒孔に古代下駄に通有の片よせが

みられない。緒には、今日各地で使われているように、

稲葉を横槌で柔かく打ち縄に編んだものが使用されてい

たであろう。

。前後両端近 くには、静岡県山木遺跡出上のものと同様、
V字形の快りがあり、裏面 3カ所で確認される棒状圧痕
との関連から、篠竹かソダなどを利用 した枠をとりつけ
ていたと考えられる。枠には取り縄がつけられて歩行を

補助するよう考慮されていたであろう。

0こ の大足も、他の田下駄同様、入手 し易く、加工 し易く

かつ軽いスギが選ばれているのは注目される。

スギ材

有 孔 板 状 品 P W60

t

P W65

P W60は 中央に 1孔、 P W61は 中央と斜め上端に各 1孔

穿たれている。両者とも、約半個体分を欠損 している力ヽ

田下駄の rl」 能性を残すものである。

P W62は 、全体でH孔穿たれ、内 3孔は未貫通である。

上端は尖るようである。

P W63は 、 1側辺に対称的な 2孔があり、表面には側辺

の 2孔をずらすようにやや偏 して新たに 2孔が穿たれて

いる。側面のそれは、いずれも15c血前後内へ入って止

まっている。一孔には木釘が打ち込まれていた。側込に

は本来、別の板材が木釘で結合されていたのであろうか。

両端はいずれも斜めに切り落とされて梯形をなし、表面
には手斧用J:具 による削痕がみられる。材質は堅緻であ
る。

P W64は 側辺に 1孔が穿たれている。 1端が断続的に削

り込まれて薄くなっている。

P W65は 、摩耗が著 しいが、 3孔が確認される。曲物の

周囲に捲き、これを締め固める用途をもったタガの様な

ものだろうか。

P W60、  P W61、

P W62、  PヽV64、

P W65は スギ材

板  状  品 P W66

P W67

P W66は 上端を山形に尖 らせ、下端を丸く削り落として
いる。形態上斎串に似ているが、加工が荒く、材質が異

なり、規模もやや大きい。

P W67は 遺存が良好であるが、加工痕がみあたらない。

建 築 資 材 等 P W69 O P W69は、伐採 した原材を手斧用様工具で切り削った角 スギ材
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t

P W77

杭の可能性がある。先端は、一部を残 し二面の削り落と

しがみられる。

O P W74は 、板目にそって当り幅 7～ 8 cnの 比較的大型の

手斧様工具による削痕が顕著である。
O P W75は 、両端をそれぞれ、長さ13cm、 幅 6 clllと 長さ12

cm、 幅 6 5cDに削り出し把手部を形成している。
。P W76は 、 1側辺に3.5× 3 0cmの納穴を設けている。

鉄製利器の活用は、納、納孔材の技術を発展させ、住居

等の建築に際して、かなり複雑な施設を実現させるに至

っていたであろう。

o全体に摩耗、欠損が者しく、原形を復元するのは困難で

ある。
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PL。 1 遺構
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A7Sト レンチ SD2(右 )およびSD3(左 )検出状況 (北から)



PL。 2 遺構
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PL.76 C区 出土木製品実測図
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PL.77 c区 と土木製品実測図
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PL,78 C区 出土木製品実測図

PW 35

5              10 15CM

旧沼沢地 (P W34～ P W35)



PW 36

PW 39

PLi 79 C区出土木製品実測図
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PL。 81 C区出土木製品実測図
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PL。 開  C区出土木製品実測図
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